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契約社員には夢がある




　百円の価値は人それぞれ。

　たとえば手もとに百円玉が一枚あったとき、人はなにに使うだろう。

　お菓子やパン？　コーヒーやジュース？　どうせなら、食べられるものや実用的ななにかを買ったりする人が多いだろうか。たかが百円ぽっちじゃなにも買えないなんていう人も、ひょっとするといるかもしれない。

　十人いれば十通りの使い方がある中で、その百円で花を買うという人は、世の中にいったいどれくらいいるのだろう。

　美み山やま四よつ葉ば、二十六歳。『フローリスト・タカスギ』の契約社員。

　夢は、一人前のフローリストになって、店長として店舗を任せられること。

　その夢をかなえるためならば、少しぐらい給料が安くてもかまわないし、節約生活も苦ではない。

　けれど、やっぱりお金は大切だ。収入が増えるに越したことはない。

　嫌でも四葉にそう実感させるのは、現在のこの状況。

「……店長……、お腹なかが空きました……」

　朝ご飯は食パンを一枚のみ、昼ご飯は小さめのおにぎりを一個、それもシンプルな具なしの塩おむすびだった。

　夢と現実。現実は、そんなに甘いもんじゃない。

「四葉っち、節約もほどほどにしないとそのうち死ぬよ？　花屋は体力が命なんだからさ」

　作成途中のお供え用アレンジメントを一歩下がって眺めた後、仕方ないなぁ、とつぶやきながらステンレスの作業台の引き出しを開けるのは、『フラワーショップ・タカスギ』すずらん町ちょう店の店長、浅あさ尾お美み奈なだ。

　美奈は引き出しからガサゴソと個包装のチョコレートを掴み、「はいコレ。糖分補給しなさい」と四葉にひとつ手渡した。

　二十六歳の四葉より十歳も年上でありながら、肌の艶といいぴんと伸びた背筋といい、とてもそうは見えない。

　目鼻立ちのくっきりした顔を際立たせる彼女の凛とした佇まいは、まさに隙なしだ。

「ありがとうございます……！　いただきます！」

　受け取ったチョコレートの封を開けて、ひと口かじる。カカオの香りと優しい甘みが口いっぱいに広がり、四葉は、思わず目をつむりたくなるような幸せな気分になる。ガツンと脳に糖分が補給される感覚が心地いい。

（うわぁおいしい……生き返るよぉ……）

「四葉っち、うまそうに食べるねえ……四葉っち見てたら癒やされるよ」

　憧れのフローリスト・タカスギのアルバイトから、契約社員になって半年。

　四葉の夢は正社員になってショップの店長を任されること。正社員になるためのステップとはいえ、契約社員の月給はかなり寂しい。単純に時給に換算すると、アルバイト時代のほうが高かったのではないかと思うほど。

　ひとり暮らしの四葉にとってこのステップは、正直いって、ものすごくつらい。

「百円ブーケの補充が終わったら、ブログのアップもお願いねー」

　美奈が四葉に声をかける。体半分ほどの高さがある、白で花の色を統一したアレンジメントをキーパーにしまう。

　キーパーとは、生花の保存に適切な温度と湿度を保つ冷蔵のショーケースのことだ。

　白一色のアレンジメントは『白あがり』と呼ばれ、お供え用に菊やマム、ユリなどで構成したもの。美奈が作ったアレンジは、真っ白な中にもところどころグリーンが効果的に配置されている。ただ白いだけのアレンジも、作る人によってその華やかさの差は一目瞭然で、だからこそ、美奈の腕を信頼して任せてくれる常連客も多くいる。

「あ、はい、わかりました！」

　残りのチョコレートを慌てて口に放り込むと、四葉は百円ブーケの作成作業に戻る。

　百円ブーケとは、予約不可、個数限定の知る人ぞ知る人気商品だ。

　フラワーショップタカスギでは、開ききった花は組み合わせて〝ご自宅用〟の小さなブーケにし、サービス品として販売する。まさに見頃で美しいと、これがよく売れるのだ。

　開く前のものを単品で購入すれば四百円以上もするバラも、百円ブーケなら、お手頃なうえ満開の美しさを楽しめる。

　花瓶を持っていなくても、百円のブーケをガラスコップに飾って眺めるひとときは、一万円の豪華なアレンジメントを眺める幸せとはまた違う、忙しい日常に小さな安らぎを与えてくれる。

「……今日のお勧めは、チョコレートコスモス！　甘ーい香りがお部屋に広がりますよ！　っと」

　ブーケ作りを終えると、チョコレートコスモスの写真と百円ブーケの写真をブログにアップする。

「百円で買えるハッピータイム！　お花で心を癒やしてみませんか？　……なんちゃってー」

　うふふ、とパソコンに向かってつぶやきながら笑う四葉に、美奈がすかさず「四葉っち、独り言、キモイよ」と突っ込んだ。

「でも、四葉っちのブログ、評判いいんだよねー。あたしはそういうの苦手だから、助かる」

　花のことならなんでもお任せ！　と自信満々な美奈でも、最近になって各店に義務づけられた定期的なブログの更新という仕事は、苦行以外の何物でもないらしい。

　アルバイトだった四葉が写真好きだと知るやいなや、「ブログ更新、任せた」と美奈が無理やり丸投げして一年。

　すずらん町店のブログ『すずらん町フラワーダイアリー』には、新人らしいフレッシュな四葉の記事をおもしろがった固定の読者が訪れるようになった。

　コメントがつくと、四葉が丁寧にそれに返信をするというやり取りを続けるうちに、『いつも楽しみにしています』『元気が出ます』といったコメントが、毎回何件もつくようになったのだ。

　フローリストとしてはまだまだ半人前でも、少なくともこの店の看板娘として少しは役に立っているという実感が四葉にはあるし、そのぶんやりがいも感じている。

　いつかどこかの店で店長になってブログを更新するその日のために、今は美奈の右腕としてできることならなんでもするつもりだ。

「私にはこんなことくらいしかできませんから。店長に任せてもらえるだけで、うれしいです！」

　むふふ、とにやけた顔で返事をすると、美奈が「ほいっ」と言ってまたチョコレートを投げてよこした。取り損ねた四葉の手もと、パソコンのキーボードに着地するチョコレート。

「ご褒ほう美びだよ、四葉っちー」

「わーい！」




　フラワーショップタカスギすずらん町店のメンバーは現在四名。正社員で店長の美奈と、契約社員の四葉、アルバイトの学生がふたり。

　この四名だけで、通常シフトを回しており、繁忙期には本社から応援が駆けつける。他店の応援に駆り出されることもしばしばだ。

　リリリリ、リリリリ、と店の奥にある電話が鳴る。三コールめで美奈が電話に出た。

　少しかしこまった、いつもより高めの声が響く。

「お電話ありがとうございます。フラワーショップタカスギすずらん町店、浅尾でございます」

　少し間があって、美奈の普段のハスキーボイスで「お疲れさまです」と言っているのが四葉の耳に届く。

　どうやら客からの電話ではないらしい。

　受話器を片手に美奈が四葉に向かって口パクで、「ホ、ン、シャ、か、ら」と伝えると、本社からか、と四葉は少しだけ体を硬くした。

　株式会社フローリスト・タカスギは、関東、近畿を中心に四十の直営店を運営し、ホテルフラワー事業にも進出している、従業員数約三百名の生花販売会社。

　四葉の勤めるフラワーショップタカスギすずらん町店は、直営店の中では穏やかで波がなく、安定した売上を保つ地域密着型店舗という位置づけだ。

　主力商品は仏花や榊さかき、自宅用のカジュアルフラワーで、高額のアレンジメントや胡こ蝶ちょう蘭らん、婚礼用のブーケも扱っているが、注文がくることは滅多にない。

　主な客層は、高齢者や主婦など自宅用に花を買う地域の住民。直営店の中ではかなり小規模だ。そのため、なにかと現場を知る店長の采配に頼るところが大きく、繁華街や大型ショッピングモールにある大型店舗に比べて本社から連絡がくる頻度は圧倒的に低い。普段は、価格やサービスなどを統一するための全店舗宛ての一斉メールが届くぐらいだ。

　本社からわざわざ電話とは、いったいなんの用だろうかと四葉は思った。

（まさか、ブログの内容がふざけすぎて怒られる、とか……？）

　近所に住む常連客が来店し、榊一対を包み会計をして見送る。帰り際に「ブログ、いつも見てるよ」と声をかけられた。ブログを見てくれている人がこうして店に来てくれることは、やはりうれしい。客の背中を見送りながら、四葉は思わず、「むふふ」とひとり笑いをする。

　ふと視線を感じて四葉が振り返ると、本社との電話を終えた美奈がこちらをじっと見つめている。

「店長、どうかしたんですか？」

「本社の清し水みず副社長が、四葉っちに話があるんだって。これから来る予定」

　思いもよらぬ人物の名前を出され、四葉は思わずえっとつぶやいた。胸がぎゅっと苦しくなるような感覚に、一瞬その場に立ち尽くす。

　フローリスト・タカスギの若き副社長、清水涼りょう、二十九歳。

　ガーデニング事業部、販売部、営業部を経て、本社の副社長に就任。この異例の大抜擢には、タカスギの跡継ぎであるデザイナーの高たか杉すぎ蓮れんが経営にまったく興味がないことを懸念した現社長の苦肉の策だという噂もある。跡継ぎの息子と同い年である清水を社長の片腕として鍛えておこうという狙いがあるのではともささやかれているが、彼は花に関する知識の豊富さはもちろんのこと、コミュニケーション能力や営業能力が高く、論理的かつ戦略的思考もあり、ずば抜けた経営センスを持ち合わせている。それゆえ、清水の実力は誰もが認めざるを得ない。

　おまけにスポーツも万能、さらに語学に堪能で、ガーデンデザイナーとして海外でも有名な賞を過去に何度も受賞しており、まさに向かうところ敵なし。

　と、四葉がこの一年間をかけて店長の美奈から聞き出した副社長に関するこの情報は、確かなものであるはずだ。

　もっとも、おしゃべりな美奈は四葉がわざわざ聞かずとも、副社長の情報を含め社内のゴシップはどんなことでもすぐに教えてくれていたけれど。

（副社長が、私なんかに、いったいなんの用だろう……）




　数時間後、副社長の清水涼が四葉を連れ出したのは、フラワーショップタカスギすずらん町店のほど近くにある、静かなカフェだった。

　店内にいるのは涼と四葉のほかに、初老のマスターがひとりと常連客らしい老紳士がひとり。抑えめな音量でジャズが流れている。テーブルの上には、涼が頼んだコーヒーと、四葉が頼んだミルクココアがやわらかな湯気を立てている。

　質のよさそうなスーツをきっちりと着こなした涼は、二十九歳という年齢よりももう少し、落ち着いて見える。すっと通った鼻筋、切れ長の目。至近距離で真正面から見ると余計に、彼の整った顔立ちが際立っている。

　自分と三つしか違わないはずの彼は、四葉が胸に秘め続けてきた大切な思い出の中の人物とは、一見まるで別人のようにも見えた。

　そう、大切な思い出。四葉がまだ二十歳だった頃、フローリスト・タカスギでアルバイトをする二年前のことだ。自分のことなど彼はもちろん覚えていないだろうが、四葉にとってそれは、人生を揺るがすほどの大事件だった。

「君にはホテル事業部に異動してもらうことになったよ」

　と、目の前にいる副社長、涼が唐突に、思いがけない言葉を四葉に告げた。

「ホテル事業部に……異動？」

　四葉がココアのカップに口をつけようとした矢先だった。思わずカップから唇を離してつぶやくように聞き返すと、涼は口もとに微笑みを浮かべて小さくうなずいた。

「そう。ホテル事業部。ショップスタッフの契約社員がホテル事業部に異動なんて異例のことなんだけどね」

　口調は優しいが、つまりこれは強制なのだいう雰囲気を、四葉は感じ取っていた。だからこそ、戸惑いが隠せなかった。

「あの、どうしてホテル事業部に、私なんでしょうか…？」

　涼はコーヒーに口をつけ、ひと口すすってからカップを置いた。

　目の前にいる涼の小さな仕草のひとつひとつがまるで幻のように見える。こんなにも近くで、しかも向かい合って、ふたりきりで彼と話をするのは、四葉にとって夢みたいなことだった。

　戸惑う四葉の目を見つめると、彼は言った。

「高杉蓮は知っているだろ？　彼のご指名だ。すずらん町店の美山四葉を専属アシスタントに、と言われてね」

「高杉蓮さんってトップデザイナーの？　本当ですか？」

　四葉は思わず目を丸くした。なぜ自分が!?と驚かずにはいられない。

　タカスギの跡継ぎであるデザイナーの高杉蓮は涼と同じ二十九歳という若さだが、学生時代からヨーロッパ各地を渡り歩き、現地のフローリストの下で修業した経験を持つ。その実力は確かなもので、フラワー専門の雑誌のみならずテレビ番組の取材がきたことがあるほど定評がある。

　さらに長身と甘いマスクもあいまって、この業界では知る人ぞ知る、フラワーデザインの貴公子とも呼ばれている。その彼を、四葉が知らないわけはない。

「でも」

　そう、でも、どうして？　と尋ねずにはいられない。四葉は高杉蓮と話したことはおろか、一度たりとも会ったことはないのだ。

　そんな自分を専属アシスタントにしたいだなんて、なにかの間違いではないだろうか。四葉は動揺が隠せない。

「私、高杉さんにはお会いしたことがありませんし……専属アシスタントと言われても、どうすればいいのか――」

「戸惑う気持ちはわかる。だけどこれは美山にとって、チャンスだと思う。美山は契約社員だったよな？」

　四葉の肩がびくっと動く。

　まさか、ホテル事業部へ異動する代わりに、正社員として迎えてもらえるとでもいうのだろうか。

「はい、契約社員になって半年です」

　この半年、おかげさまでいまだかつてない金欠です。とはさすがに言えないが、店が忙しくほかにアルバイトをする暇もないだけに、事態はかなり切迫した状況だ。

　浮かない顔で答えた四葉に向かって涼は言った。

「高杉蓮のアシスタントになれば、技術は格段に上がる。ホテル事業部の仕事は少なくとも、すずらん町店では経験できないハイレベルな仕事ばかりだ。三メートルの生け込みをやったことはあるか？　ブライダルブーケを作ったことはあるか？　披露宴のテーブル装花をやったことは？　今の店に何年いても、そんな仕事をする機会は間違いなくないぞ」

　涼は四葉の目を見てはっきりと、強い口調で言った。

「ホテル事業部に異動して高杉蓮のアシスタントになれば、経験値は確実にアップする。それが正社員になる、一番の近道だ」

「わかりました。やります」

　即答だった。

　正社員になる一番の近道、かつ、力をつけるチャンスと聞かされれば、断る理由なんてない。

　ただ、すずらん町店で働いた日々がゆったりと穏やかで幸せすぎて、ずっとすずらん町店にいたいと思っていたのも確かだ。

　だけど背に腹はかえられない。夢であるショップの店長になるためには、まず正社員にならなければ始まらない。

　それに契約社員のままでいては、いずれ今住んでいるアパートからも引っ越ししなければならなくなる。

「よかった。美山ならそう言うと思ったよ。浅尾店長は、美山を手放したくないみたいだったけどな」

　涼がそう言って、ふっと笑った。その意外な言葉に、四葉は思わず「えっ？」とつぶやいて涼の顔を見る。

「店長が？」

「ああ。美山をホテル事業部に異動させるって話をしたら、四葉っちは販売部にいてもらわなきゃ困るって抗議されたよ。美山のこと、よほど気に入ってたんだろうな」

（浅尾店長……、私のこと、そんなふうに言ってくれたんだ……）

　ついうれしさで涙が出そうになってしまう。口を半開きにして目をうるうるとさせる四葉を見て、涼が苦笑する。

「浅尾も、高杉蓮のご指名だって言ったら渋々納得してたよ。美山のためになるなら、それが一番だって。契約社員は給料が安いから、このままじゃ美山が飢え死にするってわめいてたよ。うるさい奴だよなぁ、あいつも」

　涼は四葉のカップのココアが手つかずなのを見て、「飲まないと、冷めるぞ」と促した。

「あ、はい」

　四葉は慌ててカップに口をつける。優しい甘さのミルクココアが心に染みた。すずらん町店が大好きで、浅尾店長のことも大好きだ。浅尾店長の応援してくれる気持ちを裏切るわけにはいかないと、四葉は思った。

　それに、なんといっても副社長である清水涼がわざわざこんな話をするためにここまで来てくれたのだから。

　なにがなんでも、このチャンスをものにして、正社員の座を手に入れなくてはと、四葉は気持ちを新たにする。

　会計を済ませて店を出ると、涼はすぐ近くにある駐車場を指さした。

「今日は浅尾に任せてあるから、この後ちょっと俺に付き合わないか？」

「えっ？」

「このままで店に戻っても、浅尾もまだ戸惑っているだろうし、美山、お前もまだ現実味がないだろ？　浅尾に会って、決心が揺らいで『やっぱり、すずらん町店にいたいです！』なんて言われても困るしな」

　涼はふっと笑いながら言った。

　たしかにそうなる可能性もある、と四葉は思った。

　あの高杉蓮から専属アシスタントに指名されたという事実はまだまったく現実味のないものだし、ホテル事業部がどんなところかもよくわからない。そんな漠然とした不安が四葉の心の片隅にあるのは確かだ。

　ただ単に、高い技術を身につけたい、正社員になりたい、という気持ちだけで異動を素直に受け入れたはいいけれど、今店に戻っても店長にどんな顔をして会えばいいのかわからない。

「美山に見せたいものがあるから、一緒に来い」

　そう言って、涼はすたすたと歩きだした。




　フローリスト・タカスギのロゴが入った、納品用のワゴン車。その助手席から眺める涼の横顔は、契約社員面接の際、本社で見かけたときの強面とは、ずいぶん雰囲気が違って見えた。

　副社長なのに、会社の納品用の車に乗っているということにもちょっと驚きだ。運転手でもつけているかと思っていたけれど。

（副社長っていうから雲の上の人みたいに思っていたけど、もしかしたら中身はあの時と、変わっていないのかな）

　四葉は涼の横顔に見とれてしまっていたことに気づき、慌てて視線を逸らす。

「そんなにおもしろいか、俺の顔が」

「い、いえその、面接のときと、雰囲気が違うなぁと」

　言ってから、余計なことを言ってしまったと思った。涼は苦笑しながら言った。

「俺だって、好きでいつでも怖い顔してるわけじゃないよ」

　涼の口もとから白い歯が少し覗いた。目を少し細めて笑う。

（笑うときは、こんな顔するんだ）

「いえ、怖いなんて言ってません！　ただ、ちょっと意外だったので」

「意外って、なにが？」

「ええと、笑顔が、素敵だなぁと」

　四葉が言いながら下を向くと、涼は「ぶはっ」と噴き出した。

「意外に、笑顔が素敵か。ありがとう」

　車が信号で止まる。涼は運転席から四葉を見下ろして言った。やわらかい、優しい笑顔。四葉は思いがけずどきりとした。

　いっそのこと、聞いてみようか。とふと思う。

　もちろん覚えていない可能性のほうが高いけれど、ひょっとしたら思い出してくれるかもしれない。六年前の自分と今の自分とは、多少は垢抜けたという自信があるものの、見た目はそれほど大きく変わっていないはずだ。

「あの、副社長」

「なんだ」

「えっと、なんでもありません」

　やっぱり聞けない。覚えているはずなんてない。

　しかも相手は自分の働いている会社の副社長だ。偶然今隣にいるとはいえ、普段気安く話しかけられるような相手ではない。

「なんだそれは」

　涼がおもしろい奴だなあとつぶやいている。

「あの、これからどこへ行くんでしょうか？」

　四葉はごまかすように尋ねてみる。

「ホテルグレース。高杉蓮がフラワーデザイナーを引き受けている、ホテル事業部の中でも一番忙しい場所だ」

「ホテルグレース……？」

「ああ。美山が高杉蓮のアシスタントとして、勤める場所だよ」

　四葉はごくっと唾をのみ込んだ。

　高杉蓮。彼のデザインしたブーケの写真を、四葉はフラワー専門誌で何度か目にしたことがある。同系色のグラデーションでまとめたもの、グリーンをふんだんに使ったナチュラルテイストのもの、どれもかわいらしさの中に爽やかさや清楚さを感じさせるデザインで、四葉は大きなため息を何度も漏らすほどだった。

　同じ社内にいるとはいえ、高杉蓮のアシスタントになるなど、遠い夢の世界だと思っていた。

「今日は、大安だからな。同じ披露宴会場が最低二回転はする。そのたびに会場のすべての花を入れ替えるんだ。並たいていの体力じゃ、ホテル事業部ではやっていけない。とくにホテルグレースは、ブライダルはもちろん、各国首脳や来賓の接待でも使われる一流ホテルだ。カジュアルなレストランウエディングでも、百人以上の披露宴でも、それらはすべて、やり直しのきかない一度きりの舞台。失敗はけっして許されない。その会場を花で彩るのが、君たちの仕事だ」

　涼は言った。四葉は信じられない気持ちでそれを聞いていた。まさか自分が、そんな特別な場所で働くことになるなんて。

　涼の運転する車は、都市部の主要道路を西に向かいぐんぐん走り抜けていく。涼の横顔に見とれるうちに、車は西洋風のレンガの門の前にたどり着いた。

　鉄柵にはバラのつるが絡まり、ピンクや黄色といった鮮やかな花を咲かせている。レンガの門をくぐり抜け、ゆっくりと車は私道に入っていく。

　門の向こう側、そこはまるで、おとぎの国のお姫様の庭だった。広い庭を半分に分けるようにレンガの敷きつめられたその道は、車二台は通れそうな幅があり、道の両脇には花と緑があふれ、都会の真ん中にあるとは思えない。

　艶やかな木々の葉や色とりどりの花は皆生き生きとしていて、最大限の美しさを発揮している。それだけでなく、それぞれが絶妙な位置に配されていて、お互いの色彩を引き立て合い、全体を見るとますます華やかに美しく見える。花や緑が、細かく計算されて絶妙に配置されているのだということがわる。

　庭園の木々の間から上半分だけが見える、ヨーロッパのお城のような重厚感ある外観の建物に向かって、涼の運転する車は走っていく。

　曲がり角に差しかかると、草花に埋もれそうな小さな石碑が目に入る。その中央には、ホテルグレースの文字が筆記体で記されていた。

　門をくぐってからここまで、しばらく車で走っていることを思うと、相当奥行きのある広大な庭園だと察しがつく。豪勢なエントランスだけれど、あえて庭で隠すように外からは見えないつくりになっているところが、名の知れた一流ホテルの格式の高さを感じさせる。国内外のＶＩＰや著名人が好んで利用する理由がわかるような気がする。

　随所に花が咲き乱れる庭園をさらに進むと、道を横切るように小さな川が流れており、童話の中に登場しそうなかわいらしいレンガ造りの橋がかけられている。

　橋を渡ってしばらく一本道を進むと、対向車とスムーズにすれ違うためのロータリーを通過する。ここもまた、レンガのような色合いの石畳でできている。納品用のワゴン車の助手席から窓の外を眺めていると、まるで自分が馬車にでも乗っているような感覚に陥る。

（なんて素敵なんだろう……）

　あまりにも素晴らしく完璧な庭に圧倒され、四葉は何度もため息を吐き出した。

　この感覚には覚えがある。

　そう思うと同時に、その正体がなんなのかすぐに気がついた。

　それは、なんともいえない満足感。

　この庭園には、ただ美しいだけじゃなく、見る者に〝これは自分だけのものだ〟という満たされた気持ちにさせてくれる不思議な魅力がある。

　おそらく、この空間をつくり出したのは――。

　隣にいる人の横顔をもう一度眺める。

　やっぱりそうだ。間違いない。

「あの、副社長」

　我慢できずに、つい口を開く。

「この庭を設計されたのって、もしかして……副社長、ですか？」

　もしかして、なんていうレベルのものじゃない。本当はひと目見て、はっきりと、そうだと確信できた。

　涼が、驚いたように目を見開く。

「なぜわかった。知っていたのか」

　やっぱりと四葉は納得すると、素直に打ち明けた。

「すごく、似ているからです。私の大切な、……思い出の場所と」

　そこまで話したところで車は大きく方向を変えた。

　庭園を抜け、ホテルの正面玄関をそのまま通り過ぎて建物の裏手に向かう。そこには車三十台以上が優に止められるほどの駐車場があり、空いているスペースに涼が車を止める。すると、それまで庭園の木々に隠れていた建物の全体像がいきなり四葉の目に飛び込んでくる。

　けして高層ではないけれど、気品漂う重厚感があり、歴史の重みを感じるその外観に圧倒される。

「話の続きは、また今度、ゆっくりと聞こう」

　スーツの襟を正しながら、涼が言った。

「さ、行くぞ」

「あ、あっ、はい！」

　四葉は慌てて車から降りて涼の後を追いかける。業者や従業員などの関係者用の出入り口から入ると、すぐにエレベーターがあった。

　それは、一般の宿泊客の目に触れない場所にあり、設備や荷物の搬入などに使われるため、中は広くて飾り気はいっさいない。涼に続いて乗り込むと、ドアが大きな音を立てて閉まった。

　広いエレベーターの中には涼と四葉のふたりきりで、会話はない。四葉に気を使って話しかけるということもなく、涼はただ黙って腕組みをして壁にもたれている。

　ひょっとすると、さっき余計なことを聞いてしまっただろうか。それで機嫌を損ねてしまったのだろうか。それとも。

「あ、あの……」

　沈黙に我慢できず四葉が口を開いたとき、振動とともにエレベーターが止まった。

「急げ、美山。タイミングを逃すと四時間後まで見れないぞ」

「え」

　四葉がつぶやいたときには、涼はエレベーターを降りて歩きだしていた。

　薄暗い通路を足早に進んでいく。

　小走りで後を追いかける四葉を一瞬振り返ると、涼は笑った。

「ほら、早く来い」

　息を切らしながら四葉が涼にようやく追いついたとき、薄暗い通路の先に、深紅の重厚な両開きの扉が姿を現した。

「足が遅いな、美山は。そんなのんびりじゃ、ホテル事業部じゃとてもやっていけないぞ」

　長身の涼に見下ろされ、四葉はうっと黙ってしまう。

「さあ、開けるぞ。しっかり目に焼きつけろ」

　涼はそう言って、重い扉に手をかけた。

「わ！」

　思わず声が漏れる。

　ビロード張りの扉の向こう側、そこはまるで夢の世界だった。

　キラキラと輝くシャンデリア、テーブルと高砂席はピンクと紫のバラやラナンキュラスで豪華に彩られ、六人掛けの円卓が余裕を持って配置された収容人数百二十名ほどはある披露宴会場。

　テーブル席から見た正面、高砂席の両脇には、円筒状の背の高いガラスの中に透明な液体が入れられ、水泡に光が反射して揺らめいている。丸いテーブルにはアクセントになる濃いピンクのテーブルクロスとブラウンのテーブルライナーが重ねられ、各テーブルの中央にはコロンとした濃いピンクのボールブーケが、細く緩やかなＳ字を描いた銀色のブーケホルダーにつるされている。

　高砂席には三つのゆるやかなカーブを描くように、濃い色の紫陽花と紫、ピンクの大輪のバラで装花が施され、新郎新婦のテーブルの両サイドには高さのあるガラスベースに茎をわざとむき出しにした形のクラッチブーケが飾られていた。

　花の色使いに統一感がありグリーンと見事に調和していて、落ち着いた大人のこだわりが感じられる。ごく自然に配された装花が、間違いなく高級感あふれる空間を作り出していた。

　披露宴会場には誰もいないにもかかわらず、これから行われる結婚式は人生経験を重ねた大人の新郎新婦が、親しい友人を招いてのものなのだろうということが想像できる。

「これが、高杉蓮のウエディングフラワー。結婚披露宴の二、三時間は、新郎新婦やその家族にとって一生のうちでもすごく特別な時間になる。だからそれにふさわしい装花で最高の時間を演出しようと、新郎新婦と何度も打ち合わせを重ねてこの日を迎えるんだ」

　涼は隣で立ち止まったまま身動きできずにいる四葉を見下ろして、優しく落ち着いた声で言った。

「高杉蓮のウエディングフラワー目あてで、この式場を選ぶ人も少なくない。それだけ、披露宴にとって花は重要だということだ」

　四葉は黙ってうなずいた。

　今まで出席したどの披露宴よりも、この会場が美しいということは間違いなく、それが花のおかげだということも、もはや疑いようがなかった。

　ドレスを着た花嫁がいるわけでもない、この空間だけで、もうすでに、涙が出るほど感動的なのだ。

　夢の世界にいるような気持ちでしばらくの間なにも言えず、その場から動くこともできなかった。

　時間を忘れてしまっていたことに驚いて、隣にいる涼を見上げる。

「ホテル事業部で実力をつけろ、美山。高杉蓮から、盗めるものはすべて盗め。お前はきっと、いいフローリストになる。俺が保証する」

　涼はそう言って、四葉を見下ろした。自信に満ちあふれた涼の表情を見ると、本当に自分が一流のフローリストになれるような気がしてくるから不思議だ。

「さぁ、戻るぞ。もうすぐ披露宴が始まる」

　夢の世界の扉から出ると、そこはもとの無機質な薄暗い廊下だった。

　涼と並んでエレベーターに乗り込むと、ブワンと大きな音がして、無理やり四葉を現実世界に引き戻す。

　これが、高杉蓮がかけた花の魔法なのだ。いつまでも目に焼きついて離れない、濃いピンクと紫の魔法。もっともっと、彼の魔法が見てみたいと四葉は思った。そして心に決めた。

（実力をつけて一人前のフローリストになるんだ……正社員になるためにも。そして副社長に認められるためにも）










副社長は契約社員が気になって仕方がない




　新しい職場への初出勤前夜。

　四葉は自分の部屋の鏡に映る自分の姿を眺めてつぶやいた。

「かっこいい、かも」

　センタープレスのきいた黒のパンツに、フローリスト・タカスギのロゴ入りの黒いシャツ、指定の黒のロングエプロンを身につけて、胸もとにはプラスチックの小さなネームプレート。ちゃんと【美山】と刻印されている。これも本社から支給されたものだ。

　きちんとした制服のなかったショップでは、当然のようにパンツもエプロンも自前だった。汚れることを想定していつもデニムやパーカー、こなれたカットソーで仕事をするのがあたり前だった。

　改めて、支給されたホテル事業部の制服を着てみると、気持ちが引き締まる。

　明日から、ホテル事業部の一員として働くことになる。フラワーデザイナー高杉蓮のアシスタントとして、自分は果たしてやっていけるのだろうか。不安をあげればきりがないが、新しい仕事とトップデザイナーに出会えることへの期待は膨らむ一方で、胸の高鳴りはどうしたって抑えられない。

　四葉はあれ以来、何度もあの披露宴会場の夢を見た。光り輝く夢の世界を、感動の舞台をつくる手伝いができるなら、どんなに大変な仕事でもがんばれそうな気がする。

「この制服が似合うフローリストになるぞ！」

　鏡の中の自分に向かって気合を入れると、タイミングを見計らったようにベッドの脇でスマホの着信音が鳴り始める。ふと壁の時計を見ると、夜の十一時を回ったところだ。

（こんな時間に誰だろう）

　慌ててスマホを手に取って、画面を見る。知らない番号からの着信だった。四葉は一瞬迷って恐る恐る電話に出る。

「もしもし」

『俺だ』

（俺って誰？　もしかして、オレオレ詐欺？）

　こほんと咳払いをして答える。

「ええと、どちら様でしょうか」

『清水だ』

（清水って、もしかして……副社長？）

「あっ、ええ、失礼いたしました！　申し訳ありません！」

　思わず声が上ずってしまう。副社長から、直接電話がかかってくるなんて。あまりの緊張で四葉はベッドの上に正座をしていることに気づく。けれど電話番号を交換した覚えもなければ連絡がくる理由もわからない。

『起きていたか。今、自宅か』

「……ええと、起きてました。はい、自宅ですが……」

『わかった。すぐに行く』

（行くって、え!?）

「え？　あの、副社長？」

（なぜ？　こんな時間にいきなり？　今「自宅」って言っただけで場所も伝えていないのに行くってなんで……？）

　言いたいことがありすぎて言葉にならず、四葉があたふたしているうちに電話は一方的に切れてしまう。

（どういうこと？）

　とにかく副社長から直々に着信があったことは事実。『すぐに行く』と言われて電話が切れたのも事実だ。けれど副社長がこの場所を知っているとは思えない。こんな時間に今からここに副社長が来ることは、現実的に考えにくい。

（まさか……なにかの冗談だよね？）

　四葉は試着していた制服を脱ぎ、部屋着に着替えながら電話越しの声を思い出す。

（それにしても、いい声だったなあ、副社長）

　ぼんやりと、意味不明な電話を思い返し、まさか来るはずがないという結論に至る。ベッドに寝転がり、天井を見上げた。

　四葉が実家を出て、憧れだったフローリスト・タカスギにアルバイトとして入り、ワンルームでひとり暮らしを始めて一年。

　生活は厳しいけれど、すずらん町店での仕事はとても楽しかった。笑顔で送り出してくれた店長の美奈の顔を思い出し、つい涙が出そうになったときだった。手もとのスマホが再び着信を告げる。表示されている番号は、さっきのものと同じ。

（副社長！　まさか！）

　緊張で、スマホを持つ手が震えてしまう。

「もしもし」

『俺だ。着いたから、下りてこい』

「……ええっ！　着いたって、どこにですか」

『決まってるだろ。お前の住んでるマンションの前だ』

（……嘘でしょ……？）

「本当ですか？　だって私、副社長に住所なんて……」

『お前の住んでる場所くらい調べればすぐわかる。俺を誰だと思ってるんだ』

「……そんな……」

『今すぐに下りてこい。いいな』

　そのまま電話はブチッと切られてしまう。四葉は慌てて部屋着にパーカーだけを羽織って部屋を飛び出した。着替えるという選択肢もないことはなかったが、それよりも副社長を待たせることのほうが申し訳ないように思えたし、なにより本当に副社長がそこにいるのか、確かめなければ信じられない。

　マンションとはいってもワンルーム。四葉の住んでいるのは商店街の脇にある古びた小さな建物で、お世辞にも綺麗ともおしゃれとも言いがたい。

　階段を下りながら踊り場から下を覗くと、立ち飲み屋や昔ながらのクリーニング店が並んだ狭い通りにひと際目立つ、このあたりではお目にかかれそうもない高級車が止まっているのが目に入る。

　その車にもたれるようにして、背の高い男が立っている。スーツ姿ではないものの、品のある着こなしと整った容姿は遠くからでもすぐにその人だとわかった。

（副社長、本当にいた……）

　駆け足で階段を下り、四葉は恐る恐る車に近づく。

「お待たせしてしまって申し訳ありません！」

　息を切らしながら言った四葉の姿を見て、涼はふっと微笑んだ。

「待ってない。大丈夫だ」

　強い口調で強引に出てこさせておいたくせに、それを帳消しにしてしまうような笑顔がまぶしかった。

　電話ではぶっきらぼうで強引なのに、会えば優しくなるなんてずるい、と、四葉は慌てて着替えもせずに飛び出してきた自分を呪った。

　今さらながら、目の前の高級車にもたれかかる副社長の姿と自分の今の姿を見比べると、あまりにも差がありすぎて惨めになる。

「それで、あの、どうして……？」

　どうして、こんなところまで自分に会いに来たのか。理由を聞かずにはいられない。涼は四葉の戸惑う姿を見て、またふっと微笑んだ。

「とりあえず、乗れ。ここに車があると邪魔だろうし、お前がその格好で突っ立ってるのも目立つから」

　どちらも正論すぎて四葉はうなずくほかなかった。商店街の脇の狭い道に止まる高級車の前で、イケメンと部屋着姿の女が突っ立っているのはあまりにも不自然だ。

　涼に促されて助手席に乗ると、皮張りの深い座席が四葉の体をすっぽりと包み込む。

　今まで乗ったことのある車の座席とは、座り心地がまったく違う。涼は四葉にシートベルトを締めるように言い、静かに車を発進させた。




　車は夜の街を進んでいくのに、少しの揺れもエンジンのかかる気配さえも感じさせない。戸惑いながらも快適な乗り心地に四葉が感動していると、涼が口を開いた。

「いきなりで驚いただろ。悪かった」

　そう言われ、「いえ」と小さくつぶやくように返した四葉は、言葉に詰まる。

　副社長としてというよりも、今はひとりの男として自分と話してくれている。そんな感じがして、少しどきっとしてしまう。涼の横顔には、大人の男性の色っぽさが漂っていた。

　雑念を振り払うように、四葉は首を横に振る。

　窓の外を夜の景色が流れていく。どこへ向かっているのかはわからないけれど、ただ車を走らせているだけなのかもしれないとも思えてくる。

　どちらにしろ、そんなことを四葉のほうから聞ける雰囲気ではなかった。

「ホテル事業部で高杉蓮のアシスタントをする前に、美山にどうしても忠告しておきたいことがあってな」

「忠告、ですか？」

　自分と話をするために、わざわざここまで、副社長自ら出向いてくれたというのだろうか。自分のような契約社員と話すだけなら、本社に呼び出せば済む話ではないのだろうかと四葉は首をかしげた。

「高杉蓮は、フラワーデザイン界の貴公子と呼ばれているのは知っているか」

　涼は言った。四葉は「はい」と言ってうなずいた。

「高杉に恋はするな。絶対だ」

「……はい？」

　強い口調で、真剣な表情を見せて言った涼に、四葉は思わず間の抜けた返事をしてしまった。

　いきなり、「恋はするな」とは、いったいどういうことだろうか。

「高杉は、見た目もいいし腕も一流だ。近くにいて恋愛感情を抱くなというほうがおかしいが」

「ちょ、ちょっと待ってください副社長。私、恋なんて、そんな、ありえません！」

「ありえないというのは、どういうことだ。ありえないことなんてない。とくに恋愛に関しては……」

　あまりにも、イメージとかけ離れた涼の慌てぶりに四葉は思わず目を丸くする。こんなふうに取り乱したような彼の姿を見たのは初めてだ。

「ありえません。私には、心の王子様がいますので」

「王子様？」

　一瞬怪訝な表情で固まった涼の顔を見て、しまった、と四葉は思った。

　引かれた。絶対に引かれた。

　この年になって、心の王子様だなんて。思わず口がすべってしまった自分を呪う。

「なんでもありません。すみません。今の話は忘れてください。でもあの、私が高杉さんに恋をするということだけは、ありえませんから」

「……そうか」

　涼は少し黙った後、こほんとひとつ咳払いをして言った。

「まあいい。この際だから言っておく。俺は、お前が気になって仕方ない。一社員としてではなく、ひとりの人間として」

　いきなりだった。

　涼は、少し顔を赤らめるようにして、しかしはっきりとそう言った。四葉は思わず目を見開く。

「えっ？」

「契約社員の役員面接で美山を見かけてからずっと、気になっていた。お前と昔、どこかで会ったことがあるような気がしてな。それがこの間、お前のひと言でやっと思い出した。お前といつ、どこで会ったことがあるのか」

　四葉はぎゅっと、胸が締めつけられるような思いがした。まさか、彼が、自分を覚えていてくれたなんて。

「ずっと、また会いたいと思っていた」

　四葉がえっと言って涼を見上げると、涼は続けて言った。

「この話は、内密にしておいてくれ。お前が社内で嫌がらせを受けたり、不当な扱いをされたりするのは見たくない。俺がひいきしていると思われれば、お前が損をするからな。俺はあくまでも、美山四葉の将来性を見込んでホテル事業部に抜擢した。それはこのこととはいっさい関係はない。もちろん特別扱いもしていないつもりだ」

　四葉がはいと言ってうなずくと、涼は満足げににっこりと笑っだ。




　ホテル事業部の朝は早い。

　その日のスケジュールによって出勤時間は異なり、初日の出勤時間は七時となっていたのだが、四葉はそれよりもさらに一時間早くやって来た。

　こっそりと、ホテルの庭園に足を踏み入れる。どうしても、自分の足で歩いて中を探検してみたかったからだ。

　朝のまだ誰も吸っていない空気、甘いバラの花の香りを体いっぱいに吸い込んで、伸びをする。

　気持ちがいい。まるで生まれ変わったような気持ちだ。四葉はかわいい花や植物たちに挨拶をして回る。

　小さな噴水や所々にある彫刻も、人工の川にかけられた橋も、遊び心あふれる香りのいいバラのアーチの数々も。

（……やっぱりこの庭、あの場所にそっくりだ……）

　ここが今日から自分の働く場所なのだと思うと、四葉はワクワクして仕方がない。

　数あるバラの中でも四葉がとくに好きな品種、淡いオレンジのバラのアーチがひと際目を引いた。

　誘われるようにそこに向かって歩いていくと、アーチの向こう側に、女性が立っているのが目に入る。ふんわりとしたワンピース姿、軽くウエーブした長い髪、背筋の伸びた後姿。

　四葉がアーチをくぐる瞬間に、振り返ったその女性とぱちりと目が合った。

「……こんにちは」

　ふんわりと笑うその人は、まるで天使のようだった。この庭が似合う、まるで絵本の中から出てきたような、とびきり綺麗な人だった。

「あ、ええと、おはようございます」

　ついあたふたしてしまう四葉を見て、彼女がふふっと笑う。

「あなたも、この庭が好き？　それとも、このバラが好き？」

　やわらかな声で、アーチのバラを指さした彼女にいきなりそう尋ねられ、思わず勢いよく答えてしまう。

「どちらも、です！」

「そう！　私もなの！」

　彼女の表情が、ぱっと明るくなる。

「私、すみれというの。あなたは？　見たところ、ここの宿泊客ではなさそうだけど」

　四葉がこのホテルに泊まっていそうな身なりでないと、はっきり告げた彼女の正直すぎるセリフには、逆に親近感を覚えた。彼女のような落ち着きと気品ある女性は、このホテルグレースの宿泊客にふさわしい。すみれという名前も、美しい彼女にぴったりだと四葉は妙に感心してしまう。

「私、美山四葉といいます。このホテルで今日から働くことになっている者です。どうしても、この庭を散策したくて、一時間も早く来てしまいました」

　四葉が簡単な自己紹介をすると、彼女がまたうれしそうに微笑んだ。

「この庭を探索するなら、早朝のこの時間がぴったりよね。この時間は、空気まで美しい気がするし、この庭を自分だけのものにしたような気分になる」

「わかります！　ここはなんというか、ほんものの秘密の花園っていう感じで！　ここに来ただけで悩みも吹っ飛びました」

　四葉がそう言うと、すみれはうれしそうに笑って言った。

「私たち、とっても気が合いそうね。初めてなら、私が案内しましょうか。私、このホテルには結構詳しいの」

　それからしばらく、四葉はすみれの案内で広大な庭を探索して回った。

　すみれはこの庭にも、ホテルのことにも本当に詳しかった。四葉は勝手に彼女のことを、ホテルのＶＩＰ会員なのだろうと予想した。

　ここまで詳しくなるほどこのホテルに何度も宿泊できるということは相当なお金持ちなのだろうが、気取らないすみれの言葉遣いや天使のような無邪気な笑顔には、感動さえ覚えるほどだった。

「四葉さん、私もね、嫌なことや不安なことがあると、この庭に来るの。今日もそう。好きな人に冷たくされて、悲しくなってしまってここへ来たの」

「すみれさんみたいな素敵な女性に冷たくする人なんているんですか。ひどいなぁ」

「ひどいとは、思わないわ。婚約者だけれど、親が決めた結婚だし。冷たくされても私に興味を持ってもらえなくても、仕方ないって思ってる。でもね」

　すみれは近くにあったバラのつぼみを指先で優しくなでながら、少し悲しそうな顔で言った。

「私はね、ほんとうに彼のことが好きなの。親が決めた結婚でなくても、彼のような人と結婚したいと思う」

「すみれさん……」

「好きな人と結婚できるんだもの。それだけで幸せなのに、本当に心から愛してほしいなんて贅沢だってわかってる」

「それ、贅沢なんかじゃありません。好きな人に愛されたいと思うのは、当然のことです。それに、すみれさんみたいな素敵な女性と結婚できるなんて、その人も幸せ者だと思います！」

　こんなに美しい女性に冷たくするとはどんなひどい男なのだろう。つい前のめりになって四葉が言うと、すみれはうれしそうににっこりと微笑んだ。

「ありがとう。いきなりこんな話をしてしまって、ごめんなさい。初対面なのに、おかしいわね」

　四葉は首を横に振る。

「そんなこと、ありません！　私でよければ、なんでも話してください！　あ、でも、そろそろ出勤する時間なので、また今度！」

　そう言って半ば無理やり、すみれに連絡先を書いた紙を手渡した。

「いつでも連絡してください！」

「ありがとう」

　そう言って笑った彼女はやはり美しく可憐で、すみれという名前も、このホテルのこの庭園にも、とてもよく似合っていた。




　四葉は事前に説明された通り、ホテルグレースの従業員専用のロッカールームで制服に着替え、荷物をしまった。フロリストナイフとハサミ、メモとペンだけを持って、エレベーターで地下に降りていく。

（たしかホテル事業部の装花の作業場は地下だって言ってたよね）

　本社からの連絡事項をメモしたものを頼りに、これから自分の職場となる、装花作業場を探す。

　エレベーターがゆっくりと止まる。降りた場所はホテルの地下駐車場だった。

「あれっ……？」

（おかしいな、フローリスト・タカスギのロゴの看板があるって聞いてたのに）

　ぐるりと見回してみるものの、どう見てもただの駐車場だった。

（もっと詳しい場所教えてもらえばよかったな……すぐにわかると思ったのに）

「もしかして、噂の新人ちゃん？」

（……！）

　うしろから突然話しかけられ、四葉が驚いて振り返るとそこには、細身で短髪の男が立っていた。

　軽く日に焼けた艶のある肌、髪の色はほとんど金色に近い茶髪で、顎ひげが妙に似合っている。ちょっと個性的なイケメンだ。四葉が着ているものと同じ、全身黒のフローリスト・タカスギのユニフォームを身につけている。

（あ、タカスギのホテル事業部の人だ！）

「あの！　初めまして！　今日からお世話になる、美山四葉です！」

　一礼して顔を上げると、黒のシャツのネームプレートが目についた。【織部】と刻印されている。

（織部、オリベさんて読むんだよね？）

「あら、四葉ちゃんていうの？　かわいい名前ー！　アタシのことは、オリーブって呼んでねっ」

（ア、アタシ……？　しかもオリーブって……）

　織部さん、オリーブは、口もとに白い歯を覗かせてゴツゴツとした右手を差し出した。

「なにビックリしてるの？　この業界じゃ珍しいもんでもないでしょ？」

「は、はぁ」

（お、織部さんって、もしかして……？）

「よろしくね、四葉ちゃん！」

「は、はい……オ、オリーブ、さん……」

　オリーブの案内で駐車場の脇にある迷路のような細い廊下を通り抜けると、小さな曇りガラスのドアが現れた。

　ドアにはフローリスト・タカスギのロゴが描かれ、その下に小さく【装花作業場】というブリキのプレートがかけられている。

「今日からここが、四葉ちゃんの仕事場よ」

　オリーブが、どうぞ、と四葉に軽くウインクをしながらドアを開けてみせる。

　ドアの向こう側は白い壁一面が扉のない棚になっており、そのすべてにガラスの資材がぎっしりと並べられていた。

　足もとには銀色の細長いバケツに、新聞紙でくるんだ水揚げ途中の花材が所狭しと置かれている。

　すずらん町店と違うのは、どの花材も見るからに高そうな一級品だということだ。バラだけでも相当な種類があり、室内はしっとりと冷たい空気とバラやカサブランカの甘い香りで満ちていた。

　そのたくさんの花に埋もれるように、長い黒髪をうしろにまとめた美しい女性が、四葉やオリーブと同じ、全身黒のユニフォームをきっちりと着こなして立っている。

　彼女は背筋をすっと伸ばし、ナイフを片手に長い枝物をさばいている。

（わぁ……。フローリストになるために生まれた人みたい……）

「噂の新人ちゃん、連れてきたわよー」

　オリーブが、その美しいフローリストに聞こえるように声を張り上げた。艶のある黒髪をさらりと揺らしながら彼女がようやくこちらを向く。

「どうも、初めまして」

　抑揚のない、冷めた声だった。初対面なのに愛想笑いくらいしないものだろうかと四葉は少し顔をこわばらせた。

（あんまり、歓迎されてないのかな……）

「あ、あの、美山四葉といいます。今日からこちらでお世話になります、よろしくお願いします」

　ぎこちない笑顔で挨拶すると、美しい人は軽く会釈だけして作業に戻り、それきり四葉を見ることはなかった。横からオリーブが小声で言った。

「ごめんなさいね。彼女、悪い子じゃないんだけど、とにかく他人に興味がないの。彼女は木き崎ざきカオル。みんなカオルって呼んでるわ。愛想はないけど、アレンジメントの腕は超一流よ」

「カオルさん……」

（嫌われてるわけじゃない……ってことだよね……？）

「愛想がないってことは、裏表もないってことよ。そのうち慣れるわ、心配しないで」

　オリーブは、顎ひげをなでながらふふっと笑って言った。

「それより四葉ちゃん、蓮には、もう会った？」

「……いえ、まだです」

　唐突に、蓮と言われて一瞬戸惑った。デザイナーの高杉蓮のことを、馴れ馴れしく呼び捨てにする彼はいったい何者なのだろう。

　四葉は改めて、オリーブの端正な顔立ちを見つめ直した。まるでパリコレに登場するアジア人モデルみたいな中性的な美しい顔立ちだ。黙ってさえいれば、女の子がいくらでも寄ってきそうなルックス。

　オリーブは言った。

「蓮もかなりの変わり者なの。あの見た目に騙されて入ったアルバイトの女の子は、どんな経験者でもだいたい一ヶ月も持たずに辞めていくわ」

　そんな話はひと言も聞いていない。副社長はおそらく知っていて黙っていたのだろうと四葉は思った。

「あ、噂をすれば。フラワーデザインの貴公子の登場よ」

　オリーブは、ドアの向こうに視線を送る。廊下からカツカツという足音が聞こえてくると、すぐにキィとドアが開かれた。

　甘い香りとともに姿を現した彼。両腕に抱えきれないほどのオールドローズの束を抱えたその人は、四葉が今まで見た中で、もっとも綺麗な男だった。

　背が高く、顔が小さく整っていて、ナチュラルな茶色の髪はくるんくるんと跳ねている。瞳の色も明るい茶色で、まるで外国人の子どものような愛らしい目をしていた。

（本物の、高杉蓮だ）

「オリーブ、それ、誰？」

　蓮の美しさに見とれて棒立ちのままの四葉を、オールドローズの束を抱えたまま見下ろして発した彼の第一声は、耳を疑いたくなるものだった。

（誰って……）

「あら、なに言ってるの？　蓮が呼んだ専属アシスタントじゃない。美山四葉ちゃん」

　オリーブは四葉の肩に手を置くと、にっこり笑って蓮に言った。

　慌ててぺこりと頭を下げながらも、四葉の頭の中は疑問符でいっぱいだ。

（すずらん町店の、美山四葉を専属アシスタントにしたいって、この人が言ったんじゃなかったの……？）

「ああ、そうか、なるほどね。そういえば、そうだった」

　困ったように茶色の髪をくしゃくしゃとかく、目の前の憧れのデザイナーは、写真で見るよりもずっとずっと美しい。それなのに、四葉の心の中には嵐が吹き荒れていた。憧れの高杉蓮のアシスタントとして呼ばれ、こんなにも緊張してやって来た新人に向かって、そういえばそうだったというのはあまりにひどすぎる。

　今にも泣きだしそうな四葉を珍しいものでも見るように眺めながら、蓮は突然、「あ！」と思い出したように声を発した。

「君、もしかして、あのブログを書いてた子？」

　キラキラと輝く茶色の瞳が四葉を映し出している。いきなり距離を縮められ、四葉は思わず後あと退ずさりをした。

「……あ、ええとあの、ブログは、はい。書いていましたけど……」

　蓮は、さらに距離を縮めて迫ってくる。彼が抱えているオールドローズの花弁が、四葉の頰ほおをかすめた。

「『すずらん町フラワーダイアリー』いつも読んでたよ。おもしろかった」

「あ、ありがとうございます」

　恐る恐る四葉が答えると、蓮はうれしそうに、うんとうなずいた。綺麗な人は笑ってもやっぱり綺麗だ。

「そうか。君が、例の彼女なんだね。なるほどな」

　蓮は独り言のようにそう言って、オールドローズの束を作業台に置いた。まるで抱き上げていた姫をベッドに下ろすように、愛情のこもった優しい手つきだった。束の中からほどよく咲いた一輪を抜き出して、四葉に向かって差し出すと、蓮は言った。

「美山四葉さん、ホテル事業部にようこそ」




「いったいいくつあるんだろ」

　作業場のそのまたバックヤードにある広い手洗い場にたったひとり、四葉はかれこれ四時間、同じ作業を続けている。

　ホテル事業部に異動してきた初日、四葉が蓮から最初に言いつけられたのは、透明なガラスでできたフラワーベースの洗浄だった。

　小さな球形のものから、四葉が両手を広げた長さほどもある長方形のもの、四葉の腰までの高さがある細長いもの。すべてが透明のガラス製のフラワーベースは大きければそれだけ重く、食器用洗剤で手洗いするにも割らないようにかなりの神経を使う。

　せっかくの新しいエプロンもすでにびしょ濡れだ。ガラスベースに水滴の跡が残らないように乾いたタオルで拭き取り、埃がかぶらないよう、丁寧に並べておく。どれも一流の式場で使う高価な花器。ひとつでも割ってしまえば大惨事だ。

（フローリストとして力をつけるチャンスだなんて副社長は言ってたけどさ……）

　想像以上に道は険しいのかもしれない。穏やかで楽しかった、すずらん町店での毎日を思い出すと、四葉はつい、涙をこぼしそうになった。

　浅尾店長の顔を思い出してしまい、早くもくじけそうになってしまう。四葉は頭の中を振りきって、黙々と作業を続けた。

「美山さん、これの解体もお願い」

　トーンの低い声で背後から話しかけられ、振り返ると目の前に大きな壺が置かれていた。白い壺には枝物や胡蝶蘭を使った花代だけで軽く三万円以上はしそうな豪華なアレンジメントが生け込まれている。

　その向こうでは、カオルが冷めた目で四葉を眺めている。

「あ、あの、解体って……」

「引き上げてきたばかりだから、とりあえずまだ使える花と捨てる花に分けて。中に入ってる給水フォームは絞って捨てて」

　淡々とした口調でカオルから言われ、「はい。わかりました」とうなずいた。

　カオルがそのまま作業場に戻ろうとするのを四葉が慌てて引き取める。

「あ、あのっ……カオルさん」

「なに？」

　面倒くさそうに振り返るカオルに、四葉はぺこりと頭を下げた。

「これから、よろしくお願いします！」

　それを見て、カオルが少しだけ笑った。

「こちらこそ」

　アレンジメントを解体しようと手をかけると、白い壺は想像以上に重かった。

「っ、ぬうっ……重い……」

　口径が自分のウエストほどもある壺を、ありったけの力を出してようやく持ち上げることができたと思ったら、さっきまでガラスベースを洗っていた洗剤で足がすべってしまい、危うく転びそうになった。

「きゃあっ！」

　どうにか壷が割れることだけは避けられたものの、壷の下敷きになった四葉の腕はズキズキと痛む。

　痛む腕で壷を立て直し、ひとり寂しくアレンジメントを解体していると、またしても涙がこぼれそうになった。

　ひとりぼっちの作業がこんなにもつらいなんて、想像もしていなかった。

　美しく飾られたホテルフラワーの裏側が、こんなに過酷だなんて思いもしなかった。

（がんばらなきゃ……）

　自分の両手で頰をぴしゃりと叩き、四葉は気合いを入れ直した。




　結局、その日はタイムカードを押すまでバックヤードから出られることはなかった。

　明けても暮れても花器の洗浄、アレンジメントの解体、給水フォームの処理、掃除、ゴミ捨ての繰り返しで、もうヘトヘトだ。

　四葉が私服に着替えてロッカールームから出てくると、部屋の外でオリーブが待ち構えていた。

「お疲れさま、四葉ちゃん。蓮があなたを呼んでるわよ」

　オリーブは、全身黒の革のライダース姿だった。浅黒い肌と顎ひげと明るい髪に、革をまとった細く長い手足が異様な存在感を醸し出している。

「蓮が作業場で待ってるから、早く」

「あ、はい」

　今度はいったいなんだろう。天使みたいな顔をして、やらせることはまるで鬼だ。一応自分だって女の子なのに、力仕事ばかりさせるならいっそ男をアシスタントにすればいいのにと四葉は心の中でぶつぶつとつぶやいた。

　それでもやっぱり、小走りに作業場に向かう自分が虚しい。

　力仕事だろうがゴミ捨てだろうが、とにかく今は正社員になるためになんでもやると決めたのだ。

　フローリスト・タカスギのロゴの入ったドアを開けると、部屋中が淡いピンクで満たされていた。たぶん明日、会場に納品するのだろう。

　一日中アレンジの解体や花器の洗浄ばかりやっていたからか、この作業場でどんなものが作られているのかがなんとなく理解できてきたような気がする。




「……お待たせしました」

　作業場の奥の椅子に腰掛けている蓮に向かって、四葉は声をかけた。

　蓮ももうすでに、私服に着替え終わっている。爽やかな白のニットがこんなにも似合う男はそうそういないだろう。

「待ってたよ、四葉ちゃん」

　やわらかな声でそう言われると、今日一日の重労働がようやく報われたような気持ちになった。冷たくしっとりとした空気で満ちている、花でいっぱいのけっして広くはない作業場に蓮はとてもよくなじんでいる。まるでここが彼の城であると言わんばかりに。

「あ、あの、まだなにか……？」

　カオルもオリーブもすでに帰宅している。作業場にいるのは今、蓮と四葉のふたりだけだ。

　しかも四葉はもうタイムカードを押した後なのだ。いまから仕事を言いつけられるなら、タイムカードを上司である蓮に訂正してもらわなければならない。

「ああ、仕事じゃないよ。今日はお疲れさま。初めてで疲れただろ？　いま紅茶入れたから、一緒に飲もう」

　作業場の奥にある簡単な給湯スペースから、紅茶のいい香りが漂っていた。蓮はニコニコと微笑みながら、作業台にクッキーののった皿を置き、向かいの椅子を引いて四葉に座るよう促した。

「あ、ありがとうございます……」

　紅茶とクッキー、そしてデザイナーの蓮がそこにいるだけで、ただの作業場がホテルのカフェスペースにでもなったように見えるから不思議だ。四葉は思わず顔がほころんだ。

「さぁ、どうぞ」

　どこからか、高級そうなカップアンドソーサーが登場し、蓮の手によって二人分の紅茶が注がれた。

（いい香り……）

「ありがとうございます、いただきます」

　美しいカップに口をつけてひと口飲むと、心がほっと落ち着いた。蓮は、微笑みを浮かべてこちらをじっと見つめている。

　彼は言った。

「今日から、うちにおいで、四葉ちゃん」

　一瞬、彼がなにを言っているのか理解できなかった。四葉が高級そうなクッキーをひとかじりしたところだった。

「はい？」

（今、うちにおいでって、聞こえたような気がするけど……）

「今日から毎日、仕事が終わったら僕の住んでいるマンションに来て。専属アシスタントっていうのは涼から聞いてるだろ？」

　涼と言われて、誰のことなのか理解するのに少し時間がかかった。四葉は蓮が副社長である涼のことを親しげに呼び捨てにしたことにも驚いたが、ふたりは同期入社だと美奈から聞いたことがあったのを思い出す。蓮の完璧に整った顔でにっこりと微笑まれると、嫌だとは言えなかった。

　デザイナーの言葉は絶対だ。正社員になるため、なんでもすると決めたのだ。四葉はただ、彼の言葉にうなずくしかなかった。




（すごいマンション……。こんなところに住んでるの？）

　目の前にそびえ立つのは、駅近くにある高層タワーマンションだ。ホテルグレースからはタクシーでワンメーターの距離にある。

　高杉は迷わずタクシーに乗って帰宅した。歩くとおそらく十五分ほどの距離だったが、たとえワンメーターとはいえ毎日のことだと考えると、四葉には贅沢に思えた。さすが、フラワーデザインの貴公子と呼ばれるお坊っちゃまだけのことはある。

「ここは僕のアトリエみたいなものなんだ。コンテストや雑誌に載せる作品のアイデアを練るときには、ひとりになってゆっくり考えたいからね」

　三十二階までを一気にエレベーターで昇り、その間に二度、蓮がなにかにカードキーをかざしているのを目撃した。

　セキュリティも普通ではないらしい。

　エレベーターを降りると部屋はフロアに二軒しかない。その一方のドアをカードキーで開けると、蓮は「どうぞ」と四葉を部屋に促した。女の子をひとり部屋に入れるということをなんとも思っていないのだろう。彼のその仕草はスマートで、なんの違和感もない。

「お、お邪魔します……」

　蓮に続いて恐る恐る四葉がドアから入ると、玄関にまで花の香りが満ちていた。空気がどこか冷たくしっとりとしていて、まるで部屋自体がキーパーの中のように温度や湿度が一定に保たれている気がした。

　玄関には大きな花瓶に大輪の白いラナンキュラスがシンプルに生けられている。

　蓮の後をついて玄関を抜け、リビングへと続く。四葉は思わずキョロキョロと左右を見回し、大きなため息を吐き出した。

（うわぁ……素敵！）

　綺麗に磨かれたステンレスのアイランドキッチン、リビングには指紋ひとつついていないガラスのテーブル、ドアの向こうに覗く寝室。

　至るところにその場所に似合う観葉植物やフラワーアレンジが置かれており、このマンションの一室全体がゲストハウスウエディングの様相を呈している。

　花の色はすべて白とグリーンを基調にまとめられていて、たくさんの豪華なアレンジがあるにもかかわらず、花が主張しすぎない落ち着きのある空間はまさに絶妙なコーディネートによるものだ。

（この部屋に飾ってある花だけでいったい何種類ぐらいあるんだろう……）

　言葉を失ったまま、ふとある場所で四葉の視線が止まる。

　リビングの一番奥から続く洋室に、本来マンションの一室などにあるはずのないものが、ここが私の居場所ですと言わんばかりに鎮座していたのだ。

「あれ、キーパーですよね……」

　四葉は半信半疑で蓮に確かめる。普通、あんなものが、マンションの一室にあるはずがない。

「ああ、そうだよ」

　にこりと笑ってひと言で済ませる彼にとって、一部屋を占領するほど大きなキーパーの存在や電気代のことなど、なんでもないものなのだろう。

　フローリストを目指す庶民の四葉には、家にキーパーがあるこんな生活は憧れでしかない。たくさんの花に囲まれて過ごす毎日はさぞ幸せなのだろう。

　キーパーの中には適度な間隔を保って花が並べられていた。

「今日からこの部屋の花の手入れはすべて、君にやってもらうことにする。もちろん各部屋のテーブルや玄関のアレンジメントも含めてね。観葉植物のケアも、しっかりと頼むよ。花を見るのは僕だけだから、当然僕が気に入らなければすぐにやり直してもらうから、そのつもりで」

（嘘でしょ？　これを全部、ひとりでやれっていうの？）

「キーパーの中の花は自由に使ってくれていい。花器や資材は別の部屋にあるものを使って。もちろん、扱いは丁寧に頼むよ」

（そんなこと、いきなり言われても……）

「それが嫌なら、アシスタントは今すぐに辞めてもらう」

　優しく、紳士的な口調が一変し、蓮は四葉に向かって冷たい言葉を放つ。

「でも、私」

（どうしよう……花束もアレンジメントも三千円以下のものしか作ったことがないのに……）

「どうする？　やるの？　やらないの？」

　さらに追い打ちをかけるように蓮が言った。

（……やるしかない）

　四葉は気持ちを切り替え覚悟を決めた。

「わかりました。やります」

　蓮の顔がもと通り優しく紳士的なものになる。そして微笑みながら彼は言った。

「よかった。ちょうど部屋のイメージを変えたいと思っていたところでね。じゃあ僕は寝るから、あとはよろしく」

　あくまでも自然にそう言って、寝室へと向かう彼に、なにひとつ反論できなかった。

（あとはよろしくって、ええっ……！）

　つまり、明日の朝までに、部屋の装花を総入れ替えしろ、ということだ。

（ありえないよ……）

　四葉は体中から、血の気が引いていくのを感じていた。




　窓から差し込む朝の光と、コーヒーの香り。

　清々しい、一日の始まりだ。まだずっしりと重く感じる頭をテーブルから持ち上げて辺りを見ると、見慣れない景色が広がっていた。

（はっ！）

　ガタン、と大きな音を立て、四葉は立ち上がる。目の前の光景に、昨夜の出来事が夢ではなかったことを実感する。

「おはよう。ほら、コーヒー入れたから、飲みなよ」

　広いアイランドキッチンでコーヒーをコポコポと注ぐのは、上司でありデザイナーの高杉蓮。その姿はあまりにも絵になっている。

　そして……。

「私……！　寝てた……？」

　四葉は改めて、自分の全身を確認する。服もメイクも昨日のままだ。真夜中まで、部屋の装花と鉢物のメンテナンス、撤去する花の片づけを必死になってやっていた。

　途中からはほとんど記憶がない。

　まさか、高杉蓮の部屋でテーブルに突っ伏して一夜を明かしてしまうなんて。

「も、申し訳ありません！」

　四葉は思いきり頭を下げた。上司の部屋で、上司に起こされるなんてとんだ失態だ。

「悪くないよ」

　蓮がふっと笑ってつぶやいた。

「えっ」

　四葉は思わず聞き返す。

「なにがですか……？」

　蓮は注いだコーヒーを四葉の目の前のテーブルに置き、球形のガラスに生けられた、テーブルの中央の小さな小さなブーケを手に取った。

　昨夜、四葉が必死に作って飾ったものだ。

　一重咲きのマトリカリアにグリーンの実み物ものと斑入りのアイビーを合わせた食卓用のナチュラルなもの。

　庭から摘んできてそのまま飾ったような小さなブーケは、洗練された蓮のフラワーアレンジには遠く及ばない、庶民的なものだ。

「食卓に、こういうナチュラルなものがあってもいいと思う。小さい子どもが摘んできた花を、母親が飾ったみたいでさ」

　蓮はやわらかい笑みを浮かべて四葉に言った。

「豪華なアレンジもいいけど、僕が求めていたのはこういうものかもしれないな。観葉植物の手入れも、行き届いてた。一枚一枚、丁寧に葉を拭いてあって驚いたよ。フラワーアレンジをすべて新しく作り替えるだけなら、技術があれば誰でもできる。アレンジはまだまだだけど、グリーンひと鉢ひと鉢の手入れにも、心がこもっているって感じたよ」

（ちゃんと、見てくれたんだ……）

　蓮は微笑んで言った。

「昨夜は意地悪なこと言って、ごめん。君の技術がどの程度なのかというのは知っていて、わざと難しいことを頼んだんだ。完璧に仕上げる技術がなくても、できることの中で最大限をやってくれるのか、それを見たかったから」

「えっ！」

（それって、試されてたってこと……？）

「豪華なアレンジも、生け込みも、花嫁のブーケも、全部、僕が教えてあげる。涼の望み通り、君を一流のフローリストにしてみせるよ」

（……涼……副社長の望み通り……？　それって……）

　四葉の寝起きのボサボサ頭をポンポンとなでながら、フラワーデザインの貴公子が笑った。




「へぇー、がんばってるんだ、四葉っち」

　四葉が選んで持ってきた、ラスクの詰め合わせをガサガサと探り、「お、あった」と言ってシナモン味を取り出すと、美奈はうれしそうに言った。

　四葉の貴重なオフの日だ。

　すずらん町店に来るのはたった二週間ぶりなのに、もう懐かしい感じがする。愛しの我が家に帰ってきたような、そんな気持ちだ。

「毎日、すごい重労働です。なんだか変なところに筋肉がついてきちゃって、もう大変で……」

　自分で持ってきたラスクの詰め合わせをあさる。四葉が選び出したのはピーナッツバター味だ。

　美奈とふたりして店先でラスクをバリバリとかじる。

「で、高杉蓮はどうなのよ？　バイトもすぐに辞めさせるタチの悪いデザイナーらしいじゃない？　いいのは顔だけって噂よ。四葉っち、大丈夫？　いじめられてない？」

　心配そうに美奈が言う。顔は心配そうにしているが、右手は二枚目のラスクを探っている。

「……たしかに、いじめられてない、といえば嘘になりますかね……」

　四葉はこの二週間のことを思い出しながら答える。

「なんというか、ムチャ振りが多いです……」

　高杉蓮はスパルタだ。優しいのは顔と声だけで、言っていることは鬼か悪魔。

　毎日、おびただしい数のガラスベースを洗う作業はもう慣れたものだが、仕事の後は、毎日マンションに課題が用意されている。

　つい先日も、蓮の自宅マンションの部屋に巨大な壺を持ち込んで、いきなり『はい、じゃあこれに生けてみて』と。どんなに下手でも、完成するまではひと言も口を出さずにただ眺めているだけだ。

　その姿は、悩む四葉を見て、楽しんでいるようにも見える。

　完成したら、まずは第一声、「こりゃヒドイな」からダメ出しの嵐が始まるのだ。

「ムチャ振りねぇ……そもそもいきなりホテル事業部に異動ってだけで、じゅうぶんムチャ振りだもんねー」

　美奈はため息を吐き出しながら言った。

「契約社員から抜け出すチャンスとはいってもね。副社長もよく行かせたよ。こっちは看板娘取られて大変だっていうのにさ」

「本当に、正社員になれるんでしょうか……」

　ホテル事業部での労働時間はショップとほとんど変わらないものの、正直いって体力面ではかなりきつい。それに加えて、仕事が終われば高杉蓮の自宅マンションでのスパルタレッスンが待ち受けているのだ。たしかに技術はつくだろうが、このままでは体が持ちそうにない。

「こればっかりはねー、なんとも言えないよ。ああでも、あたしからも、副社長にしつこく言っておいたから！　四葉っちが飢え死にしたら副社長のせいにしてやりますからって」

　美奈はハハッと笑ってみせた。

　すずらん町店はやっぱりいい。フラワーショップ、というよりは花屋さんという感じの庶民的なお店だけれど、そこがすずらん町店のいいところだ。

　あまり長居するとつらくなりそうな気がして、四葉はバッグを背負い直した。

「浅尾店長みたいに早く一人前になれるよう、がんばります」

「おう、がんばりなさい！」

　美奈はヒョイ、と片手を上げてみせた。

　四葉が一礼して立ち去ろうとすると、「お、来てたのか」と聞き覚えのある声がした。

「副社長！」

　美奈が驚いて声を張り上げた。かじっていたラスクを慌てて箱にしまい込む。

「見えてるぞ、浅尾店長」

　涼があきれ顔で言うと、美奈はあきらめたようにラスクの箱を涼に向かって差し出した。

「四葉っちからの差し入れです。よかったら副社長もどーぞ」

　フローリスト・タカスギの副社長である涼は、正社員でありショップ店長の美奈よりも年下だ。

　聞いたところによると、タカスギに入社したのも美奈のほうが先で、涼の新入社員研修の際、美奈のいたショップで見習いとして働いたこともあるらしい。その頃の名残もあってか、美奈の口調は上司であるはずの涼に対して、どことなく敬意に欠けているところがある。

「美山の差し入れか。じゃあ、遠慮なく」

　涼はラスクの箱をガサガサと探る。取り出したのはいちごジャム味だ。

（副社長、いちごジャム好きなんだ）

「オイお前、今、似合わないって思っただろ」

　噴き出しそうになった四葉を涼がすかさず睨みつける。バレたか、と目を逸らすと、いちごジャムのラスクをかじりながら涼は言った。

「もうすずらん町店が恋しくなったか」

「あ、はいまぁ、そんなところです」

　恋しくなったのは本当だ。浅尾店長に会いたかったし、とにかく話を聞いてもらいたかった。

　ホテルグレースの作業場には、イケメンのオネエと無愛想な美女と、スパルタ貴公子しかいない。

　今のところ、誰かに悩みを相談することもできないのだ。

「ホテル事業部は、どうだ、美山」

　いちごジャムの赤い色がやけに似合わない、紳士的でクールなスーツ姿。涼は元気のない四葉を見ながら少し心配そうな顔で言った。

「体力面ではきついですけど、いろいろ教えてもらえてます。高杉さんのマンションで、毎日個人レッスンしていただいているので……」

　四葉が答えると、涼の顔がほんの少し引きつったように見えた。

「高杉蓮の、自宅に行ったのか」

　涼がぼそっと言った。四葉ははいとうなずいた。

「そんな話は、聞いてない」

　なぜか不機嫌そうな涼だが、四葉自身ももともとそんな話は聞いていなかった。

「私も、高杉さんがアルバイトを何人も辞めさせたなんて話、聞いてません」

「そんな話、わざわざお前にするわけないだろう。それより、なんで高杉の部屋にお前が行くことになるんだ」

「そんなの、こっちが教えてほしいくらいです。初めて行った日なんて、徹夜で作業することになって気づいたら朝で……ほとんど寝ないで出勤したんです。あんなの、私聞いてません」

　四葉は泣きそうになりながら答えたが、涼はあきらかにさっきよりさらに怒っているようだ。

　無表情でいようとしているのだろうが、こちらからも涼の肩がふるふると震えているのが見て取れた。

　ほとんど強制的に連れていかれてレッスンを受けているのに、なぜ怒られなければならないのか、意味がわからない。

「……いくらお前が力をつけるためっていっても、自宅に連れ込んで、しかも泊まらせるなんて論外だ。お前もお前だ。そんな無茶言われたら断るのが普通じゃないのか」

「……そんな……私だって好きで徹夜したわけじゃ……」

「とにかく、俺から高杉に言っておく。いくらアシスタントだからといって、美山はあいつの私物じゃない」

「あ、副社長、そういえば、高杉蓮と同い年なんですよね」

　美奈が話に割り込んだ。美奈はすでに仕事に戻ってパソコンの生花発注画面を開いている。

「そうだよ。高杉は一応、俺と同期入社だからな。海外研修でも一緒だったし、あいつは花しか知らないお坊っちゃんだから、世間知らずでなにかと手がかかるんだよ。部署が違うから一緒に働いたことはほとんどないけどな」

　そんな話は初耳だ。副社長の清水涼と、社長の息子である高杉蓮、ふたりが同期だったなんて。

「高杉は昔から、自分勝手なんだ。俺はお前を教育してほしいとは言ったけど、自宅に連れ込めとは言ってない」

「うーんたしかに。いくら四葉っちに色気がないって言っても、ある意味セクハラだよねえ」

　美奈もうんうんとうなずいている。

「お前はどうなんだ、美山」

　涼が四葉を見下ろした。四葉はえっとつぶやいた。

（どうなんだって聞かれても……）

「ええと、レッスンをしていただけるのは、ありがたいですけど」

「そうよね。高杉蓮のフラワーレッスンなんて、お金払って受けようと思ったってなかなか受けられるもんじゃないもんね」

　美奈はまた、ラスクを探りながらうんうんとうなずいた。涼はイライラしているのか眉間にしわが寄っている。

「仕事場では、まだほとんど花の練習はさせてもらえないので……」

　四葉はぼそっとつぶやいた。完全な雑用係といってもいいホテル事業部での今の仕事だけでは、涼の言っていたような技術の向上はまだ見込めない。早く力をつけるには、やっぱり高杉蓮に直接、教えてもらうしかない。

　それに蓮の言っていたことが正しければ、彼に指導を頼んだのは副社長である涼ということになる。指導するように言っておいて、なぜそこまで怒っているのか四葉には理解できなかった。

「美山が納得してるなら、仕方ない。万が一のことがないように、せいぜい気をつけろ。俺のほうでも対応策を練っておく」

　涼はぶっきらぼうに言い放った。機嫌はやはり、かなりよくないように見える。

「万が一のことって」

「高杉蓮も一応、男だからな。変な気を起こさないとはいえない」

（高杉さんが、私に変な気を起こすって、ありえないような気がするけど……）

「それはないでしょー！　あの高杉蓮よ！　四葉っちなんかに手を出さなくたって、いくらでも女は寄ってくるでしょうが」

「浅尾店長、ひどいです」

「美山に色気がないのはわかっている。念のために、だ」

「副社長も、ひどいです……」

　涼はジャケットのポケットから、封筒を取り出して美奈に手渡した。

「新しいアルバイトの履歴書だ。来週からすずらん町店のシフトに入ってもらうから。教育よろしく頼む」

「あらあら、わざわざ副社長直々に持ってきてくださるなんて、光栄です。ありがたく頂戴しまーす」

　美奈は涼をからかうような口調で言ったが、涼はそれをまったく気に留めていないようだった。四葉は涼の表情につい自分の視線が釘づけになっていたことに気づいて慌てて目線を逸らした。

（アルバイトって、私の代わりの子ってこと、かな）

　四葉は少し、寂しいような切ないような気持ちになった。

　すずらん町店に、自分の居場所はもうなくなるのだと思うと、大切なものを取られてしまうような気がする。

「……長居してすみませんでした。私、帰ります」

　たまらなくなって、美奈と涼に向かって頭を下げると、すずらん町店に背を向けた。

　もうこの店に帰る場所はない。いつまでも、浅尾店長に甘えているわけにはいかないのだ。

　歩き慣れたすずらん町の商店街。

　コロッケ屋さんにパン屋さん、八百屋さんに、たばこ屋さん、酒屋さん。

　すずらん町店で働いている間に、ずいぶん顔見知りが増えた。どのお店の人も、四葉が通れば「ああ、あの花屋の子だ」と笑顔を見せてくれる。

　ホテル事業部の作業場にはない、ポカポカとした日だまりのような暖かさがここにはあった。

「お腹、減ったな……」

　財布の中身は数千円。給料日まではあと五日。無駄遣いはできない。冷蔵庫の中にあるものを思い出しながら、今夜はなにを食べようか考える。

（ソーセージと卵炒めと、納豆ご飯かな……）

　久しぶりの休日だというのに、商店街に来て好きなように買い物もできないなんて寂しい話だ。

「はぁー。もっと安いアパート探そうかな」

　駅に向かって歩きながら、四葉はしみじみとしてしまう。もうすずらん町店には来ないだろう。ここに来ると戻りたくなってしまうから。

「おい、美山」

「はいっ？」

　低い声で呼び止められ、四葉は反射的に返事をする。振り返ると、さっき別れたばかりの彼が立っていた。

（副社長……）

「腹、減らないか？　今から飯に行くから一緒に来い」

「……すみません、私、節約しているので外食はお断りします」

「心配するな、俺が腹いっぱい食わせてやるよ」




　見たこともないような高級そうな食材の使われた、名前のよくわからない豪華な肉料理に、オムライス。オムライスといっても普通のオムライスとは違う。ソースはケチャップじゃなく、ごろごろと肉の入ったビーフシチューがたっぷりとかかったものだ。それに食べるのがもったいないような彩りも豊かな美しいサラダ、いい香りのする焼きたてパンや、いかにも高そうなワインまでもが、所狭しとテーブルに並んでいる。

　ここは、老舗の有名ホテルの中にあるレストランだった。雑誌やテレビでも何度も紹介されているのを見たことがある。

　食べきれないほどの豪華な料理が並んだテーブルに、最後に運ばれてきたのはなぜかエビフライだった。このテーブルには少し違和感のある庶民的なエビフライは、涼の目の前に置かれた。

「食えよ。冷めるぞ」

　ふたりでは到底食べきれない量の料理を目の前にして、涼が言った。

　四葉は思わずごくりと唾をのみ込んだ。食べたいものはなにかと聞かれてオムライスと答えたら、連れてこられたのはここだった。

　慣れた様子であっという間に注文を済ませた涼が、四葉になにも言う暇を与えなかったのは、余計な遠慮をさせないためなのだということは、運ばれてきた料理の内容を見て理解できた。

　ここ半年ほど、毎日、お弁当を持参して節約に励んでいたし、夜ももちろん自炊だった。最近は、高杉蓮のマンションでレッスンを受けてから自宅に戻ると夜の十時や十一時なんてこともある。レッスン中は蓮が鼻歌を歌いながら二人分の紅茶を入れ、休憩タイムといって四葉のためにいかにも高級な焼き菓子やチョコレートを用意してくれてはいるけれど、蓮自身はもともと食べること自体に興味がないのか、そもそもあのマンションが花のためだけに用意された場所だからなのか、なにかを食べるにも蓮の存在とレッスンの緊張感で正直食べている気がしない。自宅に帰ると疲れ果てて、冷蔵庫にあったソーセージをかじっただけで寝てしまうなんてこともよくあった。

　だからこそ余計に、涼の優しさが身に染みる。

「……いただきます！」

　スプーンを片手にオムライスを口に運ぶ。

　とろとろの卵とゴロゴロ肉が入ったビーフシチューが絡み合って、思わず悶絶しそうなおいしさだ。熱々のグラタン皿にスプーンをいれると、ほどよく焦げ目のついたチーズの中からホワイトソースが顔を出す。ひと口すくって熱々を頰張った。

「おいしい……！　おいしいです！」

　涼は、エビフライを口に運びながら思わず噴き出した。

「そんなにうまいか？　オムライスごときでこんな大騒ぎする奴初めて見たよ」

「すみません。こんなごちそうは久しぶりだったものでつい」

「いいよ。うまそうにガツガツ食う奴のほうが、見ていて気持ちいいしな」

「ガツガツしてしまってすみません」

　四葉はなんとなく恥ずかしくなってうつむいた。

「しかし、なにが食べたいかと聞かれてオムライスか。美山はまだまだお子様だな」

「そういう副社長だって、エビフライじゃないですか」

「悪いか。エビフライ大好きなんだよ」

（副社長の見た目で、エビフライ大好きって……ちょっとかわいいところあるんだ）

　学生時代に水泳をやっていたらしい涼は、肩幅も広く短髪がよく似合い、笑うと目尻が少し下がる。四葉はそれを、単純に、いいなと思った。

　優しそうに見えて怖い人より、怖そうに見えるけど実は優しい人のほうが、信頼できるような気がする。

「副社長って、ほんとは優しいんですね」

「余計なこと言ってないで、早く食べろ」

　涼の頰が少し赤くなる。

（あれ、もしかして、照れてる？）

「食わないなら、俺がぜんぶ食っちまうぞ」

「わ、嫌です！　すみません！」

　慌ててオムライスをかき込む四葉を見て、涼はまたふっと笑った。

「それだけ食欲がありゃ、大丈夫だな。高杉は自分勝手で変わり者だが、才能と腕は確かだ。今はつらいかもしれないが、高杉についていけば必ず一流のフローリストになれる。がんばるんだぞ、美山」

「はいっ！　ありがとうございます！　がんばります！」

（副社長がこれだけ応援してくれてるんだもん、文句ばかり言ってられないな）

「じゃあ、俺はまだ仕事があるからこれで」

　涼はそう言うと、伝票を持って立ち上がった。

「えっ」

「お前はゆっくり食べて、家に帰って早く寝ろ。あと、腹が減ったら、いつでも俺に言え」

「副社長……」

　涼は「じゃあな」とだけ言って、テーブルの上にメモ用紙を置いた。乱暴に破られたメモには、電話番号とアドレス、ＳＮＳのＩＤらしきものが書いてある。

「あ、ありがとうございます！」

　四葉は慌てて立ち上がり、涼の背中に向かって頭を下げた。

　本当は少し、いやかなり、がっかりしていた。もっと一緒に、涼と食事を楽しみたかった。もっと話がしたかった。

　仕事で忙しい副社長に、こんなにも豪華な食事をごちそうになって、そんなことまで言うのは贅沢だということは、十分にわかっているけれど。

　ありがたさと、ほんの少しの寂しさを噛みしめながら、四葉はひとりで豪華な食事の残りを平らげた。




「おはようございます！」

　威勢のいい挨拶とともに四葉が出迎えると、オリーブは一瞬「わっ」とのけ反るようにして驚いた。

「朝からずいぶん元気がいいのねー、四葉ちゃん。なにかいいことでもあったの？」

　顎ひげをなでながら「ウフ」と四葉に視線を送る。

「もしかして、オトコでもできた？　やぁね、経験値が低いコはすぐ顔に出ちゃうんだから」

「そんなんじゃありません！」

　作業台を丁寧に拭きながら四葉が答えると、オリーブは「んもう、照れちゃってー」と言いながらパソコンで業務のチェックをし始める。

「あら、今日は花束の納品もあるのね。花束なら四葉ちゃん作れるでしょ？　やってみる？」

「本当ですか？」

「高額だけど、できる？　ショップじゃ高額注文はあまりないわよね」

「できます！　やらせてください！」

　四葉は目を輝かせて答える。すずらん町店で作っていたのはせいぜい三千円くらいまでだが、つい先日、高杉蓮のレッスンで一万円の花束を組んだばかりだったのだ。

　ごわごわとした高級感のある和紙を使った高額ラッピングも、「下手だな」とさんざん言われながら習ったばかりだ。

「じゃあ、お願い。あんまりヒドイ出来だったら、アタシが作り直すから。ステムカットする前にいったん見せてね」

　オリーブはふっと笑いながら言った。ステムカットとは花束を組んで最後に茎を切りそろえる工程のことだ。ステムカットしてしまってからでは、もし組み直すことになった際に茎が短くなりすぎてしまう。花の価格には茎の長さも関係しているため、上司や客に花束の仕上がりを確認せずにステムカットすることは、新人にとってタブーである。

「はい！　ありがとうございます！」

　ホテル事業部に来て初めて、片づけや掃除や花器の洗浄以外の仕事を任せてもらった。四葉は「よしっ」と気合いを入れ直した。




　ほどよく咲いたカサブランカ、大輪のバラ、シンビジウムにオンシジューム、葉物を豪華に組み合わせた花束は、たくさんの茎が重なり合っているぶん重く、スパイラルに組むのが難しい。

　指をプルプルさせながら、ようやく組み上げた花束をオリーブに向けて見せ、恐る恐る「あの、どうでしょうか……」と四葉が言うと、タイミングよく作業場のドアが開いた。

　ただそこにいるだけで、周りの空気を爽やかで高貴なものに変えてしまうその人は、もちろん高杉蓮だ。

「全然ダメ。その花束が一万円？　話にならないな」

　蓮は四葉の手もとの花束を見ると、オリーブがなにかを言う前に、あきれ顔で言い放った。

「オリーブは、どう思う？」

　蓮が尋ねると、オリーブも花束を眺めた後、少し考えて言った。

「花束の出来はともかく、ちょっと時間がかかりすぎ。そんなに力いっぱいステムを握っていたら、花がかわいそうね。ステムは軽く、しっかり握る。必死で握って作った花束なんて、見る人が見たらすぐにわかっちゃうのよ」

　オリーブは、ウフ、と笑って首をかしげる仕草をした。

「ただ単純に、一万円分の花が入っていればいいってもんじゃない。わざわざホテルの担当に花束を頼む人が、なにを考えて注文するのか考えたことはある？」

　蓮は言った。四葉のうしろに回り、四葉が握っていた手からそっと花束を抜き取った。花束は蓮の手もとに渡ってうれしそうにも見える。

「この花束を注文したお客様のデータを」

　蓮がオリーブに向けて言う。オリーブは言われるまでもなくパソコンの管理画面を開いている。パスワードを入力して注文履歴を引き出した。

「あったわ。近こん藤どう由ゆ加か里り、二十八歳。祖父の誕生日パーティのために花束を注文したのね。これまでにも何度か、大学教授や友人の結婚披露宴に花束を注文しているわ。彼女はたしか……」

「百合が苦手、だったね」

　蓮はそう言うと、手もとの花束からカサブランカだけを抜き取っていく。四葉は驚いて蓮を見る。ホテルの膨大な顧客データが彼の頭の中にはすべてインプットされているというのだろうか。

「そう。それとあともうひとつ、金額に見合うボリュームより、質のよさとまとまりを重視してほしい、だったわね」

　オリーブは言い、パソコンの画面を見るよう四葉に促した。

「アタシもついうっかりしてたわ。ホテルでは、ショップと違って直接お客様の顔を見ずに作ることも多いから、お客様データの確認はするようにね。わからなければ、ホテルの担当に聞けばある程度はお客様のことがわかるから。高額の花束だからってすぐにカサブや蘭の類を入れようとするのは、お客様のことをなにも考えていないのと同じよ。金額だけで花束の内容が決まるなら、わざわざホテルで注文する必要なんてない」

　オリーブは言った。パスワードと注文履歴の見方を簡単に説明され、四葉は慌ててメモを取る。

「とにかく」

　蓮が優しい声で言った。

　四葉が振り返るともうすでに、先ほどの花束はまるで別物に生まれ変わっていた。

「追加レッスン決定ってことで」

　葉物と枝物をうまく使い、四葉が使った大輪のバラをきゅっと締まった短めのラウンドブーケに仕上げたそれは、蓮の手の中で光り輝いて見えた。




「ダメ。やり直しだな」

　広々としたダイニングに作業台の代わりに置かれた十人掛けほどのテーブルを挟んで、四葉と蓮が向き合う形になっている。

　蓮のほうは、革張りのソファにゆったりと腰掛け、美しい花模様の施されたティーカップで紅茶を飲んでいる。

　四葉はというと、今日蓮の部屋に来てから一時間以上、一度も座らず立ちっぱなしだ。この部屋にはこんなにも、美しく座り心地のよさそうなソファや椅子がたくさんあるというのに。

「ダメですか……」

　すでに色んなパターンをやってみた。蓮に合格がもらえるよう、花の種類も組み方も、色味やテイストを変えるのも試してみた。

　けれど目の前の貴公子は、いっこうに首を縦に振ってくれないのだ。

「ちょっと、休憩する？」

「いえ、まだやります」

　花束にオーケーをもらえるまで家にはきっと帰れない。「帰る？」と聞かれるかもしれないが、これで帰ったら自分の負けだ。

（でももう、どうしたらいいかわからないよ……）

　がっくりと肩を落とし、キーパーで花を選ぶ四葉のうしろ姿を見て、仕方ないなと言わんばかりに、蓮もソファから立ち上がる。

　ゆっくりそっと、四葉の背後から近づくと、蓮は四葉の両方の肩に手を置いた。

「っわっ！」

　突然の出来事に、思わずすっとんきょうな声をあげてしまう。両方の肩に置かれた手はしなやかで白い。そのわりにずしりと重みがあり、振り返ることができなかった。蓮は言った。

「君らしく。そういう花が見たいんだ、僕は」

（私らしく……）

　心の中で言われた言葉を反芻し、もう一度キーパーに保管された花々を眺めてみる。

　キーパーの中には様々な高級花が所狭しと並べられている。キーパーの脇には、多少の温度変化には耐えられる実物やグリーンが並んでいる。

　肩に置かれた手がそっと離れ、四葉の隣に蓮が並んだ。至近距離で見るその横顔は、毎日見ている四葉でもため息が漏れるほどだ。

「チャンスはあと一度。次の花束で僕を満足させるものができなかったら、アシスタントは辞めてもらうことになるな」

（そんな……）

　そもそも希望してホテル事業部に来たわけじゃない。

　希望してアシスタントになったわけでもない。

　毎日バックヤードでガラスベースを洗って、アレンジを解体して掃除して、お客様や花とじっくりと触れ合う機会なんてまったくない。

　ホテル事業部にいたい理由なんて、正社員になりたいというそれだけで、それすら実際にかなうかどうかはわからないのだ。

　それなのに、それでも辞めたいと思えないのはなぜだろう、と四葉は思う。

「自由に作れと言われたなら、思いきり君らしさを出せばいい。君の好きなものを作ればいいんだよ」

（好きなものを、自由に……）

「僕は紅茶を入れて待っているから。これが最後のチャンスだよ」

　蓮はそう言うと、ニコリと笑ってキッチンへと向かった。




　仕事の後、四葉がこのマンションに通うようになって二週間。レッスンの合間にたくさんの観葉植物の手入れや室内の花のメンテナンスを必死になってやってきた。

　いくら自分でやると決めたことだとはいえ、給料の出ない仕事をこんなにもやる必要はないのかもしれない。

　けれどいつも、眠気に負けそうになりながらも、見たことのない花や珍しい品種の花、香りのいい花を見つけると、つい時間を忘れてうっとりと見入ってしまうのだ。

　四葉がふとキーパーの片隅に目をやると、短いガラスベースからちょこんと小さなカップ咲きのバラの束が顔を出していた。

　優しい淡いオレンジと甘い香りは、四葉の大切な記憶を呼び起こす。

「わぁ、かわいい……」

　これでダメなら一流のフローリストになる道はあきらめなければならない。

　専属アシスタントをクビになったら、涼もきっと悲しむに違いない。せっかく自分のためを思って、ホテル事業部で修業をさせてくれているというのに。

　もしも最後になるのなら、自分だけのための花束を作りたい。自分がずっと、部屋に飾っておきたくなるような花束を。

　小さく深呼吸をして、四葉はキーパーのガラス扉を開けた。取り出す花はもう決めている。

　甘い香りとともに、手もとにどんどん好きなものがあふれていく。

　知らない間に四葉は自分が笑顔になっていることに気づく。何度も何度も作り直してきたからか、あきらかに昨日より花束を組むスピードも上がっている。結束部分を掴む指先の力加減も、自然と軽くなっている。

　使うリボンもペーパーももう決めてある。

　完成した花束をテーブルのスタンドに立てかけ、キッチンにいる蓮に声をかけた。

「できました」

　蓮はちらりとこちらを見て、四葉に向かってにこっと微笑んだ。紅茶を注ぐ湯気とともに、この部屋に似合う素敵な香りが漂ってくる。

（あのおいしい紅茶を、もう飲めなくなるかもしれないんだ……）

　いつも違う柄のカップアンドソーサーは蓮のこだわりで、レッスン後に紅茶を入れてくれるのも日課になりつつある。四葉は急に寂しい気持ちになった。

　これからは、紅茶の匂いを嗅ぐたびに、きっとこの日を思い出してしまうだろう。

「お待たせ」

　ティーセットがテーブルに置かれ、蓮の視線が四葉の作った花束に注がれた。

　ぴんと張りつめた緊張感を、紅茶の優しい香りが緩和してくれている。

　自分が今一番、部屋に飾りたいと思える、もらってうれしいと思える花束だ。これがダメだと言われたら、もうあきらめるしかない。

　蓮はティーカップに紅茶を注ぎ、ひと口飲んだ。

　そして、小さくうなずいてみせた。

「合格」

（えっ？）

「本当ですか……？」

　四葉は驚いて目を見開いた。蓮は笑う。

「うん、合格」

　蓮がティーカップを置いて立ち上がり、「おめでとう」と言った。

「さすが、涼が惚れただけのことはあるね」

　蓮の台詞に思わず四葉は目を丸くして「えっ」と声に出してしまう。

「涼に本気で怒られたのは、長い付き合いだけどこれが初めてだったよ。頼むから、彼女にだけは手を出さないでくれってね。あいつのあんな必死な顔は、久しぶりに見たなぁ」

（……副社長が、私に……？）

　蓮がくくっと笑い、四葉は自分の耳の先まで赤くなるのを感じていた。




　四葉がアパートの部屋に帰ると、すでに夜の十時半を回っていた。

「ああーっ！　超疲れた……」

　バッグを下ろしてベッドにそのまま倒れ込む。

　天井を見上げると、涼の顔がぼんやりと浮かんだ。

（副社長が私に惚れてるって、高杉さんは言ってたけど……）

　たしかに涼から、人間として気になるとも言われたし、四葉にまた会いたいと思っていたとも言ってくれた。

　四葉が忘れていると思っていたあの日のことも、彼は覚えていてくれた。

　彼は自分を応援してくれている。それはわかる。

　もちろんうれしい。あたり前だ。でも、本当に自分なんかのことを、副社長である涼がひとりの女性として思ってくれているのかは、正直なところわからない。

　いくら言われたところでまったくそのことには自信がない。

「そんなわけ、ないよね……」

　小さくつぶやいて、疲れのあまりそのまま眠りにつきかけていたところに、存在すら忘れていたスマートフォンが静かに着信を告げた。

　慌てて相手も確認せずに画面をスクロールすると、いきなり鼓膜が破れるかと思うほどの怒鳴り声が聞こえてくる。

『四葉！　こんな時間までなにしてたの！　ずっと何度も電話してるのに一度も出ないで、どこほっつき歩いてたの！』

　この声は、母親だ。仕事中とレッスン中はずっとマナーモードにしていたから、着信には気がつかなかった。

「ごめん、お母さん。今帰ってきた。仕事の後もいろいろあってさ。ホテル事業部に異動になった話はしたっけ？」

　再びベッドに寝転びながら四葉は言った。

『そんなことはどうだっていいの！　おばあちゃんが入院したわよ！』

　どうだっていい、のひと言に強い嫌悪感を覚えたが、その後のひと言はさらに破壊力があった。

「おばあちゃん、入院したの？」

『そうよ。だからずっと電話かけてたのに、あんたが出ないから！　おばあちゃん、危ないのよ』

（危ない？　危ないって、なに？　どういうこと？　それっていかにも）

「なに、それ」

『だから、あんたのおばあちゃん、死んじゃうかもしれないのよ』

「……嘘、冗談でしょ？」

　あの元気だけが取り柄の祖母が、死ぬかもしれない？　そんなことはあるはずがない。きっとなにかの間違いだ。

『嘘なんかつくわけないでしょ。すぐに帰ってきなさい、四葉。今日はもう遅いから、明日の新幹線で、必ずね』

　最後のほうはもう聞こえてこなかった。ただただショックで、受け入れたくない事実を突きつけられたという気持ちしかなかった。ベッドにばたんと倒れ込む。天井を見上げると、目の中に涙がたまって瞬きするとぼろりと落ちた。

　四葉は無意識にスマートフォンを手に取り、通話履歴を確認する。母親からの大量の不在着信の後にちゃんと通話履歴が残っていた。

（やっぱり、夢じゃないんだ……）

　とにかく、すぐに実家に帰らなければ。ベッドから体を起こし、頭を働かせる。

　東京から実家までは新幹線を使えば二時間ほどで行くことができる。

　問題は、仕事だ。

　せっかく手に入れた正社員になれるチャンス。祖母のそばについていたい気持ちはあるけれど、仕事の契約上、休職申請することができる立場ではない。無期限で休めるわけもないし、そもそも今数日仕事を休むだけでも職場の人たちに迷惑をかけるのは目に見えている。そんなこと、許されない。

　次女として生まれ、比較的自由にのびのびと育った四葉だが、地元の短大を卒業後、『東京に行ってフローリスト・タカスギで働きたい』と申し出たときは、さすがに両親とも、とくに現実主義の母親は猛反対だった。

　五歳年上の姉は早々と地元の男性に嫁いでいたし、余計に四葉の発言は、チンプンカンプンで現実味のない、夢物語に聞こえたのだろう。

　けれど、四葉は本気だった。

　大反対を無理やり押しきり、ひとり東京に飛び出してきた。

　やっとのことで掴んだ正社員登用のチャンスを、実家に帰ることで逃してしまっては、元も子もない。

　実家に帰って職を失ったが最後、「そら見ろ、おまえが東京でひとりやっていけるほど世の中は甘くない」などと言われて、二度と東京に戻ることはできないかもしれない。

　真っ先に頭に浮かんだのは、すずらん町店店長の美奈の顔だが、一番自分を心配してくれている相手だけに、これ以上の心配はかけたくない。それに店長は今、新人アルバイトの教育で忙しいはずなのだ。

「どうしよう」

　頭がパニックになって、無意識に普段使っているバッグの中身をガサゴソと探る。指先に紙の感触があった。

　引っぱり出したものは端の破れたメモ用紙だった。乱雑な字で書かれた電話番号。

（これ、副社長の……）

　以前、涼が『腹が減ったら、いつでも俺に言え』と四葉に手渡したメモだった。

　少し悩んだ末に、四葉は手もとの電話番号をスマートフォンに入力した。

　急がないと、早く帰らないと、おばあちゃんが死んでしまう。

『はい、もしもし』

　五回目のコールで、低い声が聞こえてきた。ハスキーな涼の声には間違いないが、声に張りがないのは間違いなく今が真夜中だからだろう。

「みっ……美山です。こんばんは……」

　言ってしまってから、ああ、と四葉は自分の頭をかきむしる。

『ん……ええ、ああ？　美山か、すまん、寝てた』

　途切れ途切れに言葉が聞こえてくる。謝らなければならないのはこっちのほうだ。上司の携帯電話にこんな時間にコールして、こんばんはなんて言う部下はとんでもなく非常識だ。四葉は声を詰まらせながら、ようやく言った。

「夜分遅く突然申し訳ありません！　副社長、あの、ご相談があります！」

　いくらテンパっていたとはいえ、自分の働く会社の副社長にいきなり前置きもなしに直接電話をするなんて。四葉はそばにあった鏡で自分の顔を見た。まさに今、顔面蒼白という状態だ。

　たぶんもう、今の電話で自分の正社員への道は完全に閉ざされた。ひょっとしたら、クビかもしれない。

　四葉は天を仰ぐ。天からのお告げは意外にもすぐに聞こえてきた。

『わかった。今から行く。お前今、どこにいる』

（……え？　わかったって……？）

　もう完全に、いつもの涼の声色に戻っていた。誰にも異議を唱えさせないしっかりとした口調で、涼は言った。

『急いでるんだろ、今すぐ行くから待っていろ、いいな』




「で、相談って？」

　涼の車の助手席に乗るのは二度目だった。涼のごつごつとした指先が、ハンドルを片手で操作する。夜の街を、涼の運転する高級車が走り抜ける。どこへ向かうわけでもなく、ただ四葉の話を聞いてくれるためだけに、涼は車を走らせている。他人に聞かれたくない緊急の相談だと思ったからだろう。涼が運転していることで目線が合わないことも四葉にとってありがたかった。さっきまで涙が止まらなかったせいで、ひどい顔をしている。涼のさりげない気遣いが心に染みた。

「明日の朝一番で、実家へ帰らないといけなくなりました」

　涼は四葉の言葉に驚いたように目を見開いた。

「なんだって？」

「祖母が、入院したらしくて。危ないって……」

　四葉はそこまで言うと、申し訳なさと情けなさでいっぱいになってしまった。

　祖母が危篤だからなんだ。そんなことは彼には関係のないことだ。こんな真夜中に、わざわざやって来てくれたこと自体、奇跡だ。

「そうか」

　涼は言った。

「とりあえず、一週間の休みを申請しといてやるよ。すぐに実家に帰れ、美山」

「え、本当ですか……？」

「ああ。高杉には俺から言っておく。一週間で足りないならまた連絡してくればいい」

　四葉はあまりのことに目を丸くした。どうしてこんなにも優しくしてくれるのだろう。こんな、ただの、契約社員である部下の自分に。

「但し、条件がひとつある」

　涼は言った。

　四葉ははいとうなずいた。もう覚悟はできている。

　アルバイトに降格か、ホテル事業部からは追い出されるか。それとも。

　副社長を真夜中に呼び出していきなり休みをくれと頼むなんて、誰が聞いてもありえない話だ。

「はい。覚悟しています」

　それでも、祖母の死に目に会えないよりはマシだ。どんな条件を言われても、すんなり休みをくれるこの人に、感謝すべきなのだ。

　怖い顔をしているけれど、本当は優しいこの人に。

「必ず帰ってこい、美山」

（……えっ？）

「副社長、今、なんと……？」

「聞こえなかったのか？　必ず帰ってこいと言ったんだ」

　涼はそう言いながら、少しだけ笑った。

　四葉は思わず目頭に熱いものがこみ上げた。

「も、も、もちろんです！　帰ってきます！　絶対に！」

「約束だぞ」

　涼はそう言って、Ｕターンで車を方向転換させる。四葉のことをそのままアパートの前まで送り届けると、涙目の四葉の頭を、涼の大きな手が、ぽんぽんとなでた。










副社長は運命の人!?




　新幹線のＮ駅からさらに列車に揺られること三十分。

　目を閉じて息をするだけで、ここは東京ではない、自分の生まれた街だとわかる。空気が澄んでいて、花も木も、草も、空高く飛び交う鳥たちも、どこか生き生きとしている。

　東京の空は小さくて狭いけれど、この街の空は広く、高く、どこまでも続いている。だからこそ、遠い知らない街である東京に、憧れることもできたのだ。

　持っている中で一番大きなバッグに荷物を詰め込めるだけ詰め込んできた。とにかく、実家に戻る前に先に病院に向かおうと思った。

　駅でスマートフォンを片手に母親にコールする。

『四葉？　今どこなの』

「今、駅に着いたよ」

『そう。お腹、減ったでしょ？　すぐに迎えに行くから、そこで待ってなさいね』

「うん、待ってる」

　懐かしい風景を眺めていると、母親の運転する軽自動車がやって来た。

　母親の車に乗るのは東京に出てからまだ二度目だ。一度目は姉が出産したときだ。

　母の愛車に乗り込むと、後部座席にチャイルドシートとぬいぐるみ、子ども用のタオルケットが置かれていた。もちろん姪っ子のものだろう。

　実家に戻れと言われるとばかり思っていたけれど、それは取り越し苦労だったかもしれない。もう母親に自分を心配している余裕はないようだ。

「おかえり」

　のどかな田園風景の広がる一本道だ。車を走らせながら母親は言った。

　やっぱり、母親からおかえりと言われるのはうれしいものだな、と四葉は思った。

「ただいま。おばあちゃん、どう？」

「肺炎らしくてね、もう体力も落ちてるから、あと一週間か一ヶ月なんて言われてるよ。ここからはもう、個人差が激しいからはっきりとはわからないんですって」

　昔とほとんど変わらない風景の中に突如、のどかな田園地帯に似合わない白い建物が姿を現した。

　円柱形の建物から延びたスロープは、隣の四角い建物とつながっている。広い駐車場と最新機器を備えた病院だ。ここに、四葉の祖母が入院しているらしい。

　駐車場に車が入ったところで四葉のスマートフォンが着信を告げた。画面には、知らない番号が表示されている。

『もしもし？』

　少し迷って電話に出ると、穏やかな優しい声で、もしもしと聞こえた。この声の主は、間違いなくあの人だ。

「もしもし、美山です。……高杉さん、ですよね。おはようございます。今朝の新幹線に乗りました。連絡が遅くなってしまって申し訳ありません」

　涼と会ったのはまだ早朝だったため、ホテル事業部には俺から連絡を入れておくと言ってくれた。一週間の休みを申請しておくとも言ってくれた。

　その連絡が、彼の耳にも伝わったのだろう。

『清水から聞いたよ。一週間の休暇、大丈夫だから。心配しないでおばあさんに会っておいで。ほかにもなにか困ったことがあれば、遠慮なく言えばいい』

　まさか、彼の口からそんな優しい言葉をかけてもらえるとは思いもしなかった。迷惑をかけているのはこちらのほうなのに。わざわざ電話をもらえるなんて。

「あ、ありがとうございます」

『清水が相当、君のことを心配していたよ』

　蓮はそう言うと、電話の向こう側でふっと笑った。




　祖母の病室は個室だった。

　白い清潔な箱に、ベッドとソファと冷蔵庫、テレビを閉じ込めたような個室は、明るい窓から外の景色が眺められる。

　部屋に入った瞬間に、祖母の顔を一目見ただけで、その命がもう長くはないのだということが感じられた。

　昔の、キラキラといつも好奇心で輝いていた瞳が、なにも見ることなく宙を泳いでいたからだ。

　四葉はそれだけで、涙がこみ上げた。あふれ出しそうな涙をのみ込んで、元気よく言った。

「おばあちゃん！　四葉だよ？　来たよ？　わかる？」

　一瞬、宙を泳いでいた瞳がこちらを見た気がして驚いた。

「こっち、見た」

「四葉のこと、わかってるのね。おばあちゃん、ずっとこんな状態なの」

　目の前に横たわる、変わり果てた祖母の姿は、お世辞にも、元気そうでよかったとは言えない状態だった。

　母親と一緒に、祖母の病室でお茶を入れて飲んだ。

　ソファに腰掛けて現実味のない気持ちのまま、眠っている祖母を眺めていると、病室の扉が開いて若い医師が入ってきた。

「お孫さんですか」

　口もとに笑みをたたえて四葉に話しかけてくる。

「はい、そうです」

　四葉が答えると、医師は母親に向けて言った。

「……ここからは、個人差が激しいですがね。戦争を経験しているお年寄りは、やはり強い」

　若い医師は、少し感心したように言った。

「今夜も、どなたか付き添われるんですか」

「今日は、夫が付き添います。これから帰って、夫と交代しますので」

　母親が答えると、「そうですか。付き添いの方も、ご無理をなさらないようにしてくださいね」と言い残し、医師は病室を出ていった。

「いつ息が止まるかわからない、このままの状態が一週間続くかもしれないの。交代じゃなきゃ、みんなの体が持たないわ。さ、そろそろ帰ってお父さんと交代しましょ。かすみと菜な々なちゃんも来てるのよ」

「お姉ちゃんが？」

　かすみは四葉の、実の姉だ。菜々はかすみのもうすぐ三歳になる娘である。

　病院を出て、母親の車で実家へ戻る。久しぶりに見た我が家には、入り口のところに派手な子ども用の三輪車が置いてあった。これも菜々のものだろう。

　母親が家の引き戸を開けるとバタバタと足音がして、玄関まで菜々が迎えに来た。

「おばあちゃん、おかえりなさい！」

　飛びついた菜々は、母親の首に両手を絡ませるようにした。くりくりとした大きな目がなんともかわいらしい。

「菜々！　いつの間にこんなに大きくなったの！」

　姪っ子の成長ぶりに四葉が目を丸くしていると、奥から姉のかすみが大きく膨らんだお腹をさすりながら出迎えた。

「お姉ちゃん！　また赤ちゃんできたの!?」

　四葉が驚いて言うと、かすみはうふふ、と笑った。

「そろそろいいかなーって思ってね。四葉、おかえり」

「ただいま。お父さんは？」

「書斎にいるよ。なんか知らないけど照れちゃってさ、出てこないの」

　かすみはそう言って、父の書斎を指差して笑った。

　父の書斎は扉が少しだけ開いていた。四葉が書斎に近づくと、中からかん高い犬の鳴き声が聞こえてきた。

「ワンッ」

「プー助！」

　プー助は祖母の飼っているトイプードルだ。白くてモコモコでまるでぬいぐるみのようなプー助が、書斎の中から飛び出してきた。

「こら、プー助！」

　プー助を追いかけるように部屋から顔を出したのは、父親だ。

　四葉と目が合うと、少し照れくさそうに、「おかえり」と言った。

「お父さん、ただいま」

　プー助を抱き上げて、四葉は笑った。

「お父さん、入ってもいい？」

　台所からは、母親とかすみ、菜々の賑やかな笑い声が聞こえてくる。四葉はもう少し、父と話がしたいなと思った。

「ああ。入りなさい」

　父の書斎からは、自宅の庭が見渡せる。

　いつも季節の花々でいっぱいだった、祖母の自慢の庭。

　雑草は伸び放題、花々は枯れ、お世辞にも綺麗とは言えないひどい有様だ。

「お父さん、庭が……」

「ああ」

　父親は残念そうに庭に目をやると言った。

「母さんが、腰を痛めてからはもう、誰も世話ができなくなってな」

「おばあちゃん、腰を痛めてたの？」

　四葉は驚いて聞き返す。

「ああそうだ。庭仕事が、母さんの生き甲斐みたいなものだったんだけどな」

　庭仕事だけが唯一の楽しみでもあった祖母が、腰を痛めて動けなくなり、荒れ果てていく庭を眺めながら寂しい思いをしていたことを想像すると、心がきりきりと痛かった。

「おばあちゃん、このまま家には帰ってこられないのかな」

「たぶん、無理だろうな」

　父は寂しそうに、庭を眺めながら答えた。

「さぁ、お父さんはそろそろ病院に行くよ。母さんが、待っているだろうからね」

　父が立ち上がったので、プー助は四葉の膝から下りて尻尾をぶんぶんと振り始めた。散歩に行けると思っているのだろう。

「今夜は、四葉はゆっくり休みなさい。こっちには、どれくらいいられるんだ？」

「とりあえず一週間のお休みをもらってある」

「そうか。四葉も、覚悟はしておくんだぞ、いいね」

「うん。わかった」

　覚悟とは、祖母が死ぬ、という覚悟だろう。荒れ果てた庭も、もうもと通り美しくなることはないだろう。

「じゃあ、お父さんは病院に行くよ」

「うん。いってらっしゃい」




「よーし、やるか」

　持ってきた中で一番汚れてもいいズボンをはき、両手には軍手。仕事で使っていたエプロンをして、首にはタオル。準備は万端だ。

「ゥワン！」

　四葉の隣でプー助が、うれしそうに跳ねている。

「四葉？　あんたなにやってるの」

　書斎の窓を開けて、母親が四葉とプー助を見下ろしている。

「なにって、庭の草むしり」

「草むしり？」

　帰ってきて早々、なにをしているんだと言いたげな母親に、四葉は笑って言った。

「ちょっとでも庭が綺麗になったらさ、おばあちゃんも喜ぶかなと思って」

「……そうね。でも草むしりってったって、すごい量よ？　あんたひとりじゃとてもじゃないけど無理よ」

「いいの、いいの。大丈夫。できるところまで、やってみるから」

　四葉は心配そうな母親にむかってガッツポーズをしてみせた。

　家の中から、菜々のかわいらしい声で、「おばあちゃーん！」と聞こえてくる。母親は四葉に「好きにしなさい」と言うと、「はいはい、なんですかー！」と叫びながら部屋の中へ戻っていく。

　四葉は改めて、庭を見渡した。

　たしかに広い。雑草は生え放題で、どこから手をつけていいのかわからないような状態だ。

「とりあえず、やってみるか」

　庭の地面にしゃがみ込み、低い体勢で右手と左手を交互に使って草を次々に抜いていく。地面に生えている根もとから二センチくらいのところを狙って力を込めると、ボコっと根こそぎ雑草が抜ける。

　抜いた雑草は一カ所に積み上げているが、二十分ほど同じ作業を繰り返しただけで、雑草は山積みになった。雪崩がおきないように山をもうひと山、一時間ほど作業を続けると、ようやく庭の三分の一まで到達した。

「一時間で、三分の一かぁ……」

　四葉はよっこらしょと立ち上がり、自分の腰を押さえた。同じ体勢を続けていたせいで、少し痛い。

　雑草や枯れた草花を取り去った場所はすっきりと地面が顔を出し、やわらかな土がぽこぽこと盛り上がっている。

「よし、もういっちょ、がんばるか」

　四葉は再びしゃがみ込み、先ほどまでと同じ作業を続けた。

　プー助は、うれしそうに土を掘り返したり飛び跳ねたりして遊んでいる。

　夢中になって作業をしていて、気づけばもう日が暮れかけている。庭のほとんどの雑草を抜き終えると、作業開始から三時間半以上がたっていた。

「うえっ、腰痛っ……」

　軍手をはずし、背中を押さえて立ち上がると、ポケットでスマートフォンが震えていた。

　ズボンの土を慌てて払い、スマートフォンを取り出すと、画面には【副社長】と表示されている。

（副社長？）

「もしもし、美山です」

　四葉がエプロンの土をパンパンと払いながら電話に出ると、聞き慣れた低い声が耳に飛び込んできた。

『無事に着いたなら連絡くらいよこせ』

「す、す、すみません！　無事に着いて、祖母にも会えました。ありがとうございます。副社長のおかげです……」

『おかげはいいから、で、ばあちゃんはどうなんだ』

「……今日、お医者さんが、あと二、三日かもしれないと……。個人差があるので、この先はわからないそうです……」

『……そうか』

「はい」

　電話の向こうで、涼が自分と同じように祖母を心配してくれている。その気持ちがうれしかった。

　ふと、蓮が言っていた台詞を思い出し、四葉は思わず、頰を赤らめた。

『なんだ、笑ってるのか？　こんなときに』

「いえ、あ、思い出し笑いで、すみません」

『失礼な奴だな、お前は』

　涼の声を聞きながら、雑草を取り去った庭を眺めた。すっかり綺麗になったけれど、ずいぶん寂しい庭になってしまった。

「あ、そうだ。副社長に、教えていただきたいことがあるんですが……」

『ん、なんだ』

「世話をしなくてもいい、庭の植物ってありませんか」

『世話をしなくてもいいって、お前、花屋がなに言ってんだ。世話のいらない植物なんてあるわけないだろ』

　涼はあきれたように言った。

「あ、やっぱりそうですよねえ……」

　寂しくなってしまった庭を眺めてあはは、とごまかし笑いをする四葉に、涼は心配そうな声で言った。

『いきなりどうした。庭がどうかしたのか？　なにかあったのか』

「あ、あの、実は……」

『なんだ。はっきり言え』

「祖母は、庭仕事が趣味だったんです。でも、腰を痛めてからは庭仕事ができなくなって、実家の庭はもう誰も手入れができなくて」

　そこまで言うと、なぜか涙があふれ出してきた。

　祖母がいなくなる。祖母の大切にしていた庭が、大好きだった花の庭が、祖母と一緒に消えてなくなってしまう。

「でも、私っ……どうしてもっ」

『おい美山……？　大丈夫か』

「すみません。大丈夫です」

『今すぐ、写真送ってこい』

「へ？　写真……？」

『ああ。写真だよ。庭の写真。今のお前の家の庭の状態を撮影して、俺の携帯に送ってこい。話はそれからだ。じゃあ』

「え、あの、副社長……」

　四葉がスマートフォンの画面を見ると、すでに通話は終了していた。

　とりあえず、言われた通りに殺風景な庭の写真を撮って、言われた通りに送っておいた。
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　二十歳のときのことだ。

　四葉がここＮ県にある地元の短大に通っていた頃だった。

　家のすぐ近くにあった小さな遊園地が、老朽化と集客がままならないことから閉園することになった。

　四葉はそれが、悲しくてたまらなかった。

　小さい頃から両親によく連れてきてもらった思い出の遊園地。乗り物こそ古くて少ししかないけれど、小さな四葉にとっては大好きで、何度でも遊びに行きたい特別な場所だった。

　閉園と取り壊しが決まったことがあまりにもショックで、それからしばらく、四葉はその近くを通ることすら避けていた。遊園地がなくなって、がらんとしたその場所を見ることが怖かったから。

　けれどその日は偶然、母に頼まれた買い物のために、その遊園地だった場所の目の前の道を通らざるをえなかった。目を逸らして通り過ぎようとしたそのときだった。四葉は思わず運転していた軽自動車をその場に止めた。

　そして、目の前の光景に驚いて、運転席から飛び出した。

「うわぁ……！」

　そこは、古く汚くさびれてしまっていたあの遊園地からは想像もつかない、緑あふれる美しい庭園へと姿を変えていた。

　四葉は引き寄せられるように車から降りた。庭園に近づくと、辺り一面に立ち込める甘い香り。

　まるで森の奥に来たように鬱蒼と茂る木々はとても、ついこの間、遊園地の跡地に作られたばかりの庭園のものとは思えない。

　地面には通路として赤茶色のレンガが敷きつめられ、バラのアーチが深い森の奥へと自分を案内してくれているようだと四葉は思った。

　庭園の奥へ進むにつれて、いろいろな表情を見せてくれるのは、足もとに咲く色とりどりの季節の花たち。小さな川がどこからか流れ出てきていて、そこには人がひとり通るのがちょうどよいようなサイズの小さな橋がかけられている。

　そこはまるで、童話の中の世界だった。

　たくさんの数えきれない種類のバラのアーチが続く庭の奥に、そっと置かれているアンティーク風の木製のベンチ。

　その日から、その公園は、四葉にとって秘密の花園になった。

　毎日のように、その場所にひとりで行っては、ベンチに座ってゆったりとバラや木々の美しさを独り占めして楽しんだ。

　その場所にいるだけで心が落ち着いて、幸せな気持ちで満たされる。

　四葉は、花が大好きになった。

　そしていつしか、おぼろげながらも花や緑に関わる仕事をしたいと考えるようになっていた。

　そして、ある日。

　いつものように、数冊の本を手に庭園にやって来た四葉は、いつものベンチに先客がいることに気がついた。

　長い木製のベンチにごろんと横になっているその人は、背が高いからかベンチから両足がはみ出るような格好になっていた。

　一見、寝ているのか倒れているのかわからないその人に、恐る恐る近づくと、彼が作業着のような黒くごわついたジャケットを羽織っていることに気がついた。

　ジャケットの胸の部分に【Floristフローリスト Takasugiタカスギ】と白く刺繍が施されているのが目に入る。

　四葉は勇気を出して、その人の顔を覗き込んだ。

「……うわ、かっこいい……」

　思わずつぶやいていた。

　すっと通った鼻筋や、長いまつ毛、健康的な褐色の肌、ジャケットの襟もとから覗く首筋、お腹のあたりで組まれた手は、少しごつごつとしていて指が長く、血管が浮き出ているのが見える。

　と、じっくり観察していると突然、その人の目が、ぱちっと開いた。

「きゃああああ！」

「うわあああああ！」

　驚いた四葉がさっと後退さりしながら叫ぶのとほとんど同時に、目の前にいた女に驚いた彼もまた、叫び声をあげた。

「なんだよ！　誰だお前！」

　寝起きに顔を覗き込まれていたことに驚いたのだろう、彼は動揺を隠せない様子で怒鳴り、その言い方にカチンときた四葉は思わずこう返した。

「お前って……！　勝手に人の指定席に寝ていたのはあなたでしょ？　ここ、私の大事なとっておきの場所なの！　私の大好きな秘密の花園なの！　私はここに、毎日来てるんだから、怒る権利は私のほうにあると思うんですけど！」

　今になって思えば支離滅裂で、権利もなにもないおかしな主張だった。だけどその時は、ほんとうにそう思ってしまったのだから仕方ない。

　思いきり怒鳴り返されてもおかしくはなかったが、不思議なことに彼は四葉のその台詞を聞くやいなや、ふっと表情を崩し、なぜか「ありがとう」と照れくさそうに言って、逃げるようにその場を立ち去ったのだった。

　その後、家に帰った四葉はその日、出会った不思議な彼のことが妙に気になって、彼の胸に刺繍されていた、【Florist Takasugi】というロゴをパソコンに入力し、試しに検索してみた。

　すると、それがガーデニング事業も手がける大手のフラワーショップの社名だということがわかった。

　タカスギのホームページのホーム画面から、ガーデニング事業をクリックすると、なんとトップに、今日会った彼の顔写真とインタビュー記事が載っていた。

　さらに驚いたことに、その記事の内容からあの庭園の設計は、彼自身が社内のデザインコンペで優勝して採用されたものだということがわかったのだ。

　つまり、四葉の大好きな秘密の花園を造ったのは、彼だということだ。

（あの庭を、あの人が？）

　それが副社長、清水涼と四葉の、初めての出会いだった。
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　その日から、花と緑に関わる仕事がしたいという四葉のおぼろげな夢は、フローリスト・タカスギで働きたいという具体的な目標へと変わった。

　毎日のように花の仕事について調べては、秘密の花園へ行ってひとりベンチで彼のことを思い出した。

　四葉が彼にそこで会ったのは、その日が最初で最後。いつかまた会えるかもしれないという淡い期待は、結局一度もかなわなかった。

　だからこそ余計に、フローリスト・タカスギで働きたいという思いと同時に、彼にもう一度会いたいと思う気持ちは日に日に募っていった。

　そして、夢は現実になった。

　あと一歩で、本当に憧れのタカスギの正社員になれる。

　秘密の花園で出会った王子様、清水涼にもまた会うことができた。彼がまさか、タカスギの副社長になっているとは思いもしなかったけれど。




「……四葉！　四葉！　ちょっと大変！　早く起きて！」

「んん、お姉ちゃん？　どうしたの？　……ああー、腰いったぁー」

　昨日の草むしりですっかり疲れ果て、眠っていた四葉はかすみに揺さぶられて目が覚めた。

「どうしたの？　じゃないわよ！　四葉！　大変なのよ！」

　目を見開き、興奮気味に大変だと繰り返すかすみの尋常でない様子に、ようやく追いついてきた頭を整理する。

「まさか、おばあちゃん……！」

　ハッと気づいてガバッと体を起こし、四葉はかすみに詰め寄った。

「違う、違うわよ！　おばあちゃんじゃなくて、四葉、あんたよ！」

「へっ？　私？」

　祖母の急変ではなかったことにほっと安堵しながらも、かすみの意味不明な台詞が引っかかる。

「どういうこと？」

「だからとにかく、今すぐ玄関に来て！　うちに、ものすごいイケメンが、ふたりも来てんのよ！　あんたに会いに！」

「……は、イケメン？」

　スエットにボサボサ頭のまま、わけもわからずかすみに腕を引かれていく。

（イケメンって、なんのこと？）

「ちょっと、お姉ちゃん！　もう、優しくしてよー、腰が痛いんだってばー……」

「とにかく来て！　もう、早くっ」

　かすみに引きずられるようにして玄関にたどり着く。

　目の前の光景を見て、四葉は自分の目を疑った。まばたきをし、何度も目をこすってみる。

「副社長……！　それに高杉さん……！」

　身長百八十センチ以上あるふたりがこうして並ぶと、けっして狭くはないはずの実家の玄関が、窮屈で天井も低く感じられる。

　台所から出てきた四葉の母親も、かすみと一緒に目の前のふたりを物珍しそうに眺めている。

「えっ、あの、どうしてここに……？」

　四葉がボサボサ頭を慌ててなでつけながら尋ねる。

　涼はいつものスーツ姿ではなく、濃いグリーンの作業着の上下に長靴姿だった。

　蓮はいつも自宅マンションにいるときと同じ、爽やかなチノパンとオフホワイトのシャツにカーディガンを羽織っている。

「どうしてって、お前が頼んだんだろ、美山」

「はい？」

　涼はわざとらしい営業スマイルをしてみせると、作業着の胸ポケットから、名刺入れを取り出した。名刺を二枚、かすみと四葉の母親に、順番に手渡すと、涼は言った。

「初めまして。株式会社フローリスト・タカスギの清水涼と申します。以前はガーデニング事業部に所属しておりました。このたび、美山君に依頼を受けまして、御宅のお庭のガーデニングをさせていただくことになりました」

「……えっ？　副社長、あの……」

（ガーデニングって、どういうつもり？）

「手入れの少なくていい、綺麗な庭にしたいんだろ？　お前が送ってきた写真をもとに、プランを立ててきたんだ。費用は社員割引を適用するから。俺が立て替えて、美山が正社員になってから出世払いってことでどうだ？」

　涼は四葉を見下ろして言った。手渡したのはラフな設計図とデザイン画だ。

「……わぁ！」

「なになに？　見せて見せて！」

　かすみが横から設計図を覗き込む。

「うわあ！　すごくいいじゃない！　ねえ、母さん！」

「どれどれ？」と母親も設計図を覗き込む。

　四葉は感動のあまり次の言葉が出なかった。白いデザイン用紙に描かれた設計図。涼の手書きのラフ画にも細かく植物の配置やメモが書き込まれている。

　庭全体にレンガ色の石畳が敷き詰められているけれど、窓際にあたる部分には、丸く、花壇のように土を残したスペース。そこから今ある桜の木や、新しいシンボルツリーのグリーンが覗いている。

　石畳の上にはテーブルや椅子やパラソルが出せるようになっており、長方形の自由な家庭菜園スペースもあるが、手入れの必要な植え込みの花壇はない。

「あらまぁ、いいじゃない！　四葉がこんな気の利いたことしてくれるなんてねえ。わざわざありがとうございます。さぁさ、こんな場所じゃなんだから、お入りくださいな」

　母親がふたりを中へ促した。

「母さん、ちょっと待って！」

　とかすみがそれを静止する。

「そちらのイケメンは、どなたなの？　四葉、紹介してよ」

　かすみが指さしたのは蓮だ。

　蓮はにっこりと微笑んで、かすみと母親に向けて言った。

「ご挨拶が遅れました。フラワーデザイナーの、高杉蓮と申します。美山君には、アシスタントをしてもらっています。花のことなら、なんでもご相談を」

　かすみと母親は、うっとりとした表情で蓮に向かって頭を下げた。

「高杉さんまで……どうして？」

　四葉が蓮を見上げ、呆気にとられていると、涼が隣から言った。

「俺が行くって言ったら、高杉が一緒についていくってうるさくてな。なにしに来たんだか知らねえけど」

「失礼だな。僕はちょっと近くに用事があってね。そのついでだよ」

「用事ってなんだよ」

「今度、ホテルモントレイズのデザイナーを引き受けることになってね。その視察といったところかな」

　蓮は四葉に向かって微笑んだ。四葉は不意に目が合ってどきりとした。自分の実家に、デザイナーの高杉蓮がいるなんて、なんだかものすごく変な感じだ。

　涼は不満気に「そんなのいつだっていいだろうがよ」とぶつぶつ言っている。

　四葉が開け放しの玄関から表を見ると、家の前に高級外車が二台並んでいてぎょっとした。

　涼と蓮が乗ってきたものだろう。あんなものが玄関先にあったら近所から目立って仕方ない。

「さぁさ、清水さん、高杉さん、こちらへどうぞ」

　母親とかすみは、うれしそうに顔を綻ばせ、ダイニングにふたりを案内している。

（なんだか、とんでもないことになっちゃった……）

「おーい！　かすみ！　四葉！　外に止まってる車はありゃなんだ？　ん、なんだか騒がしいな……」

　玄関から父親の声が聞こえてきた。

「お父さん、おかえりなさい。おばあちゃん、どうだった？」

「おかえり、お父さん」

　顔を出した父親は、見知らぬ男がふたりもいたことに面食らったようで「ウワッ」と声をあげた。

「誰だ」

　ダイニングテーブルにかすみたちと向き合って座っていた涼と蓮がそろって立ち上がる。

「お父さん、こちらのおふたりはね、四葉の会社の副社長さんと、デザイナーさんなの。うちの庭を綺麗に改造してくださるそうよ」

　かすみが涼と蓮を指して言った。昔から、父親の機嫌をよくさせるのは、かすみの得意技だった。

「そうですか。それはそれは」

「宜しいですか？　許可をいただけましたら、時間もあまりありませんので早速始めさせていただきたいのですが」

　涼は父親に設計図を差し出した。

　そうだ、と四葉ははっと気がついた。

（副社長……、忙しいのに、私のためにわざわざ来てくれたんだよね？）

「ぜひ、よろしくお願いします。母も喜ぶでしょう。庭を見るのが生き甲斐のような人でしたから」

　父親は、ふっと微笑んで言った。

「生きている間に、庭を綺麗にして、見せてやりたいですよ」

「精いっぱい、お手伝いさせていただきます」

　涼は言った。四葉は涼に「よろしくお願いします！」と頭を下げた。

「心配するな。俺はプロだぞ」

　涼はふっと笑う。

「俺に任せておけ。美山のばあちゃんが喜ぶ、最高の庭にしてやるよ。お父さん、庭を見せていただけますか」

「ああ、あっちです。書斎から庭が一望できるんですよ、さぁ、どうぞ」

　涼はさっそく、図面を広げて父親と具体的な話を進めている。

　蓮が四葉を見て言った。

「じゃあ、僕らは、おばあさんのところへ行こうか」

「えっ？　僕ら……って？」

　四葉は蓮の台詞に目を見開いた。

「僕も一緒に行くよ、おばあさんのお見舞い」

「……高杉さん……！」

「お見舞いの花を、買いに行こう。近くの花屋に案内してくれるかな」

　蓮は表に止めてある、超高級車を指差した。

「あ、はっはいっ！」




「……すみません、高杉さん、ここしかないんですけど……」

　車の助手席から運転席の蓮に向かって、申し訳ない気持ちで四葉は言った。

　近くにある花屋といえばここしかない。近所のおばさんとおじさんがやっている、菊や仏花を中心に扱っているお店だ。

　バケツは青いプラスチックの大きなもの、キーパーはなく、花は店頭に直接ずらりと並べている。

　まだ水揚げ中の花に至っては、新聞紙にくるんで青いゴミバケツに突っ込んである。

　フラワーデザイナーの高杉蓮が花を買うのには、ちっともふさわしくない、田舎くさい花屋だ、と四葉は恥ずかしくなった。うちの実家の近所には、こんな花屋しかないと思われたら、自分のことも馬鹿にされるのではないかと気になった。

「かまわないよ」

　蓮はにっこり笑って、とくになにも気にしない様子で車から降りると、店に入っていく。四葉も慌てて追いかけた。

「いらっしゃい！　お兄さん、ずいぶん男前だねえ！　東京の人かい？」

　店のおばさんが、朗らかに蓮に話しかけた。

（高杉蓮を知らないなんて。もうおばちゃんったら、余計なこと言わなくていいよ）

「おばさん、すみません、ハサミとカウンターをお借りしてもいいですか？」

　蓮はニコニコと笑って言った。青いポリバケツの中から次々と花を選び出し、手に取って眺めている。

「花バサミかい？　これでいいかねえ？」

　花屋のおばさんは、引き出しから使い込んだ鉄の花バサミを取り出して、蓮に手渡した。

「カウンターなんてシャレたもんはないけど、この机を使っとくれよ。お兄さん、ひょっとして、花ができるのかい？　見りゃあわかるよ、品のいい顔をしてるもんねえ！」

　おばさんは朗らかによく笑う。

「じゃあ、お言葉に甘えてお借りします」

　蓮は手に取った花と花バサミを持って、机の前に立った。

　ガーベラにピンクのカーネーション、スプレー咲きのバラ、スプレー咲きのカーネーションに、八重咲きのマトリカリアを次々にスパイラルできっちりと組み込んでいく。

　蓮が手に取ったのは、どこにでもある、普通の花ばかりのはずなのに、いつの間にか、彼の手もとから四葉は目が離せなくなっていた。

「おやまぁ！　お兄さん、あんた上手だねえ！　ずいぶんシャレてるよ！　びっくりだね」

　店のおばさんも蓮を見て感心したように声をあげた。

　あっという間に組み上げられた丸い小さなブーケには、蓮がポケットから取り出したサテンの太いリボンが結ばれる。

「おばさん、どうもありがとう。おいくらかな？」

　蓮は微笑んで言った。おばさんは、腕組みをして、笑った。

「いいもん見せてもらったよ。その花は持っていきな！　お兄さん、もしかして有名な人かい？」

　蓮はそれを聞いて、あははと大きく笑って言った。

「ちっとも有名なんかじゃないよ。おばさんに知ってもらえるように、これからもっとがんばります。おばさん、ありがとう」

　蓮が笑った顔は自然で、まるで嘘がない。四葉は自分が恥ずかしくなった。

　どんな花屋であろうが、蓮にとっては同じ花屋なのだ。

　勝手にランクづけをして、勝手に恥じていたのは自分のほうだ。

　四葉は花屋のおばさんに頭を下げた。

（田舎くさいなんて思って、ごめんなさい）

　再び車に乗り込むと、蓮の運転する車は緩やかに走り出した。

　少しの揺れも感じられない乗り心地は、母親の運転する軽自動車とは、雲泥の差だ。

「お仕事、突然お休みいただいて、すみませんでした……」

　四葉は蓮の横顔に向かって頭を下げる。

　蓮は先ほど作ったブーケをちらりと見ると、言った。

「僕の祖母はね、去年、亡くなったんだ」

「えっ」

「僕は祖母に、なにもしてやれなかった」

　蓮は言った。静かな、音のない車内に、蓮の声だけが響く。

「だから、僕は君には後悔してほしくない。仕事なんていつだってできる。今は君は、おばあさんのそばにいてあげるべきだよ」

　近くで見る蓮の横顔は、優しくて思いやりにあふれているように見えた。

　色素の薄い髪の色も、やわらかそうなまつ毛に縁取られた茶色の瞳も、品のある薄い唇も。まるで絵画の中の天使みたいだ。

「じゃあ、僕はここで」

　祖母の病院の前に着くと、助手席から四葉を降ろして蓮が言った。

「えっ」

「言っただろ？　仕事のついでだって。これから視察に行かなきゃならないんだ。あまり君を連れ回していると、清水にも、怒られそうだしな」

「高杉さん、本当に、ありがとうございます。祖母も、きっと喜びます」

　四葉は手もとのブーケを眺めながら言った。こんな素敵なお見舞いのお花は今まで見たことがない。

「君が喜んでくれて、よかった。君にはやっぱり、笑顔が似合うよ」




「おばあちゃん、四葉だよ。来たよ」

　話しかけてみるけれど、当然のように返事はない。なにもない天井を見つめている目もと、酸素マスクをつけている口もと。

　細くなってしまった首には幾重にもしわが刻まれている。

　ふっくらとして、いつも元気に庭仕事をしていた祖母は、そこにはいなかった。

　ベッドの上に横たわっているのは、もう長くない人生を安らかに終えようとしている老人そのものだ。

「高杉さんっていうデザイナーさんがね、おばあちゃんのためにブーケを作ってくれたんだよ」

「ほら、素敵でしょ」

　小さなブーケを祖母の目の前に差し出してみる。

　ほんの少しだけ目を開けた祖母は、しっかりと、花を観賞しているようにも見える。

「おばあちゃん、お花、大好きだもんね。おばあちゃんの庭もね、今、私の会社の人が綺麗にしてくれてるんだよ。ガーデニングのプロだから、きっとすごく綺麗になるよ。よかったね」

　四葉は言った。小さな病室で祖母とふたりきりでいると、懐かしい思い出が次々と込み上げてきた。

　蓮の作ったブーケを小さな花瓶に生けると、窓際に置いた。

　こんなふうにしていつも、祖母は庭からとってきた花を家のあちこちに飾っていた。

　四葉が花が大好きになったのは、祖母のおかげでもあるのだ。

（東京のフラワーショップで働きたいって言ったときも、おばあちゃんだけが賛成して、応援してくれたっけ）

　病室の扉が開く。入ってきたのは母親だった。

「あ、お母さん」

「あら、高杉さんと一緒じゃなかったの」

「高杉さんは、仕事があるからって、ホテルモントレイズに行ったよ。お母さん、ホテルモントレイズ知ってるでしょ？　すごく大きなホテルだよ。東京や大阪にもあるんだよ」

「知ってるわよ、それくらい。お母さんはね、これでも昔はバリバリ働いてたんだから」

　母親は、蓮がいないと知って少し残念そうにしている。

　窓際に飾ったブーケを見つけて言った。

「あら、素敵な花ね。四葉が作ったの？」

「まさか。高杉さんだよ」

「そうよねえ。だって、洗練されてるし、素敵すぎるものね。四葉は、あんな人のアシスタントをしてるのね」

　母親は、感心したように言った。今まで、四葉の仕事には興味も示さなかった母親が、デザイナーに会った途端にずいぶんな変わりようだ。

「まだホテル事業部では一番下っ端だけどね」

「あら、そうなの。だけど、おばあちゃんは四葉が花の仕事をがんばってるって知って、きっと喜んでるはずよ」

「だといいんだけど」

「清水さんが、言ってたわよ。四葉は期待の新人だって。絶対に、いいフローリストになれるって。清水さん、かなりの男前よねえ」

　母親は、珍しくうれしそうに話をしている。東京の男の人が突然ふたりもやって来て、テンションが上がっているのかもしれないと、四葉は思った。

　母親は、うっとりと花を眺めている。こんなふうに、ゆっくり母親と話をするのは久しぶりだ。

「今夜はお母さんが付き添うから、四葉は家に帰りなさい。清水さんのおかげで、お父さんが、庭仕事に興味を持ったみたいよ」

　うふふ、と笑いながら母親が言った。

「えっ、お父さんが？」

　意外だった。

　庭仕事どころか、花や植物にまったく興味のなかった父親は、庭の手入れはいつも祖母に任せっきりにしていた。書斎から眺めているだけで、手を出したことなんて一度もなかったというのに。

「お父さんだけじゃないわよ？　お母さんも、あんな素敵な庭ならお花でも育ててみようかと思って」

「お母さんも？　土とか虫とか触るの、大の苦手じゃない！」

　ニコニコとうれしそうに笑う母親の台詞が、四葉には信じられなかった。

　都会育ちで、田舎暮らしや自然の中で暮らすことを嫌がっていた母親が、まさか花を育てたいと言い出すなんて。

「四葉は帰って、お父さんと清水さんにお食事でもお出しして。お願いね」

　母親は祖母になにやら話しかけている。その表情は、落ち着いていて穏やかだ。母親はもう、覚悟というものができているのだろうと四葉は思った。




「ただいまー……」

　玄関先で中を覗きながら声をかけたが返事がなかった。庭に続く父の書斎から、なにやら賑やかな声が聞こえてくる。

　キャッキャッと笑う菜々のはしゃぎ声と、プー助の鳴き声も、どうやら庭から聞こえているらしい。四葉は靴を脱いで書斎に向かった。

　窓から庭を覗くと、涼と父親が一緒になってなにかを植えているところだった。その横で、かすみと菜々が興味深そうに眺めている。

「お父さん！　お上手じゃないですか！　ほら、菜々ちゃんも、見てごらん。プチトマトの苗だよ。これがぐんぐん伸びて、かわいい実がたくさんなるんだ」

　涼がスコップを片手に父親に言い、菜々がその隣でピョンピョン飛び跳ねている。

「わぁー！　なな、プチトマトだいすき！　プチトマトそだてる！」

「ようし、菜々、じいちゃんと一緒にプチトマトを育てようなぁ」

「もう父さん、家庭菜園なんてしたことないじゃない」

　かすみが父親にどうしたのとばかりに言った。あんなに庭仕事に興味のなかった父親の豹変ぶりに、かすみも驚いているのだろう。

　かすみと父親に向かって涼が言った。

「プチトマトは比較的簡単ですから、大丈夫。初心者でもうまく実がなりますよ」

「ようし、菜々とじいちゃんで、おいしいプチトマト作ろうなぁ！」

　父親のうれしそうな姿といい、すっかり家族になじんでしまった涼の姿といい、驚かされることばかりだ。四葉がガラガラと書斎の窓を開けると、庭にいた全員がいっせいに振り向いた。窓から顔を出し、四葉は改めて庭全体を、ぐるりと見回した。

「すごい！　うちの庭じゃないみたい！」

　殺風景だった庭が、見違えるほど美しくなっていた。

　レンガ色の石畳が敷かれ、丸く土が見える部分にはオリーブや月桂樹、ブルーベリーが植えられている。まるでどこかのレストランのテラスのようなすっきりとした雰囲気の庭に、さりげなく長方形の家庭菜園スペースが設けられている。

　そこに、父親が一生懸命プチトマトの苗を植えているのだ。

「四葉。おかえり」

　かすみが満面の笑みで言った。

「四葉、お父さんな、家庭菜園をやってみることにしたよ。庭仕事も、手伝ってみると意外と楽しいもんだな」

　うれしそうに言う父親の隣で、涼がニコニコと笑っている。

（お父さんがこんなふうになっちゃうなんて。まるで魔法にかかったみたい……）

「副社長、ありがとうございます。おばあちゃんも喜びます、きっと」

　四葉が言うと、涼は得意げににっこりと笑った。

「俺も現場の仕事は久々だから、楽しかったよ。美山のお父さんもずいぶん手伝ってくれたしな」

「お父さんが？」

　それも意外だった。父親が力仕事をしているところなど、ほとんど見たことがなかったからだ。

「やってみると、楽しくてなぁ。清水さんのおかげだよ」

　父親はうれしそうだ。新しくなった庭で、プー助と菜々がはしゃぎ回っている。

「そうだ、写真！」

　四葉はスマートフォンを取り出すと、菜々とプー助が遊び回る新しい庭の写真を、あらゆる角度から何枚も撮影した。

（おばあちゃんに見せたら、きっとおばあちゃん喜ぶよね！）

「気に入ってもらえて、よかった。じゃあ、そろそろ俺は帰るよ」

　涼は軍手をはずしながら言った。

「ええ！　清水さんもう帰っちゃうんですか？　うちで夕飯食べていってくださいよ！」

　父親が涼を引き止める。四葉も驚いて言った。

「そ、そうですよ！　副社長、うちで晩ご飯食べてください！　私、作りますから！」

「そりゃあ心配だ。腹を壊すといけないから、やっぱり帰るよ」

「副社長、ひどいです」

　四葉がふて腐れると、涼は困ったように笑って言った。

「すまん、まだ仕事があるんだ」

　その涼の言葉に、四葉はハッとする。

（そうだよね。忙しいのに、わざわざこんなに遠いところまで……）

「美山のばあちゃん、喜んでくれるといいな」

「はい」

　返事をしながら四葉が涼を見つめると、涼は照れたように作業服の土をぱんぱんと払い、庭からそのまま表に止めてある車に向かう。

「あ！　副社長！　あのっ……」

　四葉は慌てて後を追いかけていく。涼が玄関先で振り返る。

「どうかしたか、美山」

「あの、おばあちゃんのために、こんな田舎まで来ていただいて、あんなに素敵な庭にしてくださって、本当にありがとうございます！　おばあちゃんもきっと……」

　四葉がそこまで言いかけると、涼は四葉の頭にポン、と優しく手を置いた。

「お前のばあちゃんのためじゃなく、お前のためだ」

「……副社長」

　頭に手を置かれているせいで、涼を見上げることができなかった。

「俺はお前が、泣いているのは嫌なんだよ」

　そのまま、ポンポン、と二回ほど頭を叩かれた。最後にずしりと手のひらの重みが伝わってきた。四葉は泣きそうな気持ちになる。

「泣くなよ、美山。落ち着いたら、ちゃんと東京に帰ってこい、わかったな？」

　言われてぽろり、と涙がこぼれた。

「はいっ。わかりました」

「約束だぞ。じゃあな。お前の笑ってる顔が見られてよかったよ」

　涼の笑顔がまぶしかった。四葉ははいとうなずいた。

　土ですっかり汚れた作業着のまま、高級車に乗り込む涼のうしろ姿は、六年前とちっとも変わっていなかった。




　祖母が静かに息を引き取ったのは、二日後のことだった。

　綺麗になった庭の写真を四葉が見せると祖母は初めて、目を細めて笑った。そしてほっと安心したかのように、眠るようにいってしまった。

「おばあちゃん、四葉が帰ってきてくれて、うれしかったのね。四葉のこと、いつも気にかけていたから」

　骨を焼いているのを待つ間、かすみがハンカチで涙をぬぐいながら言った。

「清水さんのおかげで、最後に、ばあちゃん孝行ができてよかったじゃないか。あの庭は、母さんの宝物だったからなぁ」

　父親が言い、「そうね。お父さんが庭仕事をするようになるなんて、思いもしなかったものねえ」と母親が少し笑った。

　丸襟の白いブラウスにカーディガンを羽織った菜々が、母親の腕にぶら下がっている。

　庭に植えたプチトマトは、すっかり菜々のお気に入りになり、石畳を敷いた広いスペースで三輪車をこいだり、ままごとをしたりする菜々を、書斎から眺めるのが父親と母親の新しい楽しみになったようだ。

（おばあちゃん、私、絶対に一人前のフローリストになってみせるからね）

　天国の祖母にもそう約束した。

　涼と蓮のおかげで、やっと家族に今の自分の夢を認めてもらえたような気がした。










嫉妬と誤解は恋のスパイス？




「あら、おかえりなさい、四葉ちゃん」

「ご心配をおかけして申し訳ありませんでした。今日からまた、がんばります！」

　ホテルグレースの装花作業場に戻って一日目。四葉が最初に顔を合わせたのはオリーブだった。

「もう戻ってこないかと思ったのに」

　相変わらず抑揚のない冷ややかな声で、そう言ったのはカオルだ。

「カオルさん、ご心配おかけしました。戻ってきました」

　四葉はぺこりと頭を下げる。

「よかった。雑用係がいないとなにかと困るし」

　四葉に向けた視線は相変わらず冷たかったが、照れたように顔を背けるカオルを見ると、なんとなくくすぐったい気持ちになった。

「そうねー、やっぱりおっちょこちょいの元気娘がいてくれないと。アタシとカオルと蓮だけじゃ、なんだか寂しかったわ」

　オリーブがウフフ、と笑っている。

「カオルも、寂しそうにしてたわよ」

　四葉に小さく耳打ちすると、カオルは逃げるように花材の束を抱えて作業場出ていった。ホテル内の通路の生け込みのメンテナンスに行くらしい。

「もう、素直じゃないんだから、カオルったら」

　オリーブがカオルのうしろ姿に向かってつぶやく。

　カオルと入れ替わりに作業場に出勤してきたのは蓮だ。

　四葉は蓮に駆け寄った。

「高杉さんっ！　おはようございます！　あ、あのっ……」

　実家までわざわざ来てくれたこと、祖母のためにブーケを作ってくれたこと、そのおかげで、自分の仕事に理解のなかった両親が、フローリストになる夢を応援してくれるようになったこと。お礼を言わなければならないことは山ほどある。

　とにかく、蓮に会ったら絶対にすぐにありがとうございますと言おうと決めていた。

「高杉さんっ！　ありがとうございまし……」

　最後まで言う前に、四葉の顔はすっぽりと蓮の胸に埋まってしまっていた。

　突然、長い両腕で優しく抱きしめられて目をぱちくりとさせていると、それを見ていたオリーブが「あらまぁ、蓮ったら」と両手で口もとを押さえて笑いながらつぶやいた。

　蓮は、ふっと微笑んで言った。

「元気そうで、安心したよ」

　ようやく抱きしめていた腕をほどく。

「……あの、ありがとうございました」

　途切れ途切れに四葉がようやくそれだけ言うと、「どういたしまして」と蓮はまた笑って言った。

　ヨーロッパ各地を渡り歩いてきたからなのか、話すときにやたらと距離が近いところやあまりにも自然な抱擁をするところなど、四葉は蓮の振る舞いにはまだ慣れることができない。

　四葉が苦笑いしていると、背後から一瞬ぞくっとするような気配を感じた。

「おい高杉、お前、何度言ったらわかるんだ」

　装花室に響き渡る低い声の主は、涼だった。ドアを開けてつかつかと蓮に歩み寄ってくる。

（副社長！　どうしてここに？）

「あ、涼、おはよう」

　涼しい顔で微笑む蓮に、涼は今にも掴みかかりそうな勢いで顔を近づける。

「あ、おはよう、じゃない。美山はお前の私物じゃないとあれほど言っただろ」

「そんなに怒らなくても」

「美山に用がある。ちょっと来い」

　そう言うと、涼は四葉の腕を強引に引いて歩きだす。

「え、ちょっ……副社長？」

　呆気にとられるオリーブとカオルのほうを見向きもせず、涼は黙って四葉の腕を引いたまま、ずんずん廊下を進んでいく。関係者専用の出入り口の鍵付きドアを慣れた手つきでがちゃりと開ける。

　薄暗い階段を上った先にあるドアを少し開くと、そこからぱっと光が漏れた。涼に手を引かれるままドアの外に出ると、そこはホテルの中庭だった。

　驚いて中庭を見回す四葉に向かって涼は言った。

「実家から帰ってから俺より先に、高杉に会うっていうのはどういうことだ」

　真剣な表情で見つめられて、はっと気づく。

「ええと、あの、私はただ出勤してきただけで」

「無事に帰ってきたなら連絡くらいよこせ」

　拗ねたような、怒ったような、子どものような彼の顔。

「本社には、きちんと連絡しました！」

「知っている。だから今日、わざわざお前の顔を見にここまで来た。俺の連絡先を伝えてあっただろ。お前のほうから俺に直接会いに来るのが普通じゃないか」

　これは、これはもしかして。嫉妬してくれたということなのだろうか。四葉はそう気づき、恐る恐る涼を見つめる。

「……すみません」

　素直に謝った四葉に対し、少し大人げなかったと思ったのか、我に返ったようにふっとため息をひとつ漏らして、涼は言った。

「で、もう大丈夫なのか」

「は、はい、もう大丈夫で……」

　言いかけると、突然、涼の腕が背中に回された。

　強い力で抱きしめられ、四葉の顔が涼のスーツの胸もとに押しつけられる。

「お前が元気になって、よかった。心配したんだからな」

　温かくて、優しい声が四葉の頭の上から降ってくる。

「……ありがとうございます」

　涼のぬくもりと、強引な優しさがうれしかった。しっかりしているようでどこか不器用なところ、それを隠そうとするところは、魅力的にも思える。涼の言動ひとつひとつが四葉の胸をときめかせる。

　四葉は涼の胸に抱かれながら、やっぱりこれは恋なんだろうかとぼんやり思った。




　四葉が朝の庭園を散策するときは、たいていちょっとした悩みごとがある。

　もやもやした気持ちを吹き飛ばすために朝の香りを嗅ぎたくて、なるべく朝早くに出勤し、庭に出て心を落ち着かせるようにしている。

　朝七時。その日もやっぱり心にモヤモヤした霧のようなものがうっすらとかかっていて、それをどうにかするために庭に出た。

　モヤモヤの原因はつい昨日のことだった。
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　急な休みを取ったことで、提出しなければならなくなった書類があったため本社に立ち寄ったのだ。郵送でもよかったが、たまたま本社の近くに用事があったということもあり、持参したのだった。

　その行動には、当然なんの計算もなかった。

　けれど、その書類を届けた帰り際、オフィスの受付近くでばったり涼と出くわした。

　涼は四葉を見つけて「あれっ」と声を出し、笑顔を向けた。本社にいるはずのない四葉と思わず遭遇したことで、油断していたのだろう。

　以前、四葉を特別扱いしていると社員たちに誤解されたくないと言っていた涼だが、その時はついうっかり微笑みかけてしまった、という様子が見て取れた。

　その瞬間、なにかを敏感に察したらしい、涼のすぐそばにいた、見るからに美しい容姿の背の高い女性社員が、その瞬間の涼の笑顔と四葉とを見比べて、こう言い放ったのだ。

「あら？　店長でもないスタッフさんが、わざわざ本社までなんのご用かしら」

　本社勤務の人とあって、やはりどこか洗練されている。どちらかというと体育会系ノリの現場のスタッフとは、雰囲気も口調もまったく違う。

「あ、あの、私、美山といいます。ホテル事業部の」

　四葉が笑顔で自己紹介しかけたところで彼女がそれをさえぎるように、苦笑しながら四葉を見下ろして言った。

「ああ、ひょっとして、副社長のファンのアルバイトスタッフさん？　時々いるのよね。一度声をかけられただけで、勘違いしちゃうスタッフさん」

　店長クラスの正社員であれば本社勤務でなくても顔はわかるからということなのか、知らない顔はすべてアルバイトスタッフだという認識なのだろう。言葉の端々にとげがありカチンときたが、反論はできなかった。

　かわりに一度ぺこりと頭を下げ、その場を逃げるように立ち去った。

　場違いだと、言われているような気がして居たたまれない気持ちになる。

　あたり前だが、涼は立ち去った四葉を追いかけてくることはなかった。あたり前のことなのに、なぜだかそのことに傷ついてしまった自分が嫌だった。

「アルバイトではなく契約社員です」と堂々と言い返せなかった自分が嫌だった。
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　四葉の心にかかったモヤモヤは、今朝になってもそのままだった。

　だから出勤時間前に、庭園に逃げ込むようにやって来た。

　そして、偶然にもまた、あの時の彼女と遭遇することになったのだ。

「偶然ね。また会えてうれしいわ」

「すみれさん！」

　天使のような優しい笑みは初めて会ったあの日と同じだった。

「あなたもなにか、悩みごと？」

　ふふっと笑いながらすみれが言った。すみれに促され、オレンジのバラのアーチのすぐそばにあるベンチにふたり並んで腰掛けた。

「悩みごとというか、ちょっと心がモヤモヤっとして」

「モヤモヤか。私もそうかもしれない。四葉さんの、モヤモヤの原因はなに？」

「私は、ええっと……昔から憧れていた人がいるんです。その人は、ずっと私にとって目標で、心の王子様みたいな存在で。その人と、最近なぜかお近づきになれて、それがすごくうれしかったんです。でもそのぶん、自分の不甲斐なさというか実力のなさとかに気づいて愕然とするときがあって。なんかこう、彼との立場の違いとか、格差みたいなものを突きつけられる瞬間があって」

　うんうん、とすみれはうなずいた。四葉は続ける。

「その人に少しでも近づきたくて、それには、まず先に自分の目標を達成して、自分に自信を持たなきゃいけないって思ったんです。それが実現するまでは、彼とは対等になれないような気がするんです。彼の周りには実力もある、魅力的な人がたくさんいて、素敵な女性もたくさんいて。それがわかっているので、たとえ彼に優しくしてもらっても、それに甘えてばかりじゃダメな気がするんです。モヤモヤの原因は、そんな感じです」

　すみれに自分の心の内を話すことではっきりと自覚した。そう。モヤモヤの原因は、涼との格差、自分のダメさなんだということを。

「はあ……私ってダメダメです、本当に」

　がっくりとうなだれると、すみれが隣でふふっと笑う。

「ダメダメか、私も同じ」

「えっ」

「私も、彼のこと、彼との結婚のこと、不安で仕方ないから」

「すみれさん」

「彼の気持ちが、ちっともわからないの。……わからなくても仕方ないんだけどね。彼が、私のことを好きでプロポーズされて、結婚するわけじゃないから。婚約者だから、会ってもくれるし、会話もする。結婚式の話も進んでるけど、私のことを好きだと言ってくれたことは一度もない」

「すみれさん、でも」

「私は好きよ、彼のこと。だけど彼は、もしかしたらほかに好きな人がいたのかもしれない。私と結婚するのは、会社のため」

「すみれさん……」

　すみれの悲しそうな表情を見ると、四葉もなんと言っていいかわからなかった。なに不自由なく生きてきたであろうすみれのようなお嬢様にも、自分には到底理解できない難しい悩みがあるのだ。

「不思議ね。四葉さんになら、なんでも話せちゃう。四葉さんに話すだけで、ちょっと気持ちがすっとした」

　すみれが立ち上がり、うーんと両手を上げて伸びをする。

「私も、すみれさんに話してちょっとモヤモヤが晴れました！　私にできることがあれば、なんでも言ってください！」

「ありがとう。四葉さん」




「今日のパーティー、テーブルフラワー作ってみる？」

　蓮が言った。四葉は「えっ」と声をあげる。

「僕がひとつ見本を作るから、同じものを六つ作って」

　蓮は棚から直径三十センチほどのガラスの円盤のようなものを取り出すと、ナイフで球形にカットした給水フォームをさらに半分にカットしてセットした。そこに流れるような速さでオレンジのバラとベリー系の実物、グリーンをきゅっと間隔を空けずにアレンジしていく。

「はい、できた。オリーブは、この組み合わせで高砂作って」

「わかったわ。任せて」

　オリーブは蓮が言うのとほぼ同時に高砂用のプラスチック製のグリーンのベースに給水フォームをセットし始めている。

「ほら、ぼーっとしないで、花の準備して」

　オリーブが四葉に声をかける。

「あ、はいっ！」

（テーブルフラワー！　素敵！）

　蓮が作ったガラスの上のテーブルフラワーは、きゅっとまとまったオレンジとベリー系の実物の組み合わせがシンプルでかわいらしく、鮮やかだ。

　同じものを作るだけだとはいっても、実際にパーティーのテーブルにセットするアレンジを作らせてもらえるのはうれしい。

「じゃあ、僕はお客様との打ち合わせがあるから。あとはよろしくね」

　蓮はにこりと笑って作業場を後にした。

　蓮の作ったアレンジを見ていると、鮮やかでかわいくて胸がドキドキする。

　同じオレンジのバラとベリー類をキーパーから取り出しながら、今日のパーティーを想像した。

　高杉蓮の作った花の世界が、たくさんの人の笑顔を生み出すのだ。

　給水フォームを水に浸け、ガラスの円盤を六つ取り出した。ガラスは綺麗に磨いて並べると、それだけできらきらと輝いている。

「四葉ちゃん、ほら、早く早く！　そんなのんびりしてたらパーティーまでに納品できないわよ」

「は、はいっ！」

　作業場のドアが開き、生け込みのメンテナンスを終えたカオルが部屋に戻ってきた。

　カオルは四葉の手もとにある、蓮の作ったアレンジを見て言った。

「それ、あなたが作るの？」

「あ、はい！」

「ふうん、できるの？」

「あの、がんばります」

「時間足りないんじゃない？　給水フォームのセットは私がしてあげるから、あなたは早く作り始めなさい」

　カオルはそう言うが早いかナイフを手早く使って給水フォームを球形にカットし始める。

「カオルさん！　ありがとうございます！」

「ほら、早くしなさい」

　みるみるうちに、カオルの手によって六つのガラスの円盤に給水フォームがセットされていく。カオルはそれを、次々に四葉の作業台の前に並べた。

　四葉はナイフで花の茎をカットし、蓮のアレンジをよく見ながら同じように挿さしていく。

「かわいい！」

　思わず声に出してしまった。

「自画自賛してる場合じゃないわよ」

　カオルはあきれ顔で四葉を見て、ふっと笑う。

「やればできるじゃない」

（カオルさんって、ほんとはいい人なのかも……）

　カオルの手もとのナイフはまるで魔法のようにフォームを切り取っていく。四葉が蓮の作ったアレンジと同じものをひとつようやく作り上げるまでに、フォームのセットをすべて終え、さらに同じパーティーで使うマイクの装花用アレンジを作り終え、来賓用のコサージを作り始めている。

（すごい……。ほんとに仕事速いなぁ……）

　今日のパーティーは、鮮やかなオレンジを基調にすべての装花が統一されている。結婚披露宴ではないものの、規模の大きなパーティーであることは間違いない。どのアレンジにもベリー系の実物が数種類使われているせいか、カジュアルで気さくな雰囲気も感じられる。

「今日のパーティー、最近テレビによく出てるパティシエの奥様の誕生日会なんですって」

　オリーブがボリュームのある高砂アレンジを仕上げながら言った。

「誕生日と結婚記念日を同時にお祝いするとか言ってたわ。ホテルの会場でパーティーなんて、パティシエって儲かるのね」

「そうなんですか？　テレビに出てるパティシエってもしかしてあの……」

「夢ゆめ野の光こう一いち。スイーツ王子なんて言われてるわよね。結婚してたなんて全然知らなかったわ」

　オリーブがため息を吐き出しながら言った。

「アタシ、結構タイプだったのにぃ」

　無駄話をしながらも、オリーブの手もとはまったく止まることなく動き続けている。

　グリーンの葉と実物を交互に、規則的にバラの間を埋めていく。ナイフで茎を鋭利にカットしてから給水フォームがまったく見えないように挿して作り上げていく作業は、簡単なように見えて難しい。シンプルで統一感のある、高杉蓮のデザインが、オリーブの手もとで瞬く間に完成されていく。

「四葉ちゃん、手、止まってるわよ」

「す、すみません！」

（見とれちゃってた！）

　慌ててアレンジの作成作業を続ける四葉に、オリーブが言った。

「花の仕事はね、時間との勝負なのよ？　キーパーから出した瞬間から、花の鮮度はどんどん落ちていく。完璧に綺麗な時間は一瞬なの。その完璧に綺麗な姿をいかにパーティー本番に合わせられるかが一番大切よ。どんなに素晴らしいデザインの花を作り上げたって、お客様が見るその瞬間に一番綺麗な姿で咲いていなければ、なんの意味もないの」

　落ち込む四葉を見かねて、カオルが冷静に話に割り込んだ。

「それはそうだけど。さっきのはオリーブが、美山さんに無駄話を振るからよ？　彼女はまだ、しゃべりながら仕事ができるレベルに達してない」

「あら、カオルが誰かをかばうなんて珍しいわね」

　オリーブはクスッと笑う。

「私は、効率の話をしているだけよ」

「あの、すみません！　もっと速く仕事ができるようにがんばります！」

　四葉はふたりに向かって頭を下げた。

　改めて思う。このふたりはプロで、自分は素人同然だ。同じ場所で働けることは奇跡のようなものだ。

　四葉は意識を目の前のアレンジに集中して、仕事を続けた。

「へえ、できるじゃない」

　四葉がやっとのことですべてのテーブルフラワーを作り上げると、うしろから覗き込んでいたカオルが言った。

「あら、ほんと。ちゃんとできてるわ。これならこれからも任せられるわね」

　作業台の片づけをしていたオリーブも近寄ってきて、四葉の作ったアレンジをぐるりと見回してから言った。

「ほんとですか！」

　四葉の顔がぱあっと明るくなる。

「ほんとよ。ねえ、カオル？」

「ええ。いいんじゃない？」

　ふたりは顔を見合わせてうなずいている。

（うれしい！　初めて褒めてもらえた！）

　思わず泣きそうになっていたところに、タイミングよく、作業場のドアが開く。

「ねえ蓮、四葉ちゃん、なかなかうまくなったと思わない？」

　打ち合わせを終えて部屋に入ってきた蓮にオリーブが声をかける。

「ん？」

　蓮はニコニコ笑いながら近寄ってくる。四葉は緊張で固まった。

（ダメだって言われたら、どうしよう……）

　蓮は四葉の顔とアレンジを交互に見比べながら、いたずらっぽい表情で一度「うーん」と言ってみせた。

（やっぱり、ダメかな……？）

「うん。これなら大丈夫」

　蓮の笑顔に、四葉はほっと胸をなで下ろす。

「ああ、そうだ」

　なにか思いついたように蓮が三人を見て言った。

「三人の中で、甘いものが好きな人はいる？」

　オリーブが首をかしげて答える。

「アタシ、甘いものは食べないの。カオルは？」

　カオルは細い指先を口もとにすべらせる。

「私も甘いものは苦手よ」

「そうか、困ったな」

　と蓮がつぶやくと、オリーブが四葉の顔を見てウフフ、と笑った。

「じゃあ、四葉ちゃんは？　いかにもお菓子大好きって顔してるじゃない。ねえ？」

「え、えと、甘いもの大好きですけど……？」

　恐る恐る四葉が答えると、蓮の表情がぱあっと明るくなった。

「実は今日のパーティーに、僕も招待されていてね。友達を何人か連れてきてもいいと言われてる。スイーツ食べ放題だよ」

（パーティー？　パーティーって、なんのこと？）

　蓮の台詞を聞いたオリーブが身を乗り出して蓮に詰め寄った。

「パーティーって、まさか夢野光一の？　蓮、夢野光一と知り合いなの？」

「うん、そうだよ」

　と蓮が答える。

「どういう関係？」とオリーブがさらに蓮に詰め寄った。

「一度、ケーキをフラワーデコレーションする仕事を一緒にしたことがあってね。今日のパーティーは、彼のプロデュースしたお菓子やケーキが出されるんだ。せっかくだから、お菓子の好きな女の子を誘ってくるようにと彼から提案されてね」

　四葉が目を輝かせていると、オリーブが不満気につぶやいた。

「アタシだって、イケメンは好きよ。甘いものは食べないけど。でも、夢野光一と蓮が知り合いだったなんてね」

「今日、このホテルでパーティーをすることになったのも、その縁でね。社内の役員も何人か来ることになってる。今夜はレッスンはお休みだね」

　蓮が四葉にむかって微笑んだ。

「いいんですか！」

　夢野光一のスイーツに、ホテルの誕生日パーティー。普段の四葉にはどちらもまったく縁のないものだ。

（はっ。どうしよう。何着ていけばいいんだろう……）

「あの、オリーブさん……」

　蓮が次の顧客との打ち合わせでいなくなると、四葉はオリーブに向かって小声で言った。

「パーティーって、どんな格好で行けばいいんでしょうか」

「あら、パーティーって言ってもそんな大層なドレスじゃなくていいと思うわよ？　ちょっと艶のあるワンピースとか、結婚式の二次会に着ていくような膝丈のドレスとか」

　オリーブはうーんと首をかしげながら顎ひげをなでている。

「ワンピースか、膝丈のドレスですか……」

「あらやだ、まさかワンピースすら持ってないの!?」

「えーと、去年友達の結婚式で着たドレスはあるんですけど、なんというか……」

（本当に着るものがなくて仕方なく買った、超安物なんだよね……）

「あきれた。女子失格ね」

「すみません……」

「仕方ないわね、アタシがなんとかしてあげる。仮にもタカスギの社員として出席するのに、貧相な格好で行かせるわけにはいかないわ。あなたただでさえ、子どもみたいな顔してるんだもの」

「あの、なんとかって？」

　恐る恐る尋ねると、オリーブはパチンとウインクをしてみせた。

「大丈夫、アタシに任せて」

「あの、でも」

　任せてと言われても、パーティーは今夜だし、まだ仕事だって残っている。

　さっき作ったアレンジを会場に納品して、セットして、パーティーが終われば後片づけだってしなければならないというのに。

　四葉があたふたと装花の納品準備を進めていると、オリーブはスマートフォンを片手にどこかに電話をかけ始める。

「ああ、もしもし、的まと場ばちゃん？　俺、織部だけど」

（えっ？　今の声、オリーブさん!?　なんだかすごい低音のイケメンボイスだったような……。しかも、織部って……）

　四葉は驚いて、オリーブのほうを振り返る。

　たしかに電話をしているのはオリーブだ。

　いつものキャピキャピしたハスキーボイスではなく、お腹の底から出しているような、男らしく低音が響く魅力的な声だった。

「そう、今から。的場ちゃんにしか頼めないんだよな」

　スマートフォンに向かって甘い声でささやくオリーブは、完全に男で、そしてイケメンだ。

「ありがとう。じゃ、後で向かうよ」

　オリーブはすばやく通話を終わらせると、四葉に向かってオーケーサインをしてみせた。

「オリーブさん、あの、今のって……」

（オリーブさん、今完全に男だったよね？　俺って言ってたし……）

　オリーブは口もとに手をあてて、ウフフと笑った。顎ひげをなでる仕草もいつものオリーブだ。

「今電話したのはね、的場ちゃんっていって、ホテルの中で働いてる子なの。ホテルの中ではアタシ、完璧な男ってことになってるから」

「そ、そうなんですか？」

「会社から、くれぐれもホテルにはバレないようにってキツく言われてるのよねー。あ、でも、タカスギの社員はみんなアタシがこうだって知ってるのよ？　だから蓮だって、アタシのことオリーブって呼ぶでしょ？」

　オリーブはそう言って、ぺろっと舌を出してみせた。

「あの、それで……」

（それと今夜のパーティーと、どういう関係があるんだろ……）

「的場ちゃんはね、ホテルのドレスショップで働いているの。前にお客様が外部から持ち込んだプリザーブドブーケが色落ちしてレンタルのドレスを汚したことがあったらしくてね。プリザーブドフラワーの色落ちはどのくらいの確率で起こることなのかって相談されたことがあるの。プリザは色鮮やかだけど、着色しているから布や素肌に触れると濃い色のものは簡単に色移りするってこと、お客様も的場ちゃんも知らなかったのね。それから時々、飲みに誘われるようになったのよ。彼女、アタシのこと好きみたい」

「えっ？　好きみたいって……」

　オリーブは簡単に言ってのけたが、四葉はそれを聞いて少し複雑な気持ちになる。

「的場ちゃんなら、カクテルドレスの一着や二着、すぐになんとかしてくれるわよ」

「あ、ありがとうございます」

「いいのよ、彼女、アタシが電話しただけで喜んじゃって、かわいいの。アタシが男なら間違いなく惚れてたと思うわ」

　肩をすくめてぶりっ子ポーズをしてみせながら、顎ひげをなでるオリーブ。

「あの、その方は、オリーブさんのことを本当に普通の男の人だと思ってるんですよね……？」

「そうよ」

「それって、ちょっと気の毒な気がするんですけど……」

　思いきって四葉が本心を口にすると、オリーブは言った。

「アタシ、ちゃんと言ってあるもの。好きな人がいるからって。それでもめげずに誘ってくるんだから、なかなかの女よ。まぁ、だからかわいいんだけどねー」

「えっ、オリーブさん、好きな人いるんですか？」

（それ、男の人ってことなのかな……？）

「いるわよ。まぁ、かなわぬ恋だけどねー」

　そこまで言うと、オリーブは鼻歌を歌いながらアレンジに水をさし始めた。

（かなわぬ恋か……。どんな人なんだろ……）




「織部さんっ！」

　上下黒のパンツスーツの胸もとには、ゴールドの【的場】というネームプレートがついていた。ウエストはキュッと締まってすごく華奢なわりに、バストはなかなかのボリュームがある。胸まである髪は綺麗に巻かれ、片方にシュシュでまとめられている。オリーブを見るやいなや駆け寄ってきた彼女は、ぱっちりとした目もとにパステルカラーのアイメイクがよく似合う美人だ。

（かわいい人ー。グラビアアイドルみたい……）

　仕事を大急ぎで片づけて私服に着替えた後、四葉はオリーブに連れられてホテルの中にあるドレスショップにやって来ていた。

　ここではウエディングドレスのオーダーメイドから、着物やドレス、招待客用の衣装のレンタルまで取り扱っていて、今日はタイミングよく例の的場ちゃんが受付を担当しているらしい。

　オリーブは細身のパンツに細身のシャツをさらりと身にまとっていて、どこかの男性誌のモデルのようにも見える。

「的場ちゃん、久しぶり」

　完璧にイケメンモードにシフトチェンジしたオリーブが、甘い声で話しかけると、駆け寄ってきた彼女の視線が隣にいる四葉に注がれた。

（あ、あれ？　なんか、怖い……。ひょっとしてなんか勘違いされてる？）

「この子はうちの新人なんだ。急なパーティーに着ていくものがないらしくて、なにか適当なドレスかワンピースを選んでやってくれない？　的場ちゃん以外に頼める人がいなくてさ」

「へえ、彼女もお花屋さんなのね」

　冷ややかな視線が降り注ぐ。「的場ちゃん」に敵視されているのは間違いないらしい。

「初めまして、美山といいます。急なお願いで申し訳ありません……」

　居心地の悪さに冷や汗をかきながら、ぺこりと頭を下げる。

「サイズは九号ね？　どんなパーティーに行くの？」

　全身をさっと見ただけで、サイズをあてられてしまった。スリーサイズもだいたいわかっているだろう。四葉は思わず赤面した。

「え！　はい……。えと、ホテルでお誕生日パーティーだそうで……」

「誕生日パーティーね。ホテルの会場でするなら、やっぱりそれなりのものを着ないとね。わかった、任せて」

　任せて、のところではもう完全にオリーブのほうを見つめている。ニコニコと笑ってはいるけれど、四葉を見る目はどこか品定めしているようでもある。

「さすが的場ちゃん。助かるよ」

（オリーブさん、いつもと別人だよ……）

「織部さんの頼みだもん。断れない」

　的場ちゃんは腰をくねらせてオリーブに寄り添っている。

「俺のお気に入りの新人ちゃんだから、かわいがってやってよ、ね！」

　オリーブが四葉の肩に手を置いて言うと、その途端、あからさまに的場ちゃんの顔が引きつった。

（ちょっと、オリーブさん！　余計なこと言わないでよ！）

　見ると、アタフタする四葉を見下ろして、オリーブがニヤニヤと笑っている。

（オリーブさん、まさか、わざと？）

「チッ」

（……えっ、今、的場さん、舌打ちしなかった……？）

　殺伐とした雰囲気に耐えられず、四葉はオリーブに助けを求める視線を送った。

（オリーブさん！　お願いだから彼女を怒らせるようなことしないで！）

　オリーブはそれを見て、一瞬プッと噴き出し、的場ちゃんの肩を優しく抱き寄せた。

「あん、織部さんっ」

　わざとらしい声で、的場ちゃんがオリーブに寄りかかると、オリーブは彼女の耳もとで言った。

「的場ちゃんのセンスで、この冴えない新人ちゃんをなんとか綺麗にしてやってくれよ。新人ちゃんをパーティーに送り出したら、俺と的場ちゃんはふたりで食事でもしよう。なっ？」

　完全なイケメンボイスでささやかれ、的場ちゃんはとろんとした目でオリーブを見上げる。

「わかったわ。あたしに任せて。この冴えない童顔ちゃんを完璧に綺麗にしてみせるから。そしたら織部さん、あたしと……」

　的場ちゃんがなにか言いかけたところでオリーブはスッと的場ちゃんから体を離し、四葉のうしろに回って背中をトン、と押し出した。

「はい、じゃあお願い。俺はここで待ってるから」




「我ながら、完璧だわ。あなたのガキっぽい童顔と凹凸のない幼児体型が完全にカバーされてるし、線の細さと身長の低さもそれなら逆にドレスにマッチしてプラスの印象になる」

　オリーブの前にいるときとは百八十度変わった厳しい口調に冷静な表情で、的場ちゃんが鏡の前で腕組みをして言った。

　四葉が身につけているのは濃いグリーンの膝上丈のカクテルドレスだった。

　ウエストに絞りのない、すとんとしたシルエット。ドレス全体に細いプリーツが入っていて、歩くとふわふわと裾が広がるようになっている。首もとが広めに開いていてデコルテが綺麗に見え、クリスタルのビジューがついているおかげでネックレスも不要だ。

　足もとは九センチヒールのモスグリーンのラウンドトゥパンプスで、これにも控えめなビジューが施されている。

「すごい。綺麗なドレス……」

　自分が持っている二次会用のドレスとは大違いだ。こんなに高そうなドレスは着たことがないし、自分で選んだとしてもこんな色やデザインのものは選ばないだろう。

　鮮やかなグリーンのプリーツドレスは、自分で言うのもなんだけれど、四葉の顔と体型にとてもよく似合っていた。

「あたり前じゃない。あなたに似合うものを探すのは、苦労したのよ。あ、歩くときは背筋を伸ばして、膝をすり合わせるように歩くのよ」

「あ、はい！　わかりました！」

　四葉の全身をくまなくチェックする厳しい視線は、やはりドレスのプロのものだ。

（やっぱり、ホテルの一流ドレスショップの人は違うんだな……）




「うわー！　いいじゃん！　さすが的場ちゃんだよ！」

　そろそろと歩きづらいパンプスでフィッティングルームから出てきた四葉を見るなり、オリーブが声をあげた。

「本当ですか？　オリー……織部さん」

（危ない危ない！　オリーブって言っちゃうとこだったよ）

　照れながら自分の全身を眺めている四葉に、的場ちゃんが釘を刺す。

「背筋伸ばして！　ドレスが台無しよ！」

「あっ、す、すみません！」

　慌ててぴしっと背筋を伸ばした。オリーブはくっくっと笑いをこらえている。

「あとはヘアスタイルとメイクが問題だけど。あなた、自分ではできなさそうね」

　的場ちゃんは、あきれたように四葉を眺めている。

　肩までのボブはそのままではふわふわとまとまりがないし、メイクはいつも、簡単なチークとリップくらいしかしたことがない。

　四葉が「はい……」とうなずくと、オリーブが「じゃあ、俺がやるよ。こう見えて、かなり器用だから俺」と胸を叩いてみせた。

「織部さん、そんなこともできるの？　素敵ー！」

　的場ちゃんはオリーブを見つめてうっとりとしている。

　オリーブは四葉を鏡の前の椅子に座らせた。そして、バッグの中から大きなメイクポーチを取り出した。

「織部さん、こんなものまで持ち歩いてるのね」

「素敵だ」と言わんばかりに、的場ちゃんはオリーブをじっと見つめている。

（オリーブさん、メイク道具なんか出したら……）

　四葉の心配をよそに、的場ちゃんはオリーブのポーチの中身を興味津々といった表情で覗き込んでいる。

「やっぱり、花の仕事をしている男性って美的感覚が優れているんだわ！　女性のメイクまで研究しているなんて……。織部さん、すごい」

　頰を赤らめて的場ちゃんがつぶやくと、オリーブが「まあ、ね」と意味深な笑みを浮かべた。

　椅子に座らせた四葉の髪をピンで何カ所かとめ、ポーチから取り出した下地クリームとリキッドファンデを混ぜ合わせ、四葉のおでこと頰、顎にちょんちょんとのせていく。

　器用に指先でそれを伸ばし、艶のあるパウダーを軽くはたく。四葉がされるがままになっているうちに、ビューラーでまつ毛をグイグイと持ち上げられ、マスカラとブラウンのシャドウでナチュラルなアイメイクが施された。

「最後にチークで完成……っと」

　あっという間にドレスにも映えるナチュラルメイクが完成し、鏡の中には見たこともないほど洗練された自分の姿が映し出されていた。

「あとは、ヘアスタイルか。的場ちゃん、コテある？」

「もちろん、毎日持ち歩いてるもの。ちょっと待ってて」

　的場ちゃんがすばやくヘアーアイロンを持って戻ってくると、四葉のふわふわとした落ちつきのないボブヘアーが見事なミックス巻きの華やかなスタイルになり、オリーブの手でキュッとポニーテールにまとめられた。

（オリーブさん……すごい……！　なんで？　なんでこんなことできちゃうの!?）

　四葉は口をあんぐりと開けて鏡の中の自分を見た。

　的場ちゃんはというと、「織部さん、スゴイ！　また惚れ直しちゃった！」と言いながらオリーブの腕にしがみついている。

「さ、パーティーに行っておいで、シンデレラ」

　右腕に的場ちゃんをぶら下げたまま、オリーブが笑った。

「十二時の鐘が鳴るまでに、帰ってくるのよ」

　おどけた表情で魔女の口ぶりを真似たオリーブの声は、完全にいつものオリーブだ。的場ちゃんはそれがオリーブのジョークだと受け取ったらしい。

「ありがとうございます！　オリー……織部さん！　いってきます！」

　四葉がぺこりと頭を下げると、的場ちゃんには見えないようにオリーブがウインクをしてみせた。




　毎日出勤しているホテルに正面玄関から入るのは初めてのことだった。

　慣れない九センチヒールに苦戦しながらも、的場ちゃんに言われた通り、できる限り背筋を伸ばして膝をすり合わせるようにして歩いている。

（転ばないように気をつけなくちゃ……）

　ロビーはディナーやパーティーの待ち合わせの人で賑わっている。美しい庭園とおしゃれな外観、大きくはないものの隠れ家的な雰囲気が人気だというこのホテルグレースは、ディナータイムになるとわけあり風なカップルや芸能人がお忍びでやって来ることもあるらしい。

　ロビーにいるドレスアップした人たちの中には、四葉と同じ、夢野光一のパーティーに出席する人もいるのだろうか。

　ロビーにあるティーラウンジで、蓮と待ち合わせだ。約束の時間よりもまだ十五分早い。ホテルでドレスに着替えることができたおかげで、どうやら蓮より早く着くことができたらしい。

（よかった。一度帰ってたら、遅刻だったかも。高杉さんは、マンションに戻って着替えてから来るのかな？）

　蓮なら、どんな服を着ていようがその場にいる誰より品格があるように見えるだろう。そんな人と、一緒にパーティーに出席させてもらえるなんて夢みたいだと四葉は思った。

（大丈夫。オリーブさんだって似合ってるって言ってくれたし）

　鏡張りになった柱に映る自分の姿は、グリーンのドレスに高いヒール、メイクの施された顔とアップにしたヘアスタイルでいつもとは別人だ。

（タカスギの社員として恥ずかしくないように振る舞わなきゃね……）

　約束のティーラウンジに入るとウエーターが席に案内してくれる。

　メニューを開くとドリンクの値段に四葉は思わず目をぱちくりさせた。

（ココア一杯で、この値段……？　やばいどうしよう）

　オフィス街のランチでも、このラウンジのココア一杯より安く食べられる、そんな値段だ。

（これじゃあ、なにも頼めないよ）

　店に入ってなにも頼まないわけにはいかない。

　ミネラルウォーターの入ったグラスを持ってきたウエーターと目が合った。

「あ、あの私、やっぱり……」

　慌てて席から立ち上がりながら言った。

「どうかされましたか？」

　ウエーターが心配そうに声をかけてくれる。

「すみません、私、やっぱりロビーで待ちます。ごめんなさい」

　ウエーターに頭を下げて、逃げるように店を出る。待ち合わせはこの店だけれど、店の前で待たせてもらおうと思った。メニューの金額に驚いて店を出たことがバレてしまったかもしれないが、それも仕方ない。

（あんな高いドリンク、もったいないよね。節約しなきゃ……）

　店を少し離れた場所に来て、ほっと胸をなで下ろしていると、突然、背後から誰かに両手で目隠しをされてしまった。

「きゃあっ！」

　いきなり目の前が真っ暗になり、思わず声をあげてしまう。

「そんなに驚かなくても」

　目隠しをされたまま頭の上から聞こえてきたのは、少し低めの優しい声。聞き覚えのある声だ。

「え、……副社長？」

「お、正解だ。やるじゃないか」

　そっと目隠しをしていた両手をはずされる。振り返ると、品のいいスーツを着た王子様が微笑んでいた。

「別人かと思ったよ。すごく綺麗だ」

「副社長、どうして？」

　真っ赤になりながらも、涼についつい見とれてしまう。

　人通りの多くなってきたロビーで、身長が高く整った男らしい顔立ちの涼は、やはり目立つ。スーツもいつもよりフォーマルなものを着ているからか、いつも以上に洗練された印象だ。

「高杉に、美山を誘ってあると聞いてね。美山は俺が連れていくと言ってきた。俺も今日はこのパーティーに出席する予定だったから」

「……そうなんですね」

「なんだ。俺のエスコートじゃ不満か」

「まさか！　そんなはずありません！」

「じゃあ、行くぞ。今日はタカスギの役員も多く出席するし、高杉蓮の婚約者も来るはずだ。俺の相手役がお前みたいな子どもで大丈夫かとも思ったが、見違えた。いいドレスだな」

「えと、オリーブさんのお友達の方に選んでもらいました」

「なるほどね。だからか。このドレスが似合うなんて普通、自分ではわからないからな。プロの仕事だって思ったんだ」

　涼はふっと笑い、四葉に左腕を差し出した。

「どうぞ。参りましょう、お姫様」




　ついさっきまで、この会場のテーブルフラワーを必死になって作っていた自分がドレスアップしてそのパーティー会場に立っている。しかも、隣には王子様。

（すっごーい！）

　装花を納品したときにはなかった豪華な食事やキラキラと輝くワイングラス、たくさんのドレスアップした人たちの目の前には、色とりどりのマカロンでできたツリーや宝石のようなケーキがひと口サイズに美しく盛りつけられている。

　食べきれないほどのカラフルなチョコレートがテーブルを埋め尽くすように並び、会場は甘い香りで満ちている。

　オレンジを基調とした高杉蓮のフラワーアレンジは、バラとベリー系の実物が合わさって、キラキラとしたスイーツの中でまるで花がケーキの一部であるかのように、会場になじんでいた。

（だから、アレンジに実物をあんなにたくさん使ったんだ……）

　会場が煌びやかなスイーツで埋め尽くされることを計算したうえで、あえてベリー系の実物を使ったアレンジで統一した会場装花は、立食形式のパーティーで見事にたくさんのスイーツをうまく引き立てている。

（……すごい！　やっぱり高杉さんって……）

「彼女が夢野光一の奥さんだよ」

　涼がこっそり指差した先には、背が高く美しい女性が、艶あでやかな着物を着こなして立っていた。周りにたくさんの人が集まっていて、花のように笑っている。彼女が、この華やかなパーティーの主役なのだ。

「わぁ……綺麗ですね」

　四葉が見とれているうちに、高砂席の横のマイクに向けてコックコート姿の夢野光一が乾杯の挨拶を始めている。

（わ、本物の夢野光一だー！　テレビとおんなじだ！）

「本日は、私の妻の誕生日と、私たち夫婦の結婚記念日にお集まりいただき、ありがとうございます！　新作のケーキとチョコレートをご用意しましたので存分にお楽しみください！」

　用意されたシャンパングラスを手に、雰囲気にのまれて呆然としていると、涼が四葉のグラスに自分のグラスを近づけた。

「乾杯」

「あ、はい、か、乾杯……」

　口に含むと、爽やかなシャンパンの味が脳に直接アルコールを運ぶ感覚がする。

「わ……」

　思いがけず足もとがふらついたせいで、涼にもたれかかる形になってしまった。

「おい」

　涼が四葉の背中に手を回し、危うく倒れそうになったところを助ける。

「わ、すみませんっ！」

「まさか、酒が飲めないなんて言うんじゃないだろうな？」

「いえ、そんなことないんですけど……」

（ヒールが高すぎてよろけちゃったよ……）

「そうか、ならよかった。ほらこれ、食べてみろ」

　涼が手に取ったのは、鮮やかなオレンジ色をした小さなチョコレートだ。

「ほら、あーん」

（……あーんって……）

　言われるがままに口を開けると、舌の上に転がってきたチョコレートの、甘酸っぱい爽やかな香りが口の中いっぱいに広がった。

（この香り……）

「柚子のチョコレートだ。シャンパンにも合うぞ」

　言われてみると、口の中に広がる香りはさわやかでなんとなく懐かしい、柚子の香りだ。

「おいしい！」

　あまりのおいしさに頰が落ちそうだ。四葉が至福の瞬間を味わっていると、どこからか刺すような強い視線を感じた。

　辺りを見回すが、人が多すぎてわからない。

　四葉がたくさんのスイーツに目を輝かせているのを見ながら、涼はククッと肩を震わせて笑った。

「まるで子どもだな。ほら、ほかにもたくさんあるから、好きなだけ食べてこい」

「やったあ！」

「その服、汚すなよ」

「そうでした。気をつけます……」

　改めて広いパーティー会場を見回すと、芸能人や見たことのあるファッションモデル、政治家の姿もある。

（すっごーい！）

「清水副社長」

　うしろから、涼が呼び止められる声がして、四葉も振り返る。

　そこには真っ赤なミニのタイトなドレスを大胆に着こなした、長身の美女の姿があった。強い目力で、四葉の顔を射抜くように見下ろしている。口もとは笑っているが、目は完全に獲物を捕らえた鷹のような……。

（……あ、この人、この前本社で……）

「なんだ、君も来てたのか」

　涼が笑顔で答えると、彼女は四葉をあからさまにずいと押しやり、間に割り込んだ。

「あら、来るってお話ししたじゃありませんか。もう、忘れっぽいんだから、副社長ったら」

　彼女の話しぶりを聞いて、やっぱりそうだと確信した。彼女はつい先日、本社で四葉を「アルバイトの子」と呼んで一蹴した、あの女性社員に間違いない。

　涼に寄り添う姿はまるでレースクイーンのようで、そのゴージャスな見た目は芸能人といってもおかしくなさそうだ。

「このお嬢さんは、どちら様？」

　完全に勝ち誇った表情で四葉を見下ろして、彼女が言った。四葉にあの言葉を浴びせたことはおろか、もう四葉に会ったことなど覚えてさえいないのだろう。

「ホテル事業部の、美山四葉。高杉蓮のアシスタントだ。こないだ本社で会っただろ？　美山、こっちは、鈴すず木きマリエ。本社の営業部の主任だよ。女性だが、仕事は男以上にできる」

　涼が四葉とマリエと呼ばれた女性を交互に見ながらそう言った。

　マリエは「あら、男以上に仕事ができるなんて、なんだか感じが悪いじゃないですか」と微笑んで言う。

「本当のことだ。そのへんの男よりよっぽど役に立つよ」

　まんざらでもなさそうな涼の顔を見て、四葉はなぜかすごく悲しい気持ちになってしまう。

（……なんか、私の入る隙なんてないって感じだな……）

「すみません、ちょっとむこうのケーキを食べてきてもいいですか」

　涼に密着するマリエの姿を見るのが我慢できなくなって、四葉は苦し紛れにそう言ってその場から逃げ出した。




　その後は、もうほとんどやけ食いに近い状態だった。

　自分でもびっくりするほど、もう半年は甘いものは食べられなくてもいいやと思えるほどスイーツを満喫した。

　時折どこかの誰かに挨拶に行ったり呼び止められたりしては、そのたびにどこかのテーブルのまだ食べていないスイーツを手に持って戻ってくる涼。それに寄り添うようについて回るマリエの姿。

　シャンパンとワインと甘いもの。その繰り返しで、四葉はだんだんと心も体もフワフワと宙に浮いているような感覚に陥った。

（やばい、ちょっとだけ酔ってきたかも……）

　パーティーもそろそろ終盤に差しかかった頃にはもうすでに、四葉は自分の足が地面を踏みしめる感覚をなくしていた。

　お酒を飲みすぎた記憶はないけれど、たしかにリキュールの入ったチョコレートはたくさん食べた。

「あの、大丈夫？」

　四葉の足もとの変化を察知したらしい近くにいた女性が、さりげなく体を支えてくれた。その人の足もとの、ピンクベージュのかわいらしいパンプスが目に飛び込んでくる。「ごめんなさい」といって見上げると、本当にすぐそばに、天使みたいな女の人の顔があった。

「すみれさん！」

　驚いて、四葉は思わず大声で叫んでしまった。

　体を支えてくれた天使のような笑顔の女性、それはこのホテルグレースの庭で二度出会って話をした、あのすみれだったのだ。

「四葉さん！」

　思わぬ再会に喜ぶすみれの顔を見て、四葉は言った。

「すみれさん、どうしてここに？」

「ああ、そうよね、四葉さんは、知らないのよね」

　目の前の天使が、ふふっといたずらっぽく微笑んでいる。

　四葉が首をかしげていると、いつのまにかそばに涼が立っていて、ふたりを交互に見てから驚いた表情で言った。

「美山、すみれさんと知り合いだったのか」

「え？　副社長も、すみれさんのことご存じなんですか？」

「なに言ってるんだ。彼女は高杉蓮の婚約者だぞ」

「……ええええええっ！」

　少し離れたところには、蓮の姿も見える。

（てことは、すみれさんの言ってた好きな人って、高杉さんのことだったの……？）




　夢のような時間はあっという間に過ぎ、気づけば涼とふたり、ホテルの庭園を肩を並べて歩いていた。

　お酒と甘いものと気分の高揚でふわふわと地に足が着かない四葉に、「少し外の風にあたったほうがいいぞ」と涼が言ってくれたからだ。

　火照った体に春の夜の風が心地いい。

　美しい庭園の小道を歩いて空を見上げると、満天の星が輝いていそうに思えるのに、空には少しの星しか見えない。空をみることでようやく、ここが都会の片隅にあるオアシスのような場所だと気づく。

「このホテルの庭園は、本当に素敵ですよね。初めてここに来たときに私、感動しちゃったんです。なんて素敵なんだろうって。まるで、秘密の花園だって」

「秘密の花園、か」

　涼がふっと息を吐き出した。

「いつかもお前は、そう言っていたな」

（いつかって、もしかして、あのときのこと……？）

　目が合うと、涼は言った。

「あの日、俺と会ったこと、覚えてる？」

「もちろんです」

「そうか」

　涼はふっと立ち止まる。先を歩いていた四葉が振り返ると、手を伸ばした涼に右手をつかまえられてしまう。

「えと、副社長……？」

　つかまえられた右手が、心臓になったような気がした。

「俺の造ったものを、一番に心から褒めてくれたのはお前だった。俺が初めて、一から設計して形にした庭が、あの小さな庭園だったんだ。デザインしたとき、俺の中でもテーマがあった。それが『秘密の花園』だった」

「えっ？」

　涼は心の底から幸せそうに、優しい眼差しで四葉を見つめた。

「お前にまた会えたとき、これは運命だって思ったよ」




「あら四葉ちゃん、おはよう。パーティーはどうだったの？　夢野光一、どうだった？　やっぱりイケメンだった？」

　翌日、四葉が出勤するとオリーブがいつもの調子で軽快に話しかけてきた。

　ぼうっとしていた頭を無理やり起こされたような感覚に、思わず「えっ」とつぶやいてしまう。

「あ、ああ、えーと、夢野光一は、すごいイケメンでした。奥さんも、めちゃくちゃ綺麗で、お菓子ももう、嫌ってくらい食べました」

「そう。やっぱり奥さんも美人なのねー。で、ドレスはどうだったの」

「あ、もうそれは、はい、オリーブさんのおかげで！　副社長にも褒めてもらえましたし……」

　そこまで言って、昨夜のことをまた思い出してしまった。

（……副社長が、私とのこと、運命だなんて……）

　ガラスベースを磨きながら、四葉は頭にこびりついた涼の手のぬくもりや、近くで見た涼の肌のなめらかさをなんとか振り払おうとした。

　昨日の晩から、涼のことが頭からちっとも離れない。自宅に帰ってからもほとんど眠れなかったほど。おかげで今朝は思いきり寝不足だ。

「それはよかったわ。アタシも張りきった甲斐があったわね」

　オリーブは満足そうに笑っている。

「そういえば、オリーブさん、あの後本当に、的場さんと一緒にお食事に行ったんですか？」

「ええ、行ったわ。なかなかのいいレストランよ。四葉ちゃんも今度一緒にどう？」

「え、的場さんも一緒にですか……？　それはちょっと……」

「あら、どうしてよ」

「どうしてもこうしても、的場さん、私に対する敵対心がすごすぎて、怖いです。私、絶対にライバルだと勘違いされてますよ」

　織部さんバージョンのオリーブは、たしかに魅力的な男性だった。

　普段の彼を知っている四葉としては、彼女にライバル視されるのはとんだとばっちりである。どうやら本気でオリーブに恋をしているらしい彼女に四葉は心底同情してしまう。

「また無駄話してるの？」

　あきれ顔で作業場に入ってきたのはカオルだ。いつもに増して美しく見えるのは、長い髪を高く結い上げているからだ。

「無駄話じゃないわよ？　カオルも今度、よかったら一緒にどう？　いいレストランを見つけたの」

「私は遠慮するわ」

「冷たいわねえ、カオルは」

「そんなことより」とカオルが四葉に向かって言った。

「ロビーの生け込みを取り替えるから、美山さん、一緒に来て」

「えっ、あ、はい！」

（一緒に連れていってもらえるんだ！　やった！）

　ロビーの生け込みは、高さのある壺に枝物や大振りな花を使っている。いつもはカオルがひとりで行くので四葉は解体と花器の洗浄以外はしたことがない。

「あら、カオル、四葉ちゃんを連れていくの？」

「そうよ。早く戦力になってもらわないと困るもの」

　カオルはぷい、とそっぽを向いて答える。四葉は思わず顔が綻んだ。

「カオルがまともに新人教育するなんて、どういう風の吹き回しかしらねー」

　オリーブはカオルをからかうように言っている。

「さっさと準備して。置いてくわよ」

「は、はいっすみません。よろしくお願いします！」

　四葉は慌ててカオルの後を追いかけていく。

　ロビーにある壺に生け込んである、グリーンのアンスリウムに雲龍柳、ニュウサイラン、オンシジュームなどを華やかに組み合わせ、うねりと直線が印象的なカオルの生け込みは、まだそれほど傷んでいないように見える。

「もう取り替えちゃうんですか？　まだ枯れてないのに……」

　もったいないな、と思いながら四葉は言った。

「枯れてからじゃ遅いの。そんなこともわからないの？」

　周りに客がいないことを確認し、壺を台から床に下ろし、小さな花を落とさないよう慎重に、すばやくオンシジュームを抜き取っていくカオル。

「どうしてですか？　まだ綺麗なのに、もったいない……」

「あのね、ここはあなたの家じゃないの。たとえばホテルで働いている人間は、この場所を毎日通るしこの花を毎日見るかもしれないわ。だけど、お客様は違うのよ？　年に一度しかこの場所に来ないお客様もいる。そのたった一度でも、ロビーで傷んだり枯れた花を見たお客様は、二度とこのホテルには来ない。私たちはね、ホテルの従業員の目を楽しませるために花を飾っているんじゃないの。ホテルに来るお客様に、一瞬の美しさを提供するために花を飾るのよ」

　カオルはその間も休まず手を動かし続けている。新しく持ってきた花をすばやく生け込み直していく。

「壺生けの場合はまず枝物から。壺の口径にうまく固定されるようにスパイラル気味に差して。茎の曲がり具合を見て、どこまで出すかは調整して。次にお客様の目線が集まるフォーカルポイントとトップの高さを決めて、メインの花を入れていくの。フォーカルポイントには、一番綺麗に咲いているものを選んで」

　カオルはナイフで茎に切り込みを入れながら、次々と花を差していく。そのスピードに、四葉は思わず見とれてしまった。

「ちゃんと見て。今度はあなたがやるのよ？　時間がかかりすぎるとみっともないわ。生け込みをしているときは、パフォーマンスだと思って。見られていることを意識して、けっして花を雑に扱わないで」

　カオルは少し離れて花のバランスを確認し、また生け込みを始める。遠くから見ても華やかで洗練されたアレンジが完成されていく。

「ラインを作る花には花落ちのするものはあまり選ばないこと。床が汚れるわ。ユリを使う場合は少しでも蕾が開いていたら、花粉はすべて取ってしまうこと。花びらが汚れるし、万が一お客様の服や体に触れたら汚れてしまうから」

「あ、はいっ」

　四葉は慌ててメモを取る。メモを見ながら生け込みをするわけにはいかないから、これは全部暗記しなければならないだろう。

「グリーンは、葉の大きいものを下に、壺にかかるようにするとうまくバランスが取れる。ロビーは冷暖房が効いているから、花持ちは普段より悪いと思って。少しでも傷みのある花は使わないで」

「はい、わかりました」

　生け込みをしているカオルの立ち姿は美しく、たしかにそれ自体がパフォーマンスに思えた。これなら、作業をしていても汚らしくは見えない。

　それどころか、カオルがいることで花がよりいっそう、綺麗に見えるから不思議だ。

「生け込みは、パフォーマンスっと」

　四葉はカオルの美しい後姿を見ながらメモを取り、次に持ってきた水差しで壺に水を足していく。水には花の鮮度を保持する薬品を混ぜてある。壺の縁にぎりぎりまで花を入れているため神経を集中させて水を注ぐ。万が一、水をあふれさせて床を濡らしてしまっては大惨事だ。四葉の真剣な表情を見下ろして、カオルがふっと微笑んだ。




　観葉植物の葉に霧吹きで水をかけてやり、鉢の土の表面が乾いているものにはたっぷりと水を与えてやる。切り花のガラスベースの水を新しいものに入れ替える。

　蓮の部屋で、レッスンのたびに四葉が行っているメンテナンスだ。

　切り花が傷んでいたら新しいものに取り替える。週に一度はアレンジの総入れ替えをして、部屋のイメージを一新する。蓮に与えられたこの仕事のおかげで、四葉の技術が格段に上達したことは、この一連の作業時間が短縮できるようになったことからもあきらかだ。

　ホテルでの仕事が始まってからというもの、ほとんど毎日この部屋にやって来ている四葉だが、昨日のパーティーで会ったすみれのことを思い出すと、ふと考えてしまうことがある。

　すみれは、好きな人の部屋に毎日女性が出入りしているということを、どう思っているのだろう。

　自分なら、とふと想像してしまうのは、やはり涼の姿だった。涼の部屋に、毎日女性が出入りしていたらと思うと、四葉は胸が苦しくなった。

「レッスンを始めるよ」

　ダイニングテーブルに花と資材を広げ、準備万端整えた蓮に声をかけられ、はっと気づく。

　何分も、同じゴムの木の葉を拭き続けていたのだ。

「すみません。お待たせしました」

　ダイニングテーブルの上には細長いワイヤーとワイヤーをカットするためのクラフトバサミ、水を張った皿と、丈夫なティッシュ、カーネーション、レザーファン、それにフローラルテープが並べられている。フローラルテープの色はブラウンだ。

「ヘッドドレスのパーツは髪につけるものだから、ワイヤーをブラウンのテープでカバーするんだ。見てて」

　蓮が言った。

　カーネーションを分解した花びらと、レザーファンの葉を一枚、バラバラの花びらはひとつの花のようにまとめ、レザーファンはトップと下の葉に切り分け、葉と茎の間に細長いワイヤーを引っかけて、くるくると巻きつける。茎の切り口に水で濡らした丈夫なティッシュを少し、その上から、ブラウンのフローラルテープを巻きつけて、ワイヤーが完全に見えなくなればフラワーパーツができあがる。

　蓮は流れるような手さばきで、いとも簡単にそれをやってみせたが、四葉にとってはひとつひとつの工程が複雑すぎるように思えた。

「ほら、できた」

　完成したフラワーパーツを手に、蓮が四葉の背後に回り込む。

　四葉の髪を首筋から持ち上げ、手もとにあった輪ゴムで縛ると、くるんと手先に巻きつけて簡単なアップヘアにしてしまう。その髪の、右耳のうしろ側に先ほど作ったばかりの生花のヘッドパーツを蓮が自分の手で飾りつけた。

　部屋にある鏡で見てみると、髪に花をあしらったお姫様のような気分になった。

「わあ！」

「うん、いいね」

　鏡越しに蓮と目が合った。

「ああ、そうだ。いいことを思いついたよ」

　蓮がそう言って、にこっと微笑む。四葉が首をかしげると、蓮は言った。

「来週、涼のバースデーパーティーがあるんだ。そのパーティーのフラワーアレンジを、君にすべて任せるよ」

「えっ！　副社長の誕生日パーティーのお花を、私が？」

「ああ。練習にもなるし、ちょうどいいだろう。デザインもすべて君に任せるよ。一応サプライズパーティーだから、他言無用だよ、いいね」

「ありがとうございます！　がんばります！」




　レッスンが始まって、二ヶ月半が過ぎていた。直営店舗がもっとも忙しくなる五月の母の日を過ぎ、本社の忙しさも落ち着いたらしい。

　ホテルロビーの生け込みにもひとりで行かせてもらえるようになり、定番のオールラウンドのテーブルフラワーなら任せてもらえるようにもなった。

　まだ本番用は作ったことはないけれど、ブライダルブーケもラウンドタイプなら作れるようになった。

　ワイヤーの使い方にも慣れてきた。簡単なヘッドパーツは担当させてもらっている。

　その日、オリーブが四葉に言った。

「高杉蓮の婚約披露パーティーには、このホテルを使うことに決まったそうよ。フローリスト・タカスギの社員と関係者を招いて、盛大に行うんですって」

「婚約披露、パーティー？」

「ええ、そう。挙式と披露宴の前に、一度タカスギの社員を招待してパーティーがしたいって、花嫁の強い希望だそうよ。なんでも、ホテルの庭園でドレスを着て写真撮影がしたいとかでね。前撮りも兼ねてってことでしょうけど」

「四葉ちゃんと、アタシとカオルは、パーティー当日の会場装花っていう大きな仕事がある。その後のパーティーには、アタシたち三人も出席することになってるわ」

「えっ！　私たちも、パーティーに出席するんですか？」

「ええ、そうよ」

「ちょっとドキドキしちゃいますね」

　今までがんばってきたレッスンの成果を発揮する大きな舞台が、まさか高杉蓮の婚約披露パーティーになるなんて、思いもしなかったことだ。

　幸せいっぱいの婚約披露パーティーに、花を添えること。

　こんなに素敵な仕事はない。しかもそのパーティーに、招待客として出席することができるなんて夢みたいだ。

　だけど、気がかりなことがひとつある。

　肝心の、すみれと蓮の気持ちは、通じ合っているのだろうかということだ。

　すみれは蓮のことが本当に好きで、その気持ちは両家の都合とはまったく関係のないものだ。

　それに対して蓮は、ほんとうにすみれのことをわかっているのだろうか。

　蓮の口から、婚約者の話を聞いたことは一度もないし、どこか恋愛にたいしてクールなイメージがある蓮が、すみれに気の利いた愛情表現をしてやっているとは到底思えない。すみれが不安に思うのも無理はないと、四葉は思った。

　だからといって、こちらからすみれの話を蓮にするのはあまりにもハードルが高いようにも思える。すみれのことはもう他人とは思えないだけに、どうしたものかと、蓮の顔を見るたび四葉は頭を抱えてしまうのだった。

「それにしても、あの蓮が結婚とはね。世界一結婚生活が似合わない男だと思うけど」

　オリーブが、くっくっと笑いながら言った。オリーブが笑うと、四葉もつられて笑ってしまう。

「たしかに。高杉さんって生活感がないというか、こたつでみかんとか、豚の生姜焼きとか、ちゃぶ台とか、似合わないですよね」

「ちょっと四葉ちゃん、こたつにみかんはわかるけど、ちゃぶ台って何年代よ」

「だって想像してくださいよ、高杉さんのちゃぶ台返し」

「ちょっとやめてよー、笑い止まんないじゃない」

「そこのふたり、無駄話してないで仕事」

　盛り上がる四葉とオリーブに、カオルが喝を入れる。途端にしゅんとする四葉と、にやりと笑うオリーブ。四葉はカオルに頭を下げる。

「すみません。調子に乗りすぎました」

「もう、カオルったら、厳しいわね。学級委員じゃないんだから」

「やってたわよ。小中高の十二年間」

　さらっと答えたカオルに、一瞬オリーブの顔が引きつった。

「ほんとなの？　冗談のつもりだったのに」

「中高は生徒会長もやってたわ」

　カオルの才色兼備と他を寄せつけない冷静さは、幼少期からすでに完成していたものだったのだ。四葉は改めて、カオルを尊敬の眼差しで見つめた。

　ホテルグレースのスイートルームで行われることになっている、涼のサプライズバースデーパーティーは、三日後に迫っていた。

　蓮が企画したサプライズなら、社内の人間がたくさん来ることになっているに違いない。なにしろ副社長の誕生日パーティーだ。スイートルームを貸し切りにするほどだから、大勢の人が集まるのだろうと、四葉はここ何日も、そのことで頭がいっぱいだった。

　本社の人間に自分の作ったものを見られるというのは緊張するし、主役である涼が、自分の作ったアレンジを見てどう思うかは、もっと気になる。

　自分のことを応援してくれているということは、口数の多くない涼の言動からでも痛いほど伝わってくるが、それだけに、不格好なものを見せるわけにはいかない。絶対に成功させて、涼が喜んでくれるパーティーにしたい。

　頭の中で思い描いたアレンジを形にするために、この三日間、四葉は仕事が終わると蓮のマンションでレッスンのかわりにパーティーの準備を進めてきた。

　蓮から当日貸し切りにするというスイートルームの細かい資料をもらい、テーブルに置くアレンジの数や大きさ、使う花や花器などもきちんと計算して決めた。花材の発注も済ませてある。あとは当日を待つばかりといったところだ。

　当日は、ホテルの仕事は休みにしてあると蓮からは告げられており、その日はパーティーのアレンジ作りと準備に集中できそうだ。これも、蓮の優しさなのだろう。

　その優しさを、すみれにも少しは発揮してほしいと思うのだが、蓮に対してそういう発言をするのはなんとなく気が引ける。

「君も当日は、きちんとドレスアップしてくるんだろうね」

　蓮の部屋で準備にいそしんでいたときだった。突然蓮の口から四葉が思ってもみなかった台詞が飛び出した。

「当日って……え、私も副社長のお誕生日のお祝い、出席していいんですか」

　蓮と向き合ったまま、思わず手が止まってしまう。自分のような一契約社員が、副社長の誕生日パーティーに出席できるなんて思ってもみなかったことだった。

「まさか、パーティーは自分には関係ないと思ってた？」

　蓮が驚いた様子で目を見開いた。

「……いえ、その、私なんかが副社長のパーティーに出られるなんて思っていなかったので。あくまでフラワーアレンジを用意するだけの裏方だと思ってました」

「ええっ、じゃあパーティーで着るもの、用意してないの？」

「あ、はい……」

　蓮があきれ顔でため息を吐き出した。花のこと以外頭になかった四葉は黙ってうつむいてしまう。

　夢野光一のパーティーのときのようにオリーブを頼るわけにもいかないし、かといって三日後のパーティーに間に合うように今からホテルグレースのスイートルームに似合う服を探すのは難しいだろう。

「仕方ないな、今日の準備はここまでにして、今から出かけよう」

「えっ？」

「せっかくの僕が企画したバースデーサプライズを、君のみすぼらしい姿で台無しにされたくはないからね」

「え、と、あの」

「大切な友人の誕生日のためだ。僕が君を素敵にしてみせるよ」

　蓮はそう言って、ウインクをしてみせると、すっと四葉の手を取った。

　そのまま蓮が四葉を連れ出したのは、同じマンションの中にあるショッピングモールだった。ショッピングモールとはいっても、高級マンションと同じ建物の中にあるだけあって、四葉にとってはどこも高級なブランド店ばかり。確認するまでもなく、この中にある店では自分の予算では靴下一足さえも買えそうにない。

「あの、高杉さん、申し訳ないんですけどその、ここではちょっと予算が……」

「大丈夫。心配ないよ」

　蓮に手を引かれるままに、超高級ブランドの店の中に入っていく。

「高杉様。いらっしゃいませ」

　スーツ姿の女性が店の奥から登場し、蓮にむかって微笑んだ。

「彼女に似合う服を、なにか用意してほしいんだけど」

「かしこまりました。……ちなみに、どのようなものがご希望でしょうか」

　女性が四葉の全身をちらりと眺めたのがわかった。一目見てこの店にはふさわしくないと判断したのだろうか、女性店員は一瞬怪訝な表情を浮かべる。

「そうだな。恋人の誕生日を祝う、特別な日に着る服、かな」

　蓮が言った。四葉は驚いて、思わず目を見開く。

「え、あの、こ、こ、恋人って！　ちち、違います！」

　どうして、蓮がそんなことを知っているのか、それとも、適当にそう言っただけなのか、そもそも、涼は四葉の恋人ではないし、涼が蓮にそういったことを話すとは思えない。慌てる四葉に蓮は落ち着き払った表情で言った。

「そうなの？　僕には、初めからそうとしか思えなかったけど。とにかく、大切なパーティーに着るものだから、よろしくね」

　店員の女性が微笑みを崩さずにうなずき、店の奥へと消えていく。そして次に出てきたときにはいったい総額いくらするのだろうと四葉が値段を尋ねるのも恐ろしくなるような高価そうな服を何着も両手に抱えていた。血の気の引いた顔で固まる四葉に蓮は言った。

「大丈夫。ここは母がひいきにしている店なんだ。服はどれも特別に貸してくれるよ」

「高杉さん！　あ、ありがとうございます！」

　どうしてだろう。蓮と涼にはいつも、助けられてばかりだと、四葉は思った。蓮と涼だけではない、オリーブといても、カオルといても、いつも自分の力のなさを実感するばかりで、こんなことではいつまでも彼らには近づけそうにない。

　店員が持ってきたなかから蓮が選んだワンピースを眺めながら、うれしくありがたい反面、そのことが、やっぱり少しだけ悔しかった。




　その日の夜中のことだった。

　四葉がぐっすり眠っていると、枕もとのスマホが鳴りだした。寝ぼけたままで画面に指先をすべらせる。

『もしもし』

　電話の向こうから聞こえてきたのは、あからさまに機嫌の悪そうな、涼の声だった。思わずベッドから起き上がる。

「ふ、副社長！」

『今日、高杉とふたりで手をつないで買い物していたというのは本当か』

「……え？」

　涼の声があきらかに、いつもとは違う。声だけでなく、話し方もトーンもまるで違っている。

『本当かと聞いているんだ。知り合いが、高杉のマンションにある店で高杉と小柄な女が手をつないで買い物をしているのを見たと言っていた。高杉の婚約者のほかにマンションに出入りしているのは美山、お前くらいだからな』

「手をつないでって……」

　たしかに、蓮に手を引かれて買い物に連れていかれたし、はたから見れば手をつないで仲よく買い物をしているように見えないこともなかったかもしれない。

　でも、その理由を話せばせっかくのバースデーサプライズが台無しになってしまう。

『質問に答えろ。美山、お前なんだな？』

「あの、でも」

『見間違いではない、ということだな』

「……はい」

『そうか。わかった。夜中にすまない』

「……副社長！　あの！」

『なんだ』

「……なんでもありません。あの、おやすみなさい」

『ああ……おやすみ』

　いつも自信満々な涼の声が心なしか寂しそうに聞こえた。四葉は自分からは電話を切ることができず、涼のほうから電話が切られるのを待った。

　さっきのことを否定したいけれど、サプライズのことを口にすることはできない。結局、なにも言えないままただ耳にスマホをあてている。それなのになぜか、涼は電話を切る気配がない。無言のまま、涼の吐息だけが微かに聞こえてくる。

「……副社長？」

『……』

「電話、切らないんですか」

『お前のほうから切ればいいだろう』

「いえ、私は……」

　切りたくない。せっかく久しぶりにやっと、愛しい人の声を聞くことができたのに。

『……なんだ』

「あの、私は、……もう少し声が聞きたいです」

『……』

「すみません。変なこと言って……」

『迷惑だ』

「えっ」

『俺の心をかき乱すな』

　涼はそうぶっきらぼうに言い放つと、いきなりブチッと電話を切ってしまった。電子音が悲しく耳もとで響いている。

「迷惑……か」

　いつもは厳しいながらも優しい言葉をかけてくれていた涼の、冷たいひと言はかなり効いた。

　心が急速に冷えていくのを感じて、おかしなことを口走ってしまった後悔と、寂しさが胸に押し寄せる。

　涙をぐっとこらえてベッドに潜り込み、四葉は無理やりぎゅっと目を閉じた。




　翌朝、涼の誕生日パーティーのために頼んだ花が、ホテルの作業場に納品された。

　早朝から納品されてきた花の処理に追われながら、どうしても昨日の夜のことが頭から離れない。

　怒ったような涼の声、迷惑だというひと言と、いきなり切れてしまった電話。

「はあ」

　手もとは花の処理で忙しくしながらも、頭の中は涼のことでいっぱいだ。せっかくのバースデーサプライズだというのに、どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　作業場で黙々と花の処理を進めていると、作業場の奥の部屋にある固定電話が着信を告げた。

　早朝の、まだ四葉とカオルのふたりしかいない作業場に、電子音がやけに響く。さきに電話に出たのは奥の部屋にいたカオルだった。

　カオルが電話対応する声が微かに聞こえてくる。ひと言ふた言、相手となにかを話した後、カオルがこちらに向かって手招きをした。

　不思議に思いながらも、慌てて四葉も固定電話のすぐそばに駆け寄った。

「本社の営業部から。美山さんに代わってほしいって。あなた、営業部に知り合いなんていた？」

「営業部ですか？　いないと思いますけど」

　四葉が答えると、カオルが不審な顔で首をかしげる。

「とにかく、代わってほしいそうだから」

　カオルは受話器を差し出し、四葉はそれを受け取った。

「もしもし、お電話かわりました美山です」

『お久しぶり、鈴木マリエよ』

　どこか色っぽい、ささやくような声が耳もとから聞こえた。

　鈴木マリエ。頭の中で彼女の名前を繰り返す。

　一度目は、本社で。二度目は、夢野光一のパーティーで。涼のそばに寄り添うように立っていた、迫力のある美人。

「お、お久しぶりです」

　四葉が答えると、隣でカオルが、あら知ってたのね、と言わんばかりに首をかしげる。耳もとで、マリエの声が響く。

『契約社員の美山さん、あなた、副社長になにかした？』

「……えっ？」

　いきなりの質問に、どう返事をしていいのかわからない。彼女はなにをどこまで知っているのか、どう答えるべきだろうか。

　動揺しているせいで心臓がバクバクとうるさい。

「副社長に、私がですか」

　四葉が聞き返すと、マリエは『そうよ』と答え、咳払いをひとつしてから言った。

『彼、寝言でうなされていたの。美山って、あなたの名前を呼んでいたわ』

「寝言って、えっ……？」

　彼というのは涼のことに間違いない。寝言でうなされていたということは、涼とマリエが一緒に寝ていた、ということだろうか。

『彼、いつもは眠っているときにうなされることなんてないの。それなのに、今朝はすごく苦しそうにしていたわ。あなたのせいでうなされるなんて、よほどあなたに手を焼いているのね』

「今朝って……」

　いつもは、ともマリエは言った。

　涼は、マリエと一緒に、朝を迎えたということなのだろうか？

　それも、一度だけじゃなく、何度も？

『心あたりが、ないならいいの。とにかくこれ以上、彼に迷惑をかけないように注意しなさい。彼はあなたとは違う。タカスギになくてはならない人なの。それだけわかったら、さっさと仕事に戻りなさい』

　マリエの声とともに電話は一方的に切られてしまう。

　頭の中がぐちゃぐちゃで、なにも考えられなかった。

「どうしたの？　顔が真っ青よ」

　カオルが心配そうに四葉の顔を覗き込む。

「すみません、大丈夫です……」

「大丈夫じゃ、なさそうだけど。さっきの彼女、ひょっとして鈴木マリエ？　私には営業部の者ですとしか名乗らなかったけど。なんとなく声でわかったの」

　四葉ははいと小さくうなずいた。カオルはやっぱりという顔をしてみせる。

「気にすることないわ。鈴木マリエはね、本社じゃ陰でマリエ様って呼ばれてるのよ。新人の子をいじめるのは、彼女の趣味みたいなものよ」

「マリエ様？」

「ええ、そう」

　カオルはそう言ってくすっと笑った。

「元気出して。副社長の誕生日、部屋のアレンジ任されてるんでしょ。こっちの仕事は私がやっておくから、あなたは準備をがんばりなさい」

「はい、ありがとうございますカオルさん」

「まったく。元気だけがとりえのあなたが、どうしちゃったのよ」

　カオルは四葉の背中をなでる。いつもはクールなカオルの優しさに、思わず涙がこぼれそうになってしまった。

　今は、マリエのことを気にしている場合ではない。がんばらなければと自分に喝を入れ、四葉はパーティーで使う花の処理を続けた。




　バースデーパーティー当日。

　早朝に出勤した四葉は、最高の状態に咲かせた花たちを使って、涼のイメージで選んだ花器にアレンジを挿していく。

　涼のイメージは、深い赤色を使った大人のアレンジだ。スイートルームのインテリアに似合うように何度も写真で確認したから、部屋にもしっかりとマッチするはずだ。

　花の納品もセッティングも、すべて四葉に任されている。責任は重大だ。

　蓮から預かったキーを手に、台車にのせた花と花器ともに最上階のスイートルームへと向かう。

「うわ……すごい」

　最上階の、ホテルグレースデラックススイート。

　エレベーターを降りた瞬間、目の前に広がっていた光景は、部屋に入る前からもうすでに、ほかのフロアとは別格だった。

　デラックススイートのフロアには一面に真っ赤な絨じゅう毯たんが敷きつめられていて、広々と取られたエレベーターホールには五万円以上はするはずの胡蝶蘭。堂々と、まるで会議室の扉かと見間違うような立派なドアが目の前にあり、このエレベーターホールからはそのドアひとつしか目視することができない。ここから見える限り、このフロアにデラックススイートのほかに部屋はないように思える。

　アレンジを積んだ台車を、毛足の長い真っ赤な絨毯の上を恐る恐る押しながら進み、部屋の扉の前に立つ。

　キーをかざしてドアを開けると、目の前にぱあっと光が差した。まぶしくて一瞬目を閉じる。そして、ゆっくりと開ける。

「うわ……すごすぎ……」

　思わずひとりつぶやいた。あまりの驚きにしばらくその場に立ち尽くす。

　とにかく広い。これがホテルの一室なのかと思うほど、贅沢にスペースが使われた、最高にゴージャスな部屋だった。蓮から資料をもらって部屋数やテーブルの数、広さなどは確認していたはずだったが、実際に見たそれは四葉の想像をはるかに上回っていた。

　最初に目に飛び込んでくるのは、壁一面が窓であるようにも見えるほど、大きな三つの窓。豪華なカーテンは美しいバランスをもって開け放たれていて、その窓からは外の光がこれでもかと明るく差し込んでいる。目の前に広がるのは、最上階だからこそ見渡せる、ビル群の中にある都会の空。

　八人掛けの豪勢なダイニングテーブルに重厚なボリュームのある椅子が並び、手前の壁には大きな絵画が飾られている。窓に近づきふと下を見ると、あまりの高さに四葉は思わず足がすくんだ。

　事前にテーブルのサイズも調べてあった。どんなものなのか写真で確認してはいたものの、実際に部屋に入ってみるとそのスケールに圧倒される。

　奥の部屋は寝室になっており、キングサイズのベッドが堂々たる佇まいで鎮座し、壁はやはり、ベッドに寝そべったままでも大きな窓ガラスから外の景色を一望できるようになっている。

　持ってきた花たちを、水を注いだ透明なガラスの花器に丁寧に活けていく。

　大きなテーブルの上で映えるように、パーティーの時間にちょうどよく、一番美しく開いていそうな花を慎重に選び、葉物とともにテーブルに飾った。

　あらかじめ作ってきた小さな赤いバラのアレンジは、バスルームとトイレへ。

　ベッドルームのサイドテーブルには、こんもりと丸い真っ赤なバラのクラッチブーケをガラスに茎が見えるように飾る。

　ひょっとすると誰の目にも止まらないかもしれないような場所にも、小さな華やかさをちりばめたいという思いをたくさん込めた。

　涼の誕生日を祝う人たちが、みんな楽しい気持ちになるような、そんな特別で素敵な部屋。目の前に広がる絶景は、夜になれば素晴らしい夜景に変わるだろう。

　ホテルグレース自慢のデラックススイート。花で彩ったスイートルームのテーブルには、この後もうすぐホテル最高級の料理が準備される。最高の誕生日パーティーだ。

「さ、急がなくちゃ……」

　日も暮れ始めた頃、ようやく室内の準備は完了した。あとは自分も出席できるように蓮が選んだワンピースへと着替え、パーティーの開始を待つばかりだ。

　やっとのことで部屋を出て、台車ごとエレベーターで地下まで降りる途中、ふっと頭の中に鈴木マリエからの電話の台詞が思い出された。

「……彼はあなたとは違うか」

　四葉は思わずつぶやいてしまう。

　そんなこと、こっちだって最初からわかっている。

　涼は自分の働く会社の副社長で、住む世界の違う人。

　いくら昔一度出会っていたとはいえ、契約社員の自分には手の届かない存在だ。

　いくら、運命だと彼が言ってくれたとしても、そんなものは夢の中の話。

　実際に、涼は美人の営業部主任であるマリエと、夜をともにしているのだから。

　憂鬱な気持ちで地下の作業場へと戻る。真っ暗な作業場には、もうカオルとオリーブの姿はなかった。パーティーの準備をするためにいったん帰ったのだろう。

　奥の休憩スペースに、人影が見えた。姿を確認すると、そこにいたのは蓮だった。

「お疲れさま。花の準備はうまくいった？」

　四葉は自信なさげにはい、とうなずいた。

　蓮が私服姿のまま、意味深な顔でにっこりと笑う。

「高杉さんも、早く着替えたほうがいいですよ。パーティーに遅刻します」

「ああ。君も着替えが終わったら、約束の時間に部屋に来るようにね。髪も、この間言った通りにきちんと美容室でセットしてもらうこと」

「わかりました」

　そう答えたものの、やっぱりどこか、気が進まない。

　涼からは電話で迷惑だと言われたばかりだし、蓮とのことも誤解されたままだ。パーティーにはきっと、マリエも来るだろう。

「高杉さん、私やっぱり……」

「行かないとは、言わせないよ」

「高杉さん、でも私……」

「涼となにがあったか知らないが、君には、責任がある。今日のパーティーを見届ける責任がね」

「責任？」

「そう。今日のパーティーを担当した、フローリストとしての責任だ。花は最後まで美しく咲いているか、アレンジは水切れをおこしていないか、ゲストがどんな目で、君のアレンジした花を眺めているか」

　高杉蓮は真剣そのものといった表情でそう言った。

「君がコーディネートした花たちは、パーティーの主役を喜ばせることができるか。自分の目で見届けたいとは思わない？」

　どきん、と胸が鳴る。

　涼がどんな顔で自分の作った花を眺めるのか、自分のアレンジした空間が、涼の誕生日にどんな色どりを添えるのか。この目で最後まで見届けたい。

　たとえ、涼とマリエの仲睦まじい姿を見せつけられたとしても、涼に邪魔だ、迷惑だと冷たくあしらわれたとしても。

「……やっぱり、行きます」

　四葉が答えると、蓮は満足げにうなずいた。




　蓮に指定された約束の時間より、十五分早くロビーに着いた。

　着ているのは、ピンクベージュのつるりとしたシルクのワンピース。形がよく、体の線が見えるのに品のあるシンプルなワンピースに、髪はきちんと美容室でアップにしてもらった。蓮に指定された通り、このワンピースに似合うらしい、やわらかなシニヨンに編み込まれたヘアスタイルだ。

　せめて、涼のためのサプライズパーティーでみずぼらしい姿をさらさないように。

　フロントで声をかけ、ゲストとして部屋に案内される。

　十五分早いとはいえ、もうすでに何人か集まっていてもおかしくはないはずなのに、案内されたのは四葉ひとりだけだった。

　重厚なドアが開き、デラックススイートルームに通されるが、やはりまだ誰も来ていない。

　すっかり日が暮れた夜のデラックススイートは、光に照らされた明るい昼間の雰囲気とはうってかわって、窓から見下ろす夜景がきらきらと宝石箱のように輝いている。

　昼間自分がひとりで飾りつけたテーブルには、すでに美しいケーキや食べ物、ワインなどが並んでいる。

　さすが蓮が企画しただけある、と、感動したものの、大勢の招待客が来るにしては、食べ物の量は少し控えめにも思える。

　完璧なパーティーの準備が整ったスイートルームにひとりでいるというのはどうにも落ち着かない。きっとこんな経験は、一生に一度だろう。

「……私だけ、時間より早く呼び出されたのかな？」

　不思議に思いながらも、各部屋のフラワーアレンジを最終チェックして回った。

　空調が効いているものの、花の咲き具合も丁度いい。どのアレンジも、水切れをおこしてしまったり元気がなくなっているということもない。

「大丈夫。ばっちりだよね」

　四葉はひとりつぶやいて、うなずいた。

　真っ赤なカップ咲きのバラのブーケは、デラックススイートの夜景とぴったりで、ゴージャスでありながらどこかかわいらしさもある。

　きっとこの部屋は、涼のバースデーパーティーによく似合うはずだ。

　最終チェックを終えたところでふと気がついた。

「あれ？　このテーブルセット、なんで二人分しかないんだろう」

　たくさんの食事やケーキとともに用意されたテーブルセット。

　皿やナイフやフォーク、ワインを飲むためのグラス、そのすべてが、なぜか二人分しか準備されていないのだ。

　頭の中に疑問符が浮かんだそのとき、背後にあるドアががちゃりと開錠される音がした。ほかの招待客の誰か、もしくは蓮がやっと到着したのだろう。

　そう思って振り返った。

「……副社長……なんで？」

　そこにはダークグレーのスタイリッシュなスーツを着こなした、涼が立っていた。

　主役である涼は、サプライズのゲストが全員そろってから、最後に蓮が呼び出すという段取りになっていたはずだ。

　その涼が、どうして先にここにいるのだろう。

「美山、ここでなにしてるんだ」

「え、ええと、私は、その……」

　なんと答えたらよいのかわからない。

　お互い見つめ合ったまま、しばらくの沈黙。

　このサプライズは、ひょっとすると大失敗なのでは……。そんな不安が頭をよぎる。

　その瞬間、涼の胸ポケットのスマートフォンが着信を告げた。広いスイートルームに着信音が響き渡る。涼がスマホを取り出し電話に出る。

「もしもし、高杉か？　……どういうことだ……ああ？　話が違うだろ……おい高杉！　お前……」

　涼が電話の相手に向かって怒鳴っている。

　相手は高杉、ということは蓮からの電話なのだろう。

　涼は一方的に切られたらしい電話の画面をしばらく見つめ、困ったような顔で四葉を見る。

「あの、副社長……、高杉さんはなんと……」

　あきらかに、失敗に終わったサプライズ。この状況をいったいどうすればいいのだろう。

「やられたよ」

「え？」

　涼が頭をかきながら、言った。

「高杉に、騙されたんだよ。俺たちふたりとも」

「……え？　騙された……って、え、私もですか……？」

「ああ、そうだ。高杉は、初めからこの部屋で、俺たちをふたりきりにするつもりだったんだよ。パーティーの計画は、全部嘘。お前と俺のふたりで、今夜はゆっくり誕生日を祝えってさ。この部屋は、高杉からの、バースデープレゼントだそうだ……」

「……ええええええ！」

　頭の中がパニックだった。

　高杉蓮の不敵な笑みが脳裏によぎる。

　あの顔は、まさかこんなことをたくらんでいる顔だったなんて。

　呆気にとられ、四葉はその場に突っ立ったまま、しばらく無言で涼と見つめ合う形になる。

　気まずい空気がふたりの間に流れていた。

　蓮のことを誤解されたままであること、あの日の電話のこと、鈴木マリエから聞かされた、涼との関係。

　久しぶりに会えたうれしさよりも、どうしようもない苦しい気持ちが押し寄せて、どうすればいいのかわからなかった。

　先に口を開いたのは、涼だ。

「高杉と、一緒に買い物に行っていたというのは、本当だと言ったな。……俺は、お前が高杉と付き合っているんだと思っていた。違うのか」

「あ、あの！　高杉さんと買い物をしていたっていうのは、間違いで……あの、この、今着ているワンピースを、高杉さんがお店から借りてくれたんです……。私が、みすぼらしい格好で副社長のパーティーに出るのはいけないって言って、それで……」

　涼の目が、驚きで見開かれた。

　まじまじと、四葉の全身を眺めるように見る。

「そうか。俺はてっきり……」

「私が、高杉さんとお付き合いするなんて、ありえません。前にも言ったじゃないですか。それより、副社長だって、本社の鈴木さんと……」

「鈴木？　鈴木が、どうかしたか？」

「副社長は、寝言を言うんだそうですね。隣で眠っているときにうなされていたって、鈴木さんから聞きました。一緒に眠るような仲なんですよね。仲がよくて、まったくうらやましい限りです」

　すべて言ってから、しまった、と思ったときにはもう遅かった。

　副社長相手に、なんて失礼なことを言ってしまったのだろう。どうしようもない後悔と、嫉妬が押し寄せて、四葉は思わずうつむいてしまう。

　とんでもない、最低のサプライズ。

　自分と副社長をふたりきりにしようなんて、高杉蓮の、勘違いもいいところだ。

「美山……」

　涼が小さくつぶやいて、しばらく黙った後、いきなり「ぷっ」と噴き出した。

　そしてそのまま、我慢できなくなったかのようにくっくっと笑いだす。

「……なに笑ってるんですか。ごまかしても無駄ですよ。鈴木さんから聞いたんです。運命だとか、応援してるとか、さんざん優しくされたから、ちょっとだけ、期待しちゃった自分が馬鹿みたいです。私が邪魔なら、そう言ってください。もう近づいたり、優しくされて喜んだりしませんから」

　目を逸らした状態で、そう吐き出した。

　すると、涼が近づいてくる気配がして、そのままなぜか、両手で抱き寄せられてしまう。

「えっ？　副社長？」

　驚いて顔を上げると、涼が四葉を見下ろして、困ったように笑いながら言った。

「たしかに、寝言は言ったかもしれないな。うなされてもいたかもしれない。新幹線に乗ったとき、鈴木の隣の座席でな」

「えっ……新幹線の、座席？」

　思わず頰が熱をもって真っ赤になるのが自分でもわかった。

　まさか、まさか。

「隣で眠っていたっていうのは、一緒に出張に言ったときかな。ちょうど今朝も、新幹線で帰ってきたばかりだが。鈴木とは、新幹線で隣同士だったから。まさか、一緒にベッドで眠っていたと思った？」

　ふっ、といたずらっ子のように意地悪な顔で四葉を見下ろす涼の視線。

　誤解だった、ということなのだろうか。

「寝言でうなされていたとしたらそれは、美山、お前のせいだ」

　涼は言った。

「俺は嫉妬したんだ。お前が高杉と仲よく手をつないで買い物をしていたと聞いて、いてもたってもいられなかった。俺の心をこんなにもかき乱すのは美山、お前くらいだよ」

「副社長」

「鈴木には、厳しく言っておく。誤解を招くような言動は慎むように、とな」

　そんな。そんな。

「勘違いして、すみません」

　恥ずかしい。穴があったら入りたい、というのはこういうことを言うのだろう。

「謝るのは、俺のほうだ。迷惑だなんて言って悪かった」

「こちらこそ、申し訳ありません、副社長……」

「その呼び方は、やめてくれないかな」

「えっ」

　涼の手が、背中と腰に回される。つるりとした素材のワンピースから、涼の熱が伝わってくる。体が密着すると、四葉の胸はどきんと鳴った。

「高杉に、俺の大切なものを横取りされたと思ったよ。でも、今日のところは、あいつに感謝しないとな」

「……副社長……」

「涼でいい」

「それは、無理です」

「ダメだ。これは命令だ」

「……涼……さん」

　頰を真っ赤に染めた四葉が言うと、涼が、くくっと笑った。

「まあ、いいだろう。そのくらいで許してやる。これからは、ふたりきりのときは、『副社長』は禁止だからな」

「はい。涼さん」

「四葉」

　胸が、どきん、と大きく鳴った。

「俺の誕生日、祝ってくれるか。俺とお前の、ふたりきりで」

「もちろんです」

　涼は四葉の言葉を聞くと、にっこりと笑って、もう一度、ぎゅっと体を抱きしめた。

「似合ってるよ、ワンピース。ほかの男が選んだっていうのが、少し気に入らないけど」

　頭の上から、甘い言葉が降ってくる。

　窓からは、最高の夜景。

　部屋にはバラの、甘い香りが満ちている。

「最高の誕生日になったよ。ありがとう。四葉」

　目に前には、真っ赤なバラがよく似合う、大好きな人がいる。

「好きだ」

　温かい胸に抱きしめられて、優しい愛の言葉を落とされて、頭のてっぺんに、涼が口づけたのがわかった。

　涼の体が、少し離れて、そして。

　花弁のような涼の唇が、四葉の唇の上に落ちてきた。

　テーブルに向かい合って、涼がグラスにワインを注ぐ。

　慣れた様子で四葉のために注がれた赤ワインは、バラの色とよく似ている。

「乾杯」

「お誕生日、おめでとうございます」

　ふたりきりで、おいしい料理を笑いながら食べた。

　ケーキも一緒に、ロウソクを立てて歌を唄った。

　調子に乗ってたくさん飲んだ、ワインのアルコールもかなり効いてきたところで、涼が少しふらついた様子でうとうととし始める。

「大丈夫ですか？　涼さん」

　そう心配する自分のほうも、かなり酔っぱらっているのはわかる。

「四葉、誕生日の願いごと、きいてくれるか」

「なんですか？　いいですよ」

「一緒に眠ってほしい。今夜は、俺と」

　覚悟ができているのか、と聞かれれば、答えはノーだ。

　だけど、このままもっと長い時間、涼と一緒にいたいという思いがどうしても勝ってしまう。

　キングサイズのベッドのサイドテーブルには、自分が作った真っ赤なブーケ。

　まさかこれをベッドから見ることになるなんて。

「隣に来いよ」

　とろんとした目つきで言われ、四葉は涼の隣に腰掛ける。

　涼にそのまま手を引かれ、ぱたんとベッドに横になった。

　と、涼の顔を恐る恐るそっと眺めてみると、涼は目を閉じた。

　そして、安心したようににこっと微笑んで、そのまま寝息を立て始めてしまう。

「いつもお疲れ様です。涼さん」

　四葉も、涼の体温を感じられる距離で、そのまま眠る心地よさに身を委ねた。










花嫁のブーケに不器用な愛を込めて




　高杉蓮の婚約披露パーティーの装花プランは、ホテルグレースグループ会長の孫娘である花嫁、すみれのこだわりが随所にちりばめられた特別なものだ。

　装花プランに目を通しながら、カオルがぼそっと言った。

「ずいぶん乙女チックでメルヘンなのが好きなのね。高杉蓮が提案したらこうはならないと思うけど」

「蓮は今回の装花プランにはノータッチよ。あくまでも、花嫁の希望を尊重したプランなの」

　オリーブが同じくプランをまとめた資料に目を通している。

　資料には、花嫁の希望するイメージを具体化したデザイン画が描かれていて、さらに色合いの細かい指定や花嫁の持ち込んだ雑誌の切り抜きなどの添付資料が貼りつけられている。

「すごい細かい指定ですね」

　四葉も資料を見て驚いた。

　かなりこだわりの強いカップルの披露宴でも、ここまで細かい指定が出されることは滅多にない。

　当日のすみれのヘアスタイルは、ロングヘアのウィッグをつけたダウンスタイルで、ヘッドドレスは生花の花冠を予定しているらしい。

　その花冠ひとつをとっても、きっちりヘアカタログの切り抜きと花の種類の指定が細かく記入されている。

「蓮がデザインにノータッチな理由がわかるわね。花嫁のこだわりが強いから、変に口を挟んで揉めごとになっても困るものね」

　オリーブはため息を吐き出しながら言った。

「仕方ないわよね。相手は契約先のホテルグループのお嬢様なんだもの。先が思いやられるわ」

　ほんとうに、そうなのだろうか。蓮は、すみれの相談に、きちんと乗ってあげていないのではないのだろうかと四葉は思った。

「あの、オリーブさん、カオルさん」

　そして四葉はオリーブとカオルに言おうかどうかと悩んでいた話を切り出した。

　すみれは本当に蓮のことが好きで、それなのに冷たくされているので悩んでいるらしいということ。

　蓮の気持ちが、わからないまま結婚してしまうことに寂しさを感じているらしいということ。

「なるほどね。彼女、そんなふうに蓮のこと思っていたのね。単なる親の決めた結婚じゃないってことね」

　オリーブがそう言いながらうなずいた。

「はい。だから、その、プランに新郎と新婦の温度差があるような気がするんです。高杉さんがプランに関わっていないことが、すみれさんも本当は、寂しいんじゃないかと思うんです」

　花嫁のこだわりは、とにかくかわいらしいメルヘンチックなデザインだ。

　淡いピンクを基調にガーベラとバラをふんだんに使ったボリュームのある高砂花に、姫りんごやチュールリボンを混ぜたテーブルフラワー、香りのいいバラを厳選したフラワーシャワー。

　女の子の夢がたっぷり詰まった豪華な装花プランは、金額を見るだけで目め眩まいがしそうだった。

「蓮なら、ありえるわね。完全なタカスギのための結婚だと割りきっているから、彼女に任せきりで、彼女に対する思いやりや愛情がまったく感じられない」

　たくさんの資料が添付された装花プランを読みながら、オリーブは言った。

「そうかしら」

　声を出したのはカオルだった。

「高杉蓮は、彼女の好きなようにさせてあげたいんじゃないかしら。結婚は、女の子の一生で一度だけの、夢をかなえる大切な日だわ。このプランは、高杉蓮の愛情の裏返しよ」

「え、そう、なんですか？」

「たぶんそう。あのこだわりが強くてデザインに厳しい、かっこつけたがりの高杉蓮が、自分が主役として出るパーティーにこだわらないはずないじゃない。これがもし、ビジネスの結婚だとしたら、結婚に乗り気じゃないとしたらなおさら、ブライダルフラワーのデザインはすべて、自分ひとりで決めたがるのが高杉蓮よ」

　カオルの意見に、「一理あるわね」とオリーブが言った。

「だとしたら、わかりづらすぎます。すみれさんはきっと、寂しがってます」

　このプランをかなえてあげることが、蓮の花嫁への愛情であり、最大限の優しさだということなのか。

　それが本当なら、すみれは大きな誤解をしているということになる。

　ふたりの気持ちがすれ違ったまま、結婚式を迎えるのはあまりにもすみれがかわいそうではないだろうか。

　なんとかしてあげたい。でもどうすればいいのだろう。四葉は頭を抱え、装花プランを眺めるのだった。




「喜べ、四葉。正社員登用試験が受けられることになったぞ」

　涼から仕事中に電話で呼び出され、やって来たのはホテルの近くにあるこぢんまりしたおしゃれなカフェだった。

　あの日の夜、涼の誕生日パーティーの日、涼とキスをしたこと、一緒にベッドに入ったことはあれから二週間たった今でも鮮明に記憶に残っている。

　だけど、正式に付き合っているわけではないし、あれから一度もふたりきりでこうして会うことはなかった。

　だから、第一声が仕事の話、というのは正直驚いた。

　涼の中では、あの日のことはなかったことのようになっているのだろうか。

　戸惑う四葉に向かって、涼は言った。

「正社員登用試験とはいっても、試験を受けろと言われた時点でもう八割は受かったようなもんだ。よほどのヘマをしない限り、正社員になれないことはない」

　いきなりそう言われても、まだ実感が湧いてこない。

「本当ですか、副社長……じゃなくて、涼さん」

　涼はメニューを開いて四葉に見せながら言った。

「本当だ。とりあえず、なにか頼め。前祝いだ」

「え、でも」

「試験に受かったら、もっとちゃんとした店に連れてってやるから、今日はここで我慢しろ」

　どうやらこの話は嘘ではないらしい。

　正社員登用試験が受けられる。しかも合格率は八十パーセント。

「ありがとうございます！」

　メニューを見せられるとお腹がぐぅと鳴り出した。

　最近ももっぱら自炊の毎日で、大量に作って冷凍したカレーや自作のきんぴらごぼう、鶏そぼろ、ハムなどでなんとか乗りきっている。節約は慣れたものだが、やはり外食メニューはうれしい。飛び上がるくらいうれしい。

　正社員になれる。その事実はうれしいのレベルをはるかに超えている。

「遠慮せずになんでも頼め」

「あ、ありがとうございます」

　言いながら、つい涙が込み上げてきてしまった。

「おい、泣くなよ！　俺がお前を泣かせてるみたいになるだろうが」

「すみません」

「おい、勘弁してくれ」

　オロオロする涼を見て、泣きながら笑った。

「すみません、うれしくて……」

「だから泣くなって。まだ受かったわけじゃないぞ。二割は落ちる確率があるんだからな」

「はい。精いっぱいがんばります！」

　涙をぬぐって答えると、メニューを眺めた。

「すみません、ハンバーグと、ティラミスを……」

「それだけか？　パンケーキもあるぞ？　アイスクリームもあるぞ」

「そんなに食べられません」

　四葉が言うと、涼が笑い、手を上げて店員を呼んだ。

　アルバイトらしき若い女性店員がやって来ると、涼は言った。

「俺はアイスコーヒーと、サンドイッチ。四葉はハンバーグと、ティラミスだっけか？　ついでに、パンケーキセットと、クリームソーダ」

　ご注文を繰り返します、と店員が繰り返している。

「涼さん、そんなに食べるんですか？」

「お前が食うんだよ、四葉。どうせロクなもん食ってねえんだろ？　食い貯めしとけ」

「……ありがとうございます……」

（パンケーキ食べたいって、なんでわかったんだろう……）

　そういえば、前に彼にごちそうになったときも、クリームソーダを頼んだことを思い出した。覚えてもらっていたことが少しうれしい。四葉は言った。

「クリームソーダ、覚えてくださってたんですね」

「ああ、四葉はお子様だからな。ほらお子様ランチもあるぞ。おもちゃ付きだぞ」

　少し照れたようにメニューを広げて話を逸らしている涼を見て、四葉はくすっと笑ってしまった。

「涼さんも、パーティーには出席されるんですか？」

　四葉は言った。

　高杉蓮の婚約披露パーティーは、一ヶ月後に迫っている。

「もちろん、出席する。四葉はパーティーの装花をやるんだろ。本社の人間がわんさか来るから気合い入れてやれよ」

「はい。がんばります」

「お前はパーティーにも出席するんだろ？」

「……はい。そうみたいです」

　少し浮かない顔で答えた四葉を見て、涼は言った。

「なんだ。なんだか乗り気じゃないって顔だな」

「違うんです。実は、すみれさんのことで」

　涼は、運ばれてきたコーヒーに口をつけると、ふぅと息を吐き出した。

「高杉蓮の婚約者が、どうかしたか」

「実は、すみれさん、高杉さんとうまくいっていないみたいなんです。すみれさん、本当に高杉さんのことが大好きで、なのに、高杉さんは冷たいって悩んでいて……そんな不安な気持ちで結婚式を迎えるなんて、かわいそうで……なんとかならないでしょうか」

　涼は少し黙った後、「いいことを思いついたぞ」と言ってにやりと笑う。

「いいこと？」

「ああ。俺からの高杉への仕返しみたいなもんだ」

　涼が珍しく、いたずらをしかける少年のような目をしていた。




　涼がひとりでホテルグレースの作業場にやって来たのは、その翌日のことだった。

「高杉、ちょっと」

　なにか深刻なことでもありそうな面持ちでやって来た涼に、蓮は不思議そうに立ち上がる。オリーブ、カオルと一緒に作業をしていた四葉はその様子をさりげなく横目で眺める。

　作戦は、うまくいくだろうか。

　うまくいくかどうかは、涼の演技力にかかっている。

「……ちょっと困ったことになった。ここではなんだから、外で話そう」

　涼のただならない雰囲気は、重大なクレームでも発生したときのような重苦しさを醸し出している。

　それに黙ってついていく蓮の姿は涼の言葉を完全に信用しているように見える。

　ふたりが出ていって数分後、四葉、オリーブ、カオルの三人はこっそりとホテルの庭園にやって来ていた。三人は固まって息を潜め、茂みの陰に隠れている。

「あっ来たわよ」

　オリーブが声を潜めてつぶやくと、視線の先のベンチに涼と蓮が並んで腰掛けた。予定通りだ。

「高杉、これは極秘の話だ。まだ上層部の人間しか知らない」

　涼が切り出した。蓮はいったい何事かと言いたげな表情でそれを聞いている。

「このホテルの部屋に強盗が入った。すみれさんが今、人質にとられている」

　涼はくそっと頭を抱えるような仕草をし、低い声で言った。うまい。

　さすが元やり手営業マンだけあって、人の心を揺さぶるのは得意らしい。

「……まさか、……なんですみれが？」

　蓮は信じられないといった様子で目を見開き、隣で頭を抱えてうつむく涼に詰め寄った。

「……すみれは、すみれは無事なのか？」

　蓮がこんなにも取り乱す様子を見るのは初めてだった。蓮が婚約者のことを、『すみれ』と呼ぶのも初めて聞いた。

　それはオリーブとカオルも同じらしい。三人は茂みの中で顔を見合わせる。

「今はまだ、無事なはずだ。すみれさんがいつも泊まる部屋があるだろう、そこが狙われたんだ。今、すみれさんは犯人にその部屋で監禁されているらしい。犯人の狙いは、金と、このホテルグレースの評判を落とすことだ。どうやら、内部の人間の犯行らしいが……」

　涼が悔しそうに言う。その表情も完璧だ。設定まで細かく練ってあるらしい。

　その言葉を聞くや否や、蓮は真っ青な顔で立ち上がる。

「今から助けに行く。金ならある。いくらでもくれてやる！」

　勢いよく走り出そうとした蓮の腕を、涼がつかまえる。

「やめろ高杉！　危険だ！」

「そんなことはどうでもいい！　すみれの命より大切なものなんてない！」

　涼の手を振り払い、蓮が庭園を全速力で駆けていく。あのエレガントな高杉蓮の走る姿など、見たことがある人はいないだろう。

「待て！　高杉――！」

　蓮の後姿に向かって叫ぶ涼。その表情は、あきらかに笑いをこらえている。

　完璧に、シナリオ通りだった。

　四葉とオリーブ、カオルの三人は、急いで業務用エレベーターに乗り込んだ。

　すみれがいつも泊まるという特別な部屋に一番近い通路に続く出入り口を目指す。避難用の出入り口からロビーに出ると、すみれの泊まる部屋のすぐそばだった。

　タッチの差で、蓮とそれを追いかけた涼が先に到着していたらしい。ドアの前で、必死の形相の蓮が大声で叫んでいる。

「開けろ！　金ならいくらでもくれてやる！　だから、すみれの命だけは……」

　そこまで言いかけたところで、そのドアが、キイと静かに開く。

　中からひょっこり顔を出したのは、すみれだ。

「蓮さん……？　どうしたの？」

　その瞬間、蓮が思いきりすみれを抱きしめた。

　驚いて目を丸くするすみれと、その背後で笑いをこらえる涼。

「……無事でよかった！　犯人は？　まさか逃げたのか？」

　部屋の中を覗いた蓮がそう言うと、すみれは不思議そうな顔で言った。

「……犯人？　なんのこと？」

　その瞬間、蓮の体がびくっと震え、我に返ったかのようにゆっくりと振り返る。

「涼……まさか、テメエ……」

　怒りで顔をゆがませながら、涼に詰め寄っていく蓮。

　涼がくっくっと体を震わせながら、ポケットからスマートフォンを取り出した。

　ピッという電子音の後に、聞こえてくるのは蓮と涼の話し声だった。

『……今から助けに行く。金ならある。いくらでもくれてやる！』

『やめろ高杉！　危険だ！』

『そんなことはどうでもいい！　すみれの命より大切なものなんてない！』

　涼が自分のスマートフォンで、さっきの会話を録音していたらしい。

　蓮が「や、やめろ！」と焦って涼に掴みかかろうとしたその時、それを聞いていたすみれが泣きだした。

「蓮さん、蓮さん、私のこと、そんなふうに思っていてくれたの……？」

　蓮はふい、とすみれから目を逸らす。

　かわりに答えたのは涼だった。

「蓮は、すみれさんにベタ惚れだよ」

「……蓮さん……、それ、本当……？　ほんとうに、私のこと……」

　涙をぽろぽろと流すすみれに、涼が笑いながら言った。

「ちょっと強引なやり方でごめんね。俺からの結婚祝いです。こいつは昔から照れ屋で、人一倍かっこつけなんでね。こうでもしないと、すみれさんに蓮の気持ちが伝わらないと思って。すみれさん、蓮のこと、よろしくお願いします」




　ミニバラとブルースターを使った華奢な花冠は、ダウンスタイルの髪にすごく映えそうだ、と四葉は思った。

　この冠をかぶって、このホテルの庭園で記念撮影をしたいと思った花嫁のすみれの気持ちがすごくよくわかる。

　花冠に使った同じ花で、カオルはさらにブレスレットも作っている。

「かわいい……。でもこれ、プランになかったですよね？」

　四葉がカオルの手もとを覗き込みながら尋ねると、「ええ、ついでだから」とカオルは言った。

「花冠と一緒に、美容室に納品しておくの」

　高杉蓮の婚約披露パーティー前夜である今日は、朝からアレンジの作成準備や花の下処理などで大忙しだった。

　夜のうちに一気に作成しておいて、明日の朝、パーティー会場に納品するというスケジュールになっている。

　このところ、蓮は打ち合わせや雑誌掲載用のアレンジの撮影などでほとんど作業場に顔を出していない状態だ。

「あの、カオルさん、高杉さんは、自分ですみれさんのブーケを作ってあげる気はないんでしょうか」

　四葉が尋ねると、カオルは不思議そうに言った。

「ないんじゃない？　だって今回は婚約披露パーティーとはいえ新郎役だし、主役が自分でブーケ作るなんて。プリザやアートフラワーならまだしも当日に新郎が動くなんておかしいでしょ」

「そうですよね。パーティーの当日は忙しいですもんね」

「どうして急にそんなこと？」

「あ、あの、すみれさんが、それが一番うれしいんじゃないかと」

「ああ、新婦は高杉蓮のウエディングフラワーのファンなんだっけ」

「それもですけど、新婦は、すみれさんは高杉さんのことが大好きなんです。もしも高杉さんがすみれさんの持つブーケを作ってくれたら、一生の思い出になると思うんです」

「へえ、なるほどね」

「でも、無茶ですよね。もうパーティー前日ですもんね。変なこと言ってすみません」

　四葉は装花プランの資料を確認しながら、テーブルフラワーの作成を急ピッチで進めていく。

「蓮に言うだけ言ってみたら？　あなたが言えば、『新郎』もひょっとしたらその気になるかもしれないし」

「本当ですか？」

「悪くないプランだと思うわよ。新郎が作るブライダルブーケ」

　カオルはそう言って、意味深な笑みを四葉に向ける。

　コロンとした淡いピンクのバラ、ラナンキュラス、ガーベラ、姫りんごにチュールリボンを組み合わせたオールラウンドのテーブルフラワー。

　同じ花の組み合わせで、オリーブはボリュームのある高砂花を作成している。

　主役のふたりが座るテーブルの前にボリュームのある豪華なアレンジが並んでいるのを想像すると、ため息が漏れた。

　蓮はきっと、タキシードが似合うだろう。

　花嫁の花冠に合わせた淡いピンクのブートニアもきっとよく映えるはずだ。

　四葉は、フラワーシャワーの作成に取りかかっている。

　バスケットを用意し、厳選した香りのいいバラの茎を切り落とした。がくを取って花びらを傷つけないように優しくふわりと分解していく作業はもう慣れたものだ。

「……いい香りー……」

　思わずフラワーシャワーを両手にとって顔を寄せた。バラの香りの芳香剤などとはまったく違う、控えめで品のいい香りが広がっていく。

　バスケットに直接は入れず、霧吹きをしてふわりとすくったフラワーシャワーをビニール製の袋に入れてキーパーの中で保管する。

　フラワーシャワーを浴びる蓮と幸せそうなすみれの姿を想像すると、胸がときめく。

「そろそろ出勤してくるんじゃない？　新郎」

　オリーブがふふっと笑いながら四葉に言った。

　四葉はよしっと気合を入れ直す。廊下を歩く音がして、作業場のドアが開く。

　四葉が振り返ると、入り口にシルバーのタキシード姿の高杉蓮が立っていた。

「うわ、高杉さん似合いすぎ！」

「で、話ってなに？」

　蓮が不思議そうな顔で言った。カオルとオリーブが蓮をパーティーの前に呼び出したのだ。

「実はですね、その、すみれさんがパーティーで持つブーケを、高杉さんに作っていただけないかと思いまして……」

　途切れ途切れに四葉が言うと、怪訝な顔で蓮が眉をひそめた。

「なんで？」

「あの、すみれさんが、すみれさんが喜ぶからです！　一生に一度しかない婚約披露パーティーのブーケを、大好きな高杉さんが作ってくれたら、最高に幸せだと思うんです！　だから、お願いします！」

　四葉が深々と頭を下げると、面倒くさそうに腕組みをする蓮に向かってオリーブが言う。

「いいじゃない。蓮なら、三十分もあれば作れるでしょ」

「やめてくれよ。僕は今日の主役だよ？　なんで僕がそんなこと……」

「すみれさんの喜ぶ顔が見たいからです。どんなサプライズよりも、すみれさんが一番喜ぶのは、高杉さんが作ったブーケを持って歩くことだと思うんです！」

　四葉は言った。

「高杉さんは、見たくありませんか。すみれさんの喜ぶ顔」

　蓮は少し黙った後、ふっと微笑んで言った。

「仕方ないな」

「……本当ですか！」

「ああ。僕も見たいしね。すみれの最高に喜んだ顔」

「高杉さん……！」

「君は言いだすと聞かないし、しつこいからね。迷惑なアシスタントだよ、まったく」




　パーティーの招待客は約百八十名、結婚披露宴本番さながらの豪華な演出と会場装飾が施されて盛大に執り行われる。

　フローリスト・タカスギの社員と店長、契約社員までが招待されており、ホテル側の招待客も関係者が中心だ。

　招待客の割合ではフローリスト・タカスギ側が圧倒的に多いが、これも『夫となる高杉蓮の会社の社員にひとりでも多く会ってみたい』という、花嫁であるすみれの強い希望からだ。

　つまり今回の婚約披露パーティーは、概ね株式会社フローリスト・タカスギ社員向けの、花嫁お披露目パーティーということになる。

　開宴時間は午後一時。その後はそのまま、夜まで宴会場とホテルの庭園が特別にパーティーの招待客のために貸し切られることになっている。

　蓮がブーケを作り終え、四葉たちがパーティー会場と美容室への装花の納品をすべて終えたのは昼前だ。

　四葉とオリーブ、カオルの三人は急いでパーティーに出席するための準備に取りかからねばならなかった。

「今日も的場さんにドレスを選んでもらえるなんて……、本当、オリーブさんのおかげです！　オリーブ様々です……！」

「今日は時間がないものね。アタシが頼んだら的場ちゃんも喜んで三人分の衣装を調達してくれたわ」

「彼女、信用できるの？　趣味の悪いドレスじゃなきゃいいけど」

「カオルさんなら、どんなドレスでも完璧に着こなせますよ！」




　装花作業場から直接、三人でホテル内のドレスショップに向かっている。

　時間がないので三人とも小走りだ。

　装花の納品を終えたばかりでまだ興奮が冷めない。

　三人で作り上げたパーティーの装花は、プラン以上にいいものになった自信がある。

　会場に設置してみて改めて確信した。

　花嫁の希望していた、乙女チックでメルヘンなテイストが存分に表現されており、それに加えてオリーブとカオルのプロの技が随所に光っている。

　ふたりのきめ細やかなチェックを受けたおかげで、四葉の担当したテーブルフラワーも完璧だった。蓮の作ったブーケは蓮が直接衣装室に持ち込んだため、四葉たちは完成品を見ていない。

「わぁー！　カオルさん！　すっごい素敵です！　女優さんみたい！」

　的場ちゃんがカオルに用意したのは細身で体のラインがぴったりと出るタイプのロングドレスだった。

　レースとラインストーンのさりげないアクセントのある黒のドレスに大振りのピアスは、カオルのエキゾチックな雰囲気にぴったりだ。

「すごくお似合いですよ。やっぱりスタイルのいい女性はこういったドレスが一番素敵に見えます」

　的場ちゃんが丁寧な口調で言った。

　カオルはひと言、「そう、ありがとう」とだけ答える。

　四葉に用意されていたのは淡いオレンジのベビードールタイプに細かいプリーツの入ったミニドレスだ。着替えてみると、ぺちゃんこの胸もくびれのないウエストも貧相なお尻も目立たない、綺麗な形に驚いた。

　やわらかい素材の裾がひらひらと揺れてミニ丈なのにいやらしくも見えない。

「わぁーかわいいドレス……。さすが的場さん！」

　四葉が鏡の前で感動していると、的場ちゃんが言った。

「こういうタイプのドレスはね、グラマラスな体型よりあなたみたいな幼児体型のほうが似合うのよ」

（よ、幼児体型……）

「お、似合うじゃん。カオルも四葉ちゃんも、いい感じ」

　イケメンボイスで言ったのは、スリムなタキシードに着替えたオリーブだ。

「織部さんっ！　すごく似合うー！」

　的場ちゃんがオリーブにすり寄った。カオルはあきれ顔でそれを見ている。

「さ、行こう。パーティーが始まるよ」

　会場の入り口には、プリザーブドフラワーで飾りつけた白いウェルカムボードが立てられていた。

　筆記体で、【ＲＥＮ＆ＳＵＭＩＲＥ ＷＥＤＤＩＮＧ ＰＡＲＴＹ】と描かれている。

「ほら、四葉ちゃん、行くわよ」

　オリーブに手を引かれるようにして会場へと入り、受付で渡されたテーブル番号の席へ向かう。

　オリーブとカオルと四葉は同じテーブル番号だ。

　すでに会場にはフローリスト・タカスギの社員だけでなくホテル関係者も大勢いたが、もちろん四葉はそのほとんどの人の顔を見たことがなかった。

「ほら、あれがグレースの会長と、その息子。花嫁の父親ね」

　オリーブが四葉にこっそり耳打ちする。

　見ると、白髪の上品なお年寄りと貫禄のあるオールバックの中年男性が、一番中央の丸テーブルに並んで腰掛けていた。

　その向かい側に座っている小柄な色黒の中年男性は、フローリスト・タカスギの社長であり、高杉蓮の父親である人物だ。

　あとは上座から順にフローリスト・タカスギの幹部役員クラスが座っている。

　一番前の中央のテーブルには、副社長の清水涼の姿もあった。

　四葉やオリーブの席は最後尾のテーブルの中央から二番目だ。

「ここだわ、座りましょ」

　オリーブが言い、三人はテーブルについた。

　淡いピンクを基調に統一した会場装花は若々しくてキュートな印象だ。メルヘンチックなアレンジに、あちこちから、女性の声で「わ、かわいいー！」と聞こえてくる。そのたびに、四葉は心の中で小さくガッツポーズをした。

「四葉っち！　おーい！　ここよ、ここ！」

　懐かしい声に振り返ると、斜め前のテーブルからすずらん町店店長の浅尾美奈が手を振っていた。

「わ、浅尾店長！」

　久しぶりの再会に胸を弾ませてぶんぶんと手を振り返すと、美奈が座る女性ばかりのテーブルの全員の視線が四葉に注がれた。

「……あ、すみません……」

　ついついはしゃいでしまったことに反省して頭を下げる。

　その光景を見ていた涼がぷっと噴き出した。

「あのテーブルは、全員が販売部の店長ね」

　とオリーブが言った。

「四葉ちゃんは、すずらん町店出身だったわよね？　一番売上のある南みなみ青あお山やま本店の店長が、あそこにいるショートヘアよ」

　見ると、金髪のショートヘアを無造作にカールさせたヘアスタイルの美人が隣の席の店長と談笑している。

「……なんか、やっぱり貫禄が違いますね……」

　四葉はため息を漏らしながら言った。フラワーショップタカスギ南青山本店は、四十店舗あるショップの中でも特別に、高杉蓮のデザインを意識した外観と商品展開を行っている都会的なフラワーショップだ。

　地域密着型のすずらん町店とは店構えからなにからすべてが違う。

　店舗間の店長の異動は定期的に行われており、常にアンテナを張り、新しい技術を習得し続けることがどの店の店長にも求められている。

　各店の店長がずらりと並ぶあのテーブルは、なにか特別なオーラが発せられているように見える。

（あの中にいるなんて、浅尾店長はやっぱりすごいなぁ……）

「あら、そろそろ主役の入場の時間かしら」




「ただ今より、高杉蓮さんとすみれさんの、婚約披露パーティーを開宴させていただきます。それではさっそく、主役のおふたりに入場していただきましょう！　皆様、うしろをご覧ください！」

　司会者が言い終えると同時に、音楽が鳴り始めた。かの有名な、おとぎ話の映画に出てくる音楽もいかにもすみれらしい。

「音楽までメルヘンね」

　笑いながらオリーブが言った。会場の扉がライトアップされ、ゆっくりと開く。

　扉が完全に開くと、あちこちからため息や歓声が聞こえてきた。

「……わぁ……綺麗……」

　あまりにも美しいふたりだった。

（すみれさん……花冠があんなに似合う人、見たことないよ……）

　まるでふたりは本当に、おとぎ話の王子様とお姫様のようだった。

　すみれはプリンセスラインのドレスをふわふわとさせて、幸せそうに、蓮がすみれだけのために作ったブーケを大切そうに抱えている。

（あれ、あのバラ……もしかして……）

　目を凝らしてじっと、蓮の作ったブーケを見つめる。グリーンがちらちらと覗く、華奢なすみれにぴったりの淡いピンクとオレンジを基調にした、メルヘンチックなショートキャスケードブーケ。

　ブーケに使われているのは、すみれが大好きだといっていた、グレースの庭に咲いていた、淡いオレンジ色のバラに間違いない。

（もしかして、高杉さん……、すみれさんのためにあれを、庭から……？）

　だとしたら、蓮は本当に心から、すみれを愛しているのだろう。あのブーケを見た瞬間のすみれの顔を想像すると、涙がこぼれそうになった。

　すみれはウイッグで作った長い髪をなびかせて、時折目を潤ませて、斜め上の蓮の顔を覗き込む。

　花冠とブーケはまるで花の妖精が作ったように、彼女にぴったりとなじんでいた。

　時折目を合わせ、笑い合いながら入場してくるふたりの姿は神々しくさえある。

　テーブルの上には乾杯用のシャンパンが注がれている。

　蓮とすみれが高砂席に着くと、再び大きな拍手が巻き起こった。

　ただそこに並んでいるだけで、絵になりすぎる完璧なふたりだった。

「……それでは皆様、おふたりの明るい未来と、ホテルグレースグループとフローリスト・タカスギが最良のパートナーとなることを願いまして……」

「乾杯！」

「乾杯！」

　パーティーは歓談の時間に差しかかっていた。

　高砂席のふたりの周りでは、常に誰かがやって来ては、蓮に酒を注いだり記念撮影をしたりと忙しそうだ。

「ねえ、四葉っちー」

　斜め前のテーブルから、美奈が声をかけてきた。手招きをされて四葉は立ち上がった。

「浅尾店長、お久しぶりです」

　緊張気味に、美奈のいるテーブルの横に立った。各店の店長がずらりと並ぶ光景は、かなり迫力がある。

「聞いたよ。四葉っち、正社員登用試験受けられることになったんだって？」

　美奈がうれしそうに言った。

「あ、はい。そうなんです」

　美奈が喜んでくれていることがうれしかった。四葉は思わず頰が緩んだ。

「そっか。ついに四葉っちが正社員か。契約社員になってこんなに早く正社員登用なんて、あたしうれしい」

　美奈は誇らしげに言う。

「でもまだ、受かったわけじゃないですよ……。落ちるかもしれないので、あんまりウキウキしてられません」

「大丈夫。受かるよきっと、四葉っちなら」

「浅尾店長がそう言ってくださると、心強いです」

「あたり前じゃん。すずらん町店の期待の星なんだから、四葉っちは」

　テーブルにいる店長たちの視線が四葉に注がれていた。どの店の店長も、若くても貫禄があり、瞳がキラキラしている。四葉は思わず背筋を伸ばした。

（……やっぱり、かっこいいなぁ……）

　店長クラスにまでなると、それなりの経験が自信となって表情に表れてくる。

　どの店長も、正社員登用試験を乗り越えて今ここにいる。四葉は改めて、彼女たちのようなフローリストになりたいと思った。

「ありがとうございます！　試験、がんばります！」

　四葉はぺこりと頭を下げた。

　席に戻ると、オリーブが四葉の顔を覗き込んで言った。

「四葉ちゃんに、グッドニュースよ」

「グッドニュース？」

「ええ、グッドニュース。タカスギの社長がテーブルフラワーを褒めていたそうよ。四葉ちゃんの担当ね」

「ええっ！　本当ですか！」

「本当よ。よかったわね」

　オリーブは、ニッと歯を出して笑って言った。




「皆様、これより主役のおふたりは庭園に移動して記念撮影を行います。この後のお時間は皆様、このまま宴会場でお酒を楽しまれるもよし、ホテルの部屋でくつろがれるもよし、庭園も貸し切りとなっておりますので、ご自由にお楽しみください。それではおふたりの退場でございます！　テーブルにご用意しておりますバスケット、中にはすみれさんの大好きなバラの花びらが入っております。皆様のフラワーシャワーにて、おふたりをお見送りください！」

　司会がそうアナウンスすると、各テーブルの招待客が立ち上がる。

　招待客たちは、テーブルにあるバスケットから、四葉が準備したフラワーシャワーを手に取った。

　オリーブとカオルと四葉も、バスケットから香りのよいバラのフラワーシャワーをふわりとすくい上げる。

　おとぎ話の映画のテーマ曲が流れ始めると、高砂席のふたりが立ち上がり、蓮のエスコートですみれが歩きだした。

　フワッといっせいに花びらが舞い、甘いバラの香りとともにひらひらと落ちてくる。

　花嫁こだわりのバラを贅沢に使用した通常のフラワーシャワーの三倍ほどの量の花びらが舞い上がる中、蓮とすみれは招待客に笑顔を見せながら歩いていく。

「綺麗ね……」

　花びらを撒きながらオリーブがつぶやいた。

「そうですね……本物のお姫様みたいです」

「あら、蓮のことよ」

　オリーブが嫌みっぽく言ったので、四葉はくすっと笑ってしまった。

「夢見るお嬢様と王子様。お似合いだわ」

　カオルが言った。

　花びらが舞う中を、仲睦まじく歩いていくふたりの背中をうっとり見つめながら立ち尽くしているところに、美奈がトントンと肩を叩いた。

「四葉っち！　なにボーッとしてんの！　一緒に庭に行かない？　撮影見に行こうよ！」

「えっ……？」

「撮影よ、撮影！　ここのホテルが庭園を貸し切りにしてくれるなんて滅多にないでしょ？　せっかくだから、あたしたちも写真撮っちゃおうよ！　わざわざドレスアップしてきたんだからさ」

　美奈はクラッチバッグから最新式のデジカメを取り出した。

「四葉っち、写真得意でしょ？」

「あ、ええ、まぁ……」

　四葉が少し迷いながらオリーブとカオルを見ると、「いってらっしゃい」とオリーブが言った。

「せっかく高いドレス着てるのに、写真の一枚も撮らなきゃもったいないわよ。アタシとカオルはもう少しここで飲んでるから」

　オリーブはワインの入ったグラスを持ち上げてみせる。

　美奈が四葉の手を引いた。

「すみませーん、この子お借りします。ほらほら、四葉っち、行こ」

　少しアルコールが入っているせいか、やたらと上機嫌な美奈に引きずられるようにして、半ば強引にホテルの庭園へと連れていかれる。

「やっぱり素敵ねー、ここの庭は。花嫁がどうしても、ここで記念撮影がしたいって言う気持ちがよくわかるよ」

　美奈は両手を広げて大きく深呼吸をしている。

　天気は快晴で、庭園に流れる小川のせせらぎが聞こえる。

　無造作に置かれているように見える大きな岩や切り株、自然に生えているように見えるタンポポや、土が見えないよう短い植物を地面に植えつけるグランドカバープランツひとつとっても、完璧に計算されたデザインの一部であることがわかる。

　この庭に来るといつも、ここが都会の片隅にあるホテルだということを、忘れてしまいそうになる。

「そうですね。私も、この庭が大好きなんです」

　四葉が言うと、美奈はそばにあるベンチに腰掛けて、デジカメを取り出した。

「一緒に写真撮ろ。四葉っち」

「はい。あ、でも……」

　せっかくだから、バックに庭の景色が入るように写したい。そう思っていると、美奈が叫んだ。

「あっ！　ちょうどいいとこに、カメラマン発見！」

「なんだ、カメラマンって俺のことか」

　庭園の木陰から姿を現したのは涼だった。

（……涼さん！）

「副社長！　早く、こっち来て。美女二人組の写真撮ってー」

「副社長をカメラマン呼ばわりか。酔っぱらいの浅尾店長は容赦ないな、ったく」

　言いながら、面倒くさそうにこちらに向かって歩いてくる。

　短めの髪をうしろになでつけるようにセットしており、清潔感があるけれど、凛々しい顔立ちと恵まれた体格のおかげでワイルドで男らしい印象だ。

「お、たしかに美女二人組だな」

　からかうように涼が言った。

「豚に真珠とはこのことだ」

「ちょっと！　仮にも年上の女性に向かって失礼でしょうが」

　美奈がムッとした顔で反論する。

「あはは、口がすべった」

「それ、本音ってことじゃないの！」

　美奈は頰を膨らませている。

「美山はあれだな、普段がガキっぽいだけに、ずいぶん印象が変わるな」

「ひどいです」

「あはは、すまん。また口がすべった。いやでも、本当に驚いた。どこのいい女かと思った」

　そう言って、涼は美奈からカメラを受け取った。

「さぁさ、美女二人組の写真を撮るぞ」

「お願いします」

「いくぞ、はい、チーズ」

（はい、チーズだって……似合わないなー……）

　美奈と並んでピースサインをしながら、思わずぷっと噴き出してしまった。

「あ、あそこ！　高杉蓮と花嫁発見！」

　美奈が小川にかかった小さな橋の方向を指差すと、たしかに高杉蓮の姿があった。

　隣にはもちろん花嫁のすみれが並んで寄り添って歩いていて、本物のカメラマンがそのふたりの写真を撮りながら後を追いかけている。

　あまりに絵になるふたりの姿に、タカスギのゲストを中心としたギャラリーが撮影を見るために何人か集まっていた。

「すまん、浅尾店長。ちょっと美山借りてもいいか？」

「えっ？」

　四葉と美奈が同時に涼の顔を見る。

「ちょっとな、正社員登用試験のことで話があって。いいか？」

「ああ、なら、どうぞ。もちろんいいですよ」

　美奈は納得したようにうなずいて言った。

「じゃあね、四葉っち。あたし撮影見学してくるよ。さっきの写真できたらデータ送ってあげるから！」

　機嫌よく手を振って去っていく美奈に、四葉も内心安堵しながら手を振った。




「すみません。ええと、正社員登用試験の話ですよね？」

「ん？　ああ、うん。それは、この間話した通りだけど」

　涼は何事もなかったかのように答える。

「えっ？　話があるんじゃなかったんですか？」

　四葉は驚いて目を見開いた。涼はふっと目を逸らし、近くのベンチにどさっと座り込んだ。

「まあ、ないこともない、な」

「なんですかそれ」

　うん、と涼はひと呼吸置いて、四葉の目をじっと見つめる。

「結婚しよう」

「……は？」

「俺と結婚しよう。四葉」

「……えええええええ!?」

　嘘だ。そんなはずはない。だってまだ、正式に付き合ってほしいとも言われていないのに。いくらなんでも、いきなりすぎる。

「お前が好きだ。ずっと我慢していたが、今日の高杉の幸せそうな顔を見てたら、我慢できなくなった。結婚してくれ」

「そんな、順番が、めちゃくちゃです！　だって、まだ、付き合ってもいないのに……。涼さんは、勝手すぎますよ！　あのときのキスだって、もうなかったことみたいになってるし……！」

　そう、言いかけた四葉の唇は、いつの間にかやわらかな涼の唇で塞がれた。

　そしてそれは、そっと離れる。

「順番なんて、どうでもいい。お前が好きだ。付き合ってほしい。結婚してくれ。ずっとそばにいてほしい。どうだ、これでいいか。全部、俺の本心だ」

「ぜ、ぜんぜんよくないです！」

「今すぐにとは、言ってない。お前に夢があるのは知っている。やりたいことは、満足いくまで自分で納得できるまでやればいい。そして、お前の夢がかなったら、そのときに返事をくれればいい」

「涼さん……」

「フローリストは実力社会だ。わかっているとは思うが、好きだからといって、俺はお前を特別扱いはしないからな」










ふたりの夢




　フローリスト・タカスギの正社員登用試験は、実技と面接が一日で行われる。

　試験当日の朝、四葉は黒のパンツスーツに身を包み、南青山にある本店へと向かっていた。

　本店で実技試験が行われ、その後本社へ移動して、役員面接が行われる。

　実技試験は、花束とアレンジを決められた時間内に作り上げること。面接の内容は聞かされていない。

　本店は、地図の通り駅のすぐ近くにあった。

　店の外からもあふれんばかりのグリーンと花が見える黒を基調とした外観は、スタイリッシュで都会的だ。店内には生花や観葉植物だけでなく、高杉蓮のデザインしたプリザーブドフラワーも並んでいる。

　観葉植物ひとつとっても鉢のデザインが変わっていたり、あまり見たことのない種類のものを扱っていたりして、思わずどれか欲しくなってしまう。

　パンツスーツ姿の四葉が店に入ると、パーティーで見た、金髪ショートヘアの店長が出迎えてくれた。

「試験、がんばってね」

　にっこりと微笑まれたが、緊張のあまり、はいとうなずくことしかできなかった。

　店先に並んでいる生花はどれも存在感があって珍しいものばかりだ。かわいい色合いからエキゾチックな見た目の花まで、雰囲気で区分けして飾ってある。

（ここから花を選んで作るんだよね？）

　金額は五千円と決まっている。実技試験担当のマネージャーからテーマを告げられて、それに合う花束とアレンジを時間内に作成するということになっている。

　実技試験担当のマネージャーが店にやって来ると、四葉は慌てて頭を下げた。

　たしか、パーティーでも顔を見たことがある。

　いかにも厳しそうな四十代くらいの女性マネージャーだ。

「美山四葉です！　よろしくお願いします！」

　マネージャーはうなずいた。

　冷たい雰囲気のする美人だ。たぶん若い頃はもっと綺麗だったのだろうな、と四葉はついつい想像した。

「テーマは、若い女性の友人が入院したときに持っていくお見舞いのアレンジメントと、小学生の女の子のピアノの発表会に持っていく花束。金額は、どちらも五千円。アレンジは十五分、花束は十分で仕上げること。いいですね？」

　厳しい視線が四葉に降り注ぐ。

（お見舞いと、ピアノの発表会）

「はい、わかりました！」

　四葉はごくんと唾をのみ込んだ。

「私が時間を計ります。では、スタート」




「実技試験はアレンジ、花束どちらも時間内に完成。内容も合格点に達しているね。デザイン面でもマネージャーが高い点数をつけているよ」

　丸顔で温厚そうな顔つきの人事部長、湯ゆ川かわが言った。

　長いテーブルを挟んで四葉と向かい合わせに座っているのは、人事部長の湯川、副社長の涼と、ホテル事業部の小こ湊みなと部長の三人だ。

　南青山本店の近くにあるフローリスト・タカスギの本社に来るのはこれで三度目だ。

　狭い会議室の中は日あたりがよく、窓際にはミディサイズの胡蝶蘭が並んでいる。

「実技試験が合格ということだから、ここで落とす理由は正直言ってほとんどないんだよ。ただ、正社員登用にあたって確認しなければならないことはいくつかある。それが今日、本社にわざわざ来てもらった理由だ」

　四葉がはいとうなずくと、湯川は続けた。

「まず、正社員になるということは、ただフラワーショップで働くこととはまったく別物だということだ。君は、フローリスト・タカスギの人間になる。つまり、フローリスト・タカスギの社内では、どこで働くことになってもおかしくない、ということなんだ。明日から営業部で営業をやってくれと言われる可能性だってある。極端な話だがね。それが嫌なら、正社員になるのはあきらめてもらわなければならない」

　湯川が言っていることはもっともだ。あたり前といえばあたり前のことなのだが、いきなり営業部と言われると、少し怯ひるんでしまう。

　四葉は自信なさげに小さく「はい」と答えた。

「湯川部長、あまりいじめないでやってくださいよ」

　と笑いながら言ったのは涼だ。

「実技試験に合格して、営業部に行った人間なんていないでしょう」

「極端な話だ、と言ったじゃないか。副社長は美山君をずいぶんかわいがっているようだな」

　湯川は少し嫌みっぽく、笑顔で涼に言った。涼は負けじと満面の笑みで返す。

「そりゃあもう、優秀なスタッフとして目の中に入れても痛くないほどかわいがっていますよ」

　涼が言うと、ホテル事業部部長の小湊が口を挟む。

「美山君は、ホテルグレース勤務だね」

　小湊は細長い顔に尖った顎が印象的な、品のいい顔立ちをしている。

「はい、そうです」

　と四葉は答えた。

「あそこは社員の癖が強いことで有名でね。織部と木崎とはどうかな？　あのふたりとコミュニケーションがうまく取れずに辞めていく契約社員も多かったんだけど、美山君は大丈夫だということかな」

　小湊部長は苦笑しながらいった。オリーブとカオルがそんな言われ方をしていることに四葉は少し驚いた。

「おふたりともとても、いい方たちです。オリー……織部さんも、木崎さんも、素晴らしい技術をお持ちなので、とても勉強になります。なにを質問しても教えてもらえる環境は、とても恵まれていると思います」

「ほう」と小湊部長は感心したように言った。

「あそこで働いて、そんなことを言ったのは君くらいだよ。あのふたりは、技術は抜きん出ているんだが、コミュニケーションに難ありでね。後輩が育たないので困っていたところだったんだよ」

「そんなことありません！　とてもよくしてくださいますし、なんでも教えていただいてます……。おふたりとも、素敵な人です！」

　四葉が必死で言ったのを見て、涼はくっくっと笑っている。

「そうか。君は、ホテル事業部に向いているようだな」

　小湊は満足げに言った。

「そのことなんですが」

　と涼が小湊部長に向かって言った。

「正社員登用が正式に決まったら、美山を販売部に返そうと思っています」

　湯川と小湊が同時に涼のほうを見る。

　四葉もびっくりして目を見開いた。

「販売部に？」

　小湊があからさまに顔をゆがめている。

「どうしてなのか、理由を説明してもらわないとな」

　冷静に、そう言ったのは湯川だ。

　四葉は三人の顔を順番に見比べる。

（……涼さん？　どういうこと……？）

「実は美山には、フラワーショップタカスギゆりのき町ちょう店の店長をやってもらおうと考えています」

「ええっ！」

　四葉は思わず声をあげてしまった。涼はかまわず話を続ける。

「ゆりのき町店の店長が寿退社することになったのは、湯川部長もご存知かと思いますが」

「もちろん知っているよ。しかし、ほかにも社員スタッフはいるだろう？　どうして彼女なんだね」

　湯川は腕組みをして首をかしげた。

　小湊は眉間にしわを寄せてうなずいている。

「それはこれからご説明します。こちらをご覧ください」

　そう言って、涼は手もとのノートパソコンを開き、湯川と小湊、四葉にも見えるように向きを変え、なにかのアイコンをクリックしてみせた。

　画面に映し出されたのは、フラワーショップタカスギのブログのトップ画面だ。

　涼はその中の、店舗一覧からすずらん町店のアドレスをクリックする。

「これは、すべて美山がアップしたものです。そして……」

　次々と、四葉がすずらん町店でアップしていたブログの記事が画面に映し出されていく。最後の記事は、四葉がホテル事業部へ異動する前日のものだ。

　涼はその記事の、コメント欄に画面をスクロールした。

「これを見てください」

　画面には、たくさんのコメントがあふれていた。

《看板娘がいなくなって寂しいです》

《明るく元気な美山さんから、仏花を買うのが楽しみでした。いつか戻ってくるのを待っていますよ》

《いつも笑顔をありがとう！》

《商店街の元気娘にまた会いたいです》

　読んでも読んでも終わらない、たくさんのコメントが最後のページを埋め尽くしている。四葉は思わず目頭が熱くなってしまった。

「フラワーショップタカスギゆりのき町店は、大型スーパーマーケットの中にある店舗です。やはり地域密着型の店舗ですから、店長の人柄がなにより大事だと考えました。後任には美山が適任です」




「ほんとに今日で四葉ちゃん、最後なのね。アタシ寂しいっ」

　オリーブが作業場の床を箒ほうきで掃除しながら言った。

「大袈裟ね。永遠の別れじゃあるまいし」

　カオルが集めた茎や葉をゴミ袋にまとめ、四葉がそれをゴミ捨て場に運ぶという流れ作業だ。四葉はふたりに向けて言った。

「私が正社員登用試験に合格したのは、オリーブさんとカオルさんのおかげですから。本当に、感謝してます」

「美山さんなんかに、店長が務まるとは思えないけど」

　カオルがいうと、オリーブが「そうかしらね？」と反論する。

「四葉ちゃんは、庶民派の店でおばちゃんたちの相手をしてるのがお似合いよ。ホテルフロリストって柄じゃないわ」

「オリーブさん、それ、褒めてないですよね？」

「あら、最上級の褒め言葉よ？」

「たしかに、庶民派なのは間違いないわね」

「もう、カオルさんまでー」

　四葉が膨れると、オリーブがクスクスと笑って言った。

「寂しいのよ、カオルも」

「別に。もとの静かな作業場に戻るだけのことだわ」

「カオルは素直じゃないわねー、ホントに」

　三人が談笑していると、蓮が作業場の扉を開いて入ってきた。

「外まで丸聞こえだよ」

「すみません……」

「あら、ごめんなさーい」

「別に誰も通らないんだからいいじゃない」

　蓮はふぅとため息を吐き出しながら言った。

「僕も、寂しいんだけどね」

（……高杉さん）

「でもたしかに、君は僕のアシスタントなんかよりも、買い物に来るおばちゃんの相手をしているほうがよく似合う。涼の意見はもっともだよ」

「高杉さん……。ありがとうございます！」

「褒めたつもりはないけどね？」

　蓮はいたずらっぽく笑って言った。

「僕は涼に君を取られたような気持ちでいるから」

「蓮ってば、ヤキモチ焼きなんだから」

　オリーブがクスクス笑う。

「今日は最後のレッスンになるね。おいしい紅茶が手に入ったから、一緒に飲もうか」

　蓮が四葉に向かって笑顔で言うと、四葉の顔が曇った。

（あっ、しまった！　高杉さんに伝えるの忘れてた……）

「あ、高杉さん、すみません……今日はその……」

（副社長に正社員登用試験に合格したお祝いに食事に連れていってもらう約束してるんだよね……）

　四葉が口をモゴモゴさせて言いにくそうにしていると、オリーブが話に割り込んだ。

「あら蓮、四葉ちゃんは今日、先約があるらしいわよ？　レッスンのお相手、アタシじゃあダメかしら」

（オリーブさんってば！　余計なこと……）

「先約って？」

　蓮が四葉の顔を覗き込む。

「あ、ええと、友人と、お食事に……」

　蓮は顔をしかめている。

「す、すみません……」

「まぁ、仕方ないな。今日はおとなしく涼に君を譲ってあげるよ」

　蓮はふふっと笑って言った。友人と言ったのに、すっかりバレていたらしい。

　オリーブが蓮に嫌みっぽく「よく言うわね。あんな美女を嫁にもらうくせに、この贅沢者！」と言い放つと、蓮は笑った。

「まったく。迷惑な王子様ね！」

　オリーブがそう言って、蓮をギロリと睨みつけた。

　ホテルグレースとも、今日でお別れだ。

　初めはどうなることかと思ったけれど、今となってはオリーブやカオルと離れることが、とても寂しいと感じていた。

（この庭園とも、今日でお別れかぁ……）

　四葉がこのホテルを大好きになった、理由のひとつ。

　美しい自然にあふれた、秘密の花園だ。

　最後に一度、立ち寄ろうと決めていた。

　今度働くフラワーショップタカスギゆりのき町店は、ここからはずいぶん離れた場所にある。

　落ち着いたら、ゆりのき町店の近くに新しいアパートを借りて引っ越そうと考えている。

　夜の庭園は照明に照らされてロマンチックだ。

　涼との待ち合わせには、まだもう少し時間がある。四葉は深呼吸をして、庭園のベンチに腰掛けた。

　目を閉じて、小川のせせらぎの音を聞く。

（やっぱり素敵だなぁ……）

「よーし、絶対にいい店長になってやるー！」

　目を閉じたまま、大声でいった。

　すると、耳もとから、くっくっと笑いをこらえる声が聞こえてきた。

「……えっ？」

　驚いて目を開けると、隣にはいつの間にか、涼が腰掛けていた。

「うわっ！　びび、びっくりした！　涼さん、なんでここに……」

　涼はまだ笑いをこらえている。

「なんでって、お前がここにいるんじゃないかと思ってな」

「さあ、行くか」

　涼が立ち上がり、四葉を見下ろして、右手を伸ばしている。

「あ……、はいっ」

　慌てて涼の右手をとって立ち上がる。

「なにが食いたい？　フランス料理か？　イタリアンか？　中華料理か？　それともあれか、焼き肉か？」

「えっ……えーっと……」

（手、握ったまんまなんだけど……）

　四葉の視線がつないだ手もとにあるのに気づき、涼は慌てて右手を離す。

「ああ、すまん」

「い、いえ……」

　少しの沈黙の後、涼が言った。

「俺は、お前のことが好きだ。四葉」

　ふたりきりの夜の庭園を、やわらかな光が照らしていた。

　優しい風が吹き抜けて、水の流れる音だけが微かに聞こえている。

「四葉が一生懸命がんばっている姿が、俺は一番好きなんだ。花が大好きだって顔して、楽しそうに店にいる姿が好きだ。だから、俺の見える場所でいつも、楽しそうに働いていてくれればそれでいい」

「……涼さん」

　涼は優しく微笑んで言った。

「もちろん、お前が仕事を辞めたいと言うのなら、今すぐ永久就職させてやるけどな」

「……や、辞めたいなんて、思ってません！」

　突然の告白に目を丸くして、四葉が言うと、涼はふっと顔を綻ばせた。

「ならよかった。ゆりのき町店を頼むよ、美山店長」




　＊　＊　＊




「ありがとうございました！」

　大型スーパーマーケット内の入り口からすぐの場所にある、フラワーショップタカスギゆりのき町店には、小さな店内スペースに室内用グリーンや生花や花鉢が所狭しと並んでいる。

　スタッフひとりが出入りするのがやっとの小さな店舗ではあるものの、客数が多く売れ行きは敷地面積のわりに悪くない。

　四葉がフラワーショップタカスギゆりのき町店に店長としてやって来て、もうすぐ半年だ。

　もうすぐクリスマス。最近は、ゴールドクレストの鉢植えで作ったミニツリーやポインセチア、サンキライのリースも人気がある。

「美山ちゃん、墓花一対置いといてくれる？　帰りに買っていくから」

　隣の和菓子屋の店長がこっそり声をかけてくる。

「はーい」

　スーパーマーケット内にはほかにもクリーニング店や洋菓子店がテナントとして入っている。客層は主に近くにあるマンション群に住む奥様方だ。

「いらっしゃいませ！　あ、こんにちはー！　おじいちゃんの具合、どうですか？」

「入退院を繰り返しててねー、病院の食事がまずいのなんのってうるさくて」

　こうしてやって来るほとんどは常連客で、いつも他愛ない世間話をしながら花を買っていく。

「今日のお勧めは？　なにかいいのあるかしら」

「今日はトルコキキョウがお勧めですよ！　ほら、これ、花弁がフリルになってるんですよ！」

　四葉がキーパーから取り出したのは、フリンジという品種だ。八重咲きのトルコキキョウで花の一輪一輪のボリューム感と花弁のフリルが特徴的。花だけを見ればバラと見間違うほどの高級感がある。

「あら、ほんと！　かわいいわ。これがトルコキキョウ？　信じられない」

「かわいいでしょう？　今なら花持ちもいいですし、今日のイチオシですよ」

「じゃあこれにするわ」

「ありがとうございます。すぐにお包みしますね。長さはこのままで大丈夫ですか？」

「ええ。ありがとう」




　閉店時間はスーパーマーケットと同じ午後八時。

　営業中に水替えや鉢物のメンテナンス、翌日の準備などを済ませておくのだが、忙しい日は閉店作業をして帰る準備を済ませると、店を出るのが夜の九時頃になるときもある。

　今日もすばやく閉店作業をし、本社宛の日報をパソコンから送信すると、すでに八時半を回っていた。

「あー、今日もコンビニのお弁当か……」

　腕時計を見ながらつぶやいた。

　正社員になって給料は多少安定したものの、責任の重さと仕事量の多さは契約社員と比べものにならない。せっかくスーパーマーケットの店舗にいるのだから、本当なら、食材を買って帰って自炊したいところなのだが、最近では忙しさと疲れから、簡単な料理もままならない状態だ。

　店を任せてもらえることは、楽しいし幸せだ。

　仕事はやりがいがあって毎日が充実している。

「おじさん、お疲れさまでーす」

　スーパーの警備員に挨拶をすると、いつもの警備員のおじさんがポケットから飴を取り出した。黒いパッケージの昔懐かしの飴だ。

「はい、お疲れさん」

「わ、おじさん、ありがとー」

　警備員に手を振って、スーパーの裏口から表に出る。

　夜の空気は、ひんやりと冷たくて気持ちがよかった。

　うーん、と伸びをしながら歩いていると、前方から背が高く体格のいい、スーツ姿の男が歩いてくるのが見えた。

　顔は暗くてよくは見えない。

　おそらく近くのマンションに住んでいるサラリーマンだろうと四葉は思った。

　歩きながらさっきもらった飴の袋をピリッと開き、口に入れる。

　サラリーマンがすれ違いざまに、低い声で「おい」と言って四葉の肩に手を置いた。

「……えっ？」

（ち、痴漢？）

　驚いて、口から飴がぽろりとこぼれ落ち、アスファルトをコロコロと転がっていく。

　恐る恐る見上げると、そこには愛しい人がいた。

「……んあ、涼さん？」

「んあ、じゃないだろ。夜道をボーッとしながら歩くな！」

　いきなり叱られてしまった。

「どうしてここに？」

「お前に大事な話がある。今から付き合え」

「え、あ、はい」

（……いきなりなんだっていうの？　あれ以来、ほとんど連絡もしてこなかったくせに！）




　言われるがままに涼の運転する高級外車に乗せられて、夜の高速道路を走っている。

「久しぶりだな」

　ふっと微笑みをたたえながら、優しい声で涼が言った。

　その声を聞いた瞬間に、急にどっとなにかが込み上げてきて、我慢できずに目から温かい涙がこぼれ出る。

「なにが、久しぶりだな、ですか！　仮にも、結婚まで約束した恋人を、半年も放置する人がどこにいるんですか……？　涼さんは……やっぱり勝手すぎます！」

　自分でも、驚いていた。

　こんなことを泣きながら口走るほど、声を聞いただけで涙が出るほど、自分は涼の言葉に飢えていたんだということに気づいて四葉は愕然とする。

　この半年間、店長としてやっていくことに必死だった。

　なにもかも店のために捧げる気持ちでがむしゃらに働いて、だからこそ、涼からの連絡がなくとも耐えられた。

　耐えられた、はずだった。

「電話くらい、くれてもいいと思います。寂しかったんですよ……」

　言いながら、また涙がこぼれ出た。

「お前のがんばりは、ちゃんと見てたよ」

　涼が言った。懐かしい、落ち着いた優しい声。

「見てたって……」

「数字でも、ブログでも。いつも一番にチェックしてた。売上はどうか。ブログでなにを書いているか。……四葉が店で楽しそうに働いているのが、数字を見ればわかったよ。よくがんばったな」

　そう言って、にっこりと笑う涼の横顔を見ると、悔しいけれどまた涙を流さずにはいられない。

　他愛ない会話も、涼の車の助手席から涼の横顔を眺めることも、なにもかも、うれしくて、幸せでたまらなかった。

「高杉は、すみれさんと幸せそうにやってるよ。すみれさんが、四葉に会えなくなって寂しがっているらしい」

「よかったです。すみれさんが幸せそうで」

「喧嘩になるたびに、あのドッキリのときの話をわざとするらしい。強くなったよなあ、彼女も」

　そう言って、涼が笑う。あのときの蓮の顔を思い出して、四葉も一緒になって笑った。

「あれは傑作でしたね」

「ああ。その話聞いて、俺もそろそろ、夫婦喧嘩でもしたいなと思ったよ」

　涼がまた笑う。

　ずるいなあ、この人は、と四葉は思う。いつも突然で、自分勝手で。

「さあ、もうすぐ到着だ」

　高速から、海峡大橋を渡ってすぐの島の入り口にある大きなパーキングエリアには、新しいテーマパークが併設されている。

　夜間は閉まっているはずのそのテーマパークのゲートの前で、車は止まった。

「さ、行くぞ」

「え、行くぞって、もう閉まってますよ！　ここ！」

　涼の後を慌てて追いかける。

　真っ暗で、閉じられたテーマパークのエントランス。

　その脇に、従業員用入り口のようなものがある。その入り口に、涼がカードキーのようなものをかざす。

　ピッと電子音がして、真っ暗なテーマパークの扉がゆっくりと開いた。

「え、嘘……なんで……」




「暗いから、気をつけろよ。転ぶと危ないぞ」

　涼がそう言って、うしろを歩く四葉に手を差し出した。

　久しぶりに握った涼の手は、大きくて温かい。

　真っ暗な道でも、涼といれば怖くない。そう思えた。

「なんで、ここの鍵なんて持ってるんですか……？」

「うん、まあそれは、すぐにわかる」

　手を引かれて、真っ暗なテーマパークを手探りで歩いていくと、ある場所で、ふっと涼の足が止まった。

「よし、ここでいい」

　涼はそう言って、右手を大きく上げると指をパチンと鳴らしてみせた。

　その瞬間。

　目の前がぱあっと明るくなり、四葉はそのまぶしさに思わず目を閉じた。

　そして、次に目を開けたときには目の前に、見上げても一番上が見えないほどの巨大な、まばゆいばかりの色鮮やかな電球でライトアップされた美しいクリスマスツリーが姿を現した。

「……嘘……すごい！　すごい！」

　隣では、涼がツリーを見上げて微笑んでいる。

　巨大なツリーの明かりに照らされて辺りは明るくなったけれど、テーマパークには涼と四葉のほかに誰の姿も見あたらない。

「このツリーは、俺が設計したんだ。デザインから、ライトの色ひとつひとつまですべて、俺が考えた。今日がこのツリーの公開前の初めてのライトアップだよ」

「涼さん……」

「俺の夢は、お前を感動させるものを作り続けること。それをお前が、一生、俺の隣で見ていてくれることだ」

　彼の目が、こちらをまっすぐに見つめている。

　ツリーの光に照らされて、彼が微笑む。

「結婚、してくれるか」

　そう言って、こくんと小さくうなずいた四葉を、涼はぎゅっと、強く抱きしめた。
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新婚初夜




　株式会社フローリスト・タカスギ副社長、清水涼は、スーツ姿で真新しいダブルベッドにひとり腰掛けて、ゆっくりと寝室を見回した。

　寝室の窓際の角には涼が自ら市場に出向いて購入し、白い陶器に自分の手で植え替えた、二メートルほどの高さの枝ぶりのいいネムノキがある。

　窓辺につるしたシュガーバインの鉢植えからは、かわいらしい葉と長いつるが垂れて、室内のアクセントになっている。

　白い壁に取りつけた木製の飾り棚には小さなサボテンの鉢植えを並べ、ベッドサイドの花瓶には、愛しい妻の大好きな、淡いオレンジ色のバラを飾っている。買ったばかりのときはまだ固い蕾だったそれは、ふっくらとその花びらを膨らませ、カップ咲きの丸みを帯びたかわいらしい姿で甘い香りを漂わせている。

　完璧だ。

　涼は心の中でつぶやいた。

　四葉はきっと、この寝室を見て、わあっと声をあげて喜ぶに違いない。

　その姿を想像するだけで、身悶えするほどかわいい愛しの妻。彼女はまさか、自分がこれほどまでに夫に溺愛されているとは思っていないだろう。涼はふっと自嘲気味にひとり微笑んだ。

　今夜が妻とふたりきりで新居で過ごす、初めての夜になる。この日を一生忘れられない日にするのだと意気込んで、つい妻に内緒で勝手に買ってしまった最高級のダブルベッドだが、さすがホテルグレースのスイートルームに使用しているのと同じブランドのものだけあって寝心地は最高だ。このベッドに横たわるパジャマ姿の四葉を想像し、涼はまたひとり悶えるのだった。




　清水四葉。フラワーショップタカスギの副社長、清水涼の妻であり、フラワーショップタカスギゆりのき町店の店長。

　涼と結婚するにあたり、タカスギを退職するかどうかふたりで話し合った結果、四葉の強い希望でゆりのき町店に残ることになった。

　ほかの本社スタッフなどから必要以上に気を使われたくないという理由から、社内の人間を招いた披露宴はしないことに決めた。かわりにハネムーンを兼ねてふたりきりでのヨーロッパ旅行を計画中だ。

　したがって、四葉が副社長の妻であるという事実は、高杉蓮やオリーブ、カオル、すずらん町店の店長である浅尾美奈といった、ごく一部の人間以外はまだ、知らない。

　入籍してからも、職場ではこれまで通り美山四葉として働いている。幸い四葉が今一緒に働いているのは涼とは面識のない学生アルバイト一名だけなので、これ以上噂が広まるような心配もなさそうだ。

　フラワーショップタカスギゆりのき町店の店長になってようやく一年。常連客も多くいる。四葉と話すためだけにわざわざ立ち寄る客もいるほど、すっかりこの店の顔となった四葉だが、妻としてはまだまだ半人前だ。

　涼と入籍してからここ何ヶ月かの間、店の休憩時間にスーパーで買い物をし、閉店作業を終えると大慌てで夫である涼のマンションに通い、涼のために料理や家事をする日々だった。

　料理も家事も、二人分というものにまだ慣れない。時に、失敗して落ち込むこともあるけれど、そんな四葉を涼は優しく見守っている。

　ひと通りの家事を終えると、ソファでふたりゆったりと過ごす。四葉はその時間がなによりも幸せだと感じていた。

　四葉は店の出勤のために涼の部屋には泊まらずゆりのき町店から近い自分の部屋に帰っており、夫婦になったといっても一緒に住んでいるわけではなかった。

　そんな中、新居となるマンションがようやく決まり、昨日一日の休みでお互いの部屋からの引っ越し作業を終えた。

　そして今日が引っ越したばかりの新居に帰る、初めての夜。

　そう。今日が実質的な、ふたりの新婚初夜なのだ。




　店の閉店時間きっかりに、エプロンのポケットのスマートフォンが着信を告げた。夫である涼からの着信だ。

「もしもし？　涼さん？」

　四葉はスマートフォンを肩に挟み、閉店作業をしながら器用に会話する。

『もしもし四葉、仕事お疲れ。今夜は俺がディナーを用意したから、残業せずに早く帰ってこいよ』

　涼の声が弾んでいる。夫とはいえ、自分の会社の副社長から残業せずに早く帰ってこいなどと言われるのにも、まだ慣れない。四葉ははいと返事をしながら店の前に出していた苗もののトレーを片づけていく。

「涼さんが、料理してくれたの？」

　閉店までに売上金を数えておいたレジの鍵を締めながら四葉が尋ねると、涼は『まさか』と苦笑する。

『シェフに来てもらった』

　さも簡単なことのようにそう言ってのけた涼の台詞に、四葉はつい『そこまでしなくても』と口に出してしまいそうになる。

　涼と一緒に過ごす時間が増えたのと同時に、涼が自分のことを考えてしてくれる行動のひとつひとつがつい気になってしまう。価値観の違いは少しずつ埋めていかなきゃならないな、と心の中でつぶやいて、四葉は出しかけた言葉をのみ込んだ。

「ありがとう」

『どうした？　なんだか元気がないな』

　けれどたったひと言の返事でも、涼は自分の機嫌や体調をすぐに見抜いてしまう。四葉は少し考えて、一度のみ込んだセリフを、勇気を出して口にする。

「あのね、涼さん」

『うん、どうした？　体調が悪いなら、店まで迎えに行こうか』

　涼は優しい。結婚してから、その優しさはこれまでよりもさらに増している。最近ではちょっと甘やかされすぎなのではないかと思ってしまうほど。

「大丈夫。そうじゃないの」

『そうか。ならよかった。風邪でも引いたのかと思って心配したよ』

　だからこそ、彼に嘘はつけない。四葉はコホンと咳ばらいをひとつして、一度はのみ込んだ言葉を口にする。

「あの……これからは、普通の生活をしませんか？　シェフの料理をうちで食べられるのはもちろんうれしいけど、そんな贅沢なことをしなくても、私は涼さんと一緒にいられるだけで、幸せなの」

　口にしてしまってから、店の前でなんて恥ずかしいことを、と四葉は思わず赤面する。涼は四葉のセリフを聞いてしばらく黙った後で言った。

『俺も、同じだ。これからは、言いたいことははっきり言えばいい。お前が幸せなら俺はなんだっていいんだから』

　涼の大真面目な返事に、頭がくらくらする。こんなにも幸せで、いいのだろうか。

「ありがとう。早く会いたいから、急いで帰るね」

　四葉は言い、電話を切る。超特急で閉店作業を済ませ、自転車を飛ばして新居に向かう。涼は自家用車での通勤なので、新しく住むマンションは、四葉の通勤を考慮して涼が決めてくれたのだ。

　新築高層タワーマンションの最上階。

　オートロックのエントランスを抜け、部屋の前まで来ると四葉は少し緊張しながら新居のインターホンを鳴らす。自分の家ではあるけれど、なんとなく、勝手に入るのは悪いような気がしたのだ。

「涼さん、ただいま」

「おかえり、四葉。なんか俺がおかえりって言うのも、変な感じだな」

　スーツ姿の涼が出迎え、玄関で顔を見合わせて笑う。

　秘密の花園で出会った、憧れの人。

　涼の顔を見るだけで、こうして声を聞くだけで、こんなにも幸せな気持ちになるのだから、本当に不思議だ。彼と結婚してよかったと、四葉は心の底からそう思う。

「さあ、ディナーにしよう」

　涼が四葉の手を引いてゆっくりと歩く。リビングに案内されると、オレンジのバラの花が飾られたテーブルに豪華な料理が用意されていた。

　ワイングラスで乾杯し、夜景を眺めながら引っ越し祝いを兼ねたディナーを楽しむ。

「こんな素敵なお料理、私もがんばって作れるようにならなきゃね」

「俺は四葉の作ったものならなんでもいいよ。焦げていようが、砂糖と塩を間違えていようが、四葉と食べれば幸せだ」

　涼が笑う。四葉はもう、と口を尖らせる。

「たしかに料理はうまくないけど、そこまで言わなくても」

「あはは。冗談だよ。でも、四葉と食べればなんだっておいしいってのは、本当だ」

　ゆったりとした時間が流れていく。たくさん笑って、お腹いっぱい食べた後、四葉がふと、テーブルの空いた皿を片づけようと右手を伸ばすと、そこに、涼の手が重なった。

　お互いに見つめ合う形になり、涼がふっと笑う。

「今日は新婚初夜だ。覚悟はできてるかな？　奥さん」

　思いがけない台詞に四葉の顔がかあっと赤くなる。

　その時だった。

　マンション入り口のインターホンが来客を知らせ、四葉が慌てて立ち上がる。

　涼は思わずちっと舌打ちをし、「せっかくいいところだったのに……」とつぶやく。

　インターホンの画面に映し出された顔を見て、四葉はわっと驚いた。

「高杉さんに、すみれさん……！　オリーブさん、カオルさんも！　あ、浅尾店長まで！　ええっ！」

　画面を見ながら、四葉が次々に名前を呼んだ。涼は驚いて立ち上がり、「冗談だろ？」とつぶやいてインターホンの画面に顔を寄せる。

「……まじかよ……なんで？」

　涼はその場に崩れ落ちる。四葉はうれしそうに解錠ボタンを押している。

「四葉？　誰かに昨日引っ越したこと、話した？」

「あ、ええと、オリーブさんに電話で話しちゃいました。うれしくってつい……今日が新婚初夜なんですって……ごめんなさい、いけなかった？」

　四葉は申し訳なさそうに言った。いまだに緊張すると時々敬語が混ざってしまうのだが、それも涼にとっては溺愛する妻のかわいらしい仕草のひとつだ。

「馬鹿。新婚初夜なんて言ったら、あいつらおもしろがって押しかけてくるに決まってるだろ」

「ごめんなさい。でも、みんなに会うの久しぶりだし、私はうれしいけど……」

　そうこうしているうちに玄関のチャイムが鳴らされた。四葉はパタパタとスリッパを鳴らしてうれしそうに玄関に駆け寄る。

「来ちゃった♪　ハッピー新婚初夜♪」

「イエーイ！　引っ越しおめでとー！」

「うわあ！　お久しぶりです！　うれしい！」

　テンションの高い叫び声はオリーブと美奈だ。四葉のうれしそうな声を聞くと、涼もつい、仕方がないなという気持ちになる。ぞろぞろと玄関から、蓮とすみれ、オリーブ、カオル、美奈が部屋に入ってくる。

「うわーさっすが、いい部屋ねー」

「インテリアもセンスがあって素敵」

「ぜんぶ涼さんが選んだんですよ。あ、でもこのへんの小物は私が」

「結婚なんてして大丈夫？　家事なんてできるの？」

「これでもがんばってるんですよ。まあ、まだ人並みには達してないですけど……」

　すみれや美奈、カオルとうれしそうに会話する四葉。オリーブはいかにも高そうなワインの瓶を両手に二本抱えており、蓮は持ってきたプレゼントらしき箱をテーブルの上にどんと置いた。

「引っ越しおめでとう。今日が新婚初夜なんだって？」

　蓮が涼に向かってにやりと笑いながら言う。

「ああそうだよ。わざわざ新婚初夜を邪魔しに来てくれてありがとうな」

　涼はふて腐れながら蓮に返す。

「お前が女に振り回されているのを見るのも、悪くないな」

　オリーブやすみれと楽しそうにキャッキャと笑い合う四葉を横目に見ながら、蓮は言った。涼も、ああ、とあきれ顔でつぶやいた。

「でも、ああいうところも、好きなんだよ。残念ながらね」

　オリーブが持ってきたワインを開け、すみれはお菓子、美奈は生ハムやチーズと、それぞれ持ち寄った品を賑やかに広げ、リビングルームでは宴会が始まった。

「四葉っち、新婚初夜おめでとー！」

「ありがとうございます！」

「って、新婚初夜に来ちゃってよかったの？」

「いいわけねえだろ」

　涼がぶつぶつとぼやきながらも、新婚初夜パーティーと称された宴会は、結局夜中まで続いた。




　全員が酔っ払って気分よく帰宅し、嵐が去ったようなリビングルームでパーティーの片づけを終えた四葉は、大きなソファに腰掛ける。

「やっと、ふたりになれたな」

　涼が四葉の隣に腰掛ける。

　四葉の手を取り、その荒れた手にそっと唇を寄せた。アルコールのせいなのか、それとも気分が高揚しているからなのか、その両方なのかわからないが、ふたりはふふっと顔を見合わせて笑いながら、寝室へと向かう。

　涼は愛しい妻の肩を抱き、寝室のドアを開けた。

「……うわあ！　素敵！」

　四葉はため息交じりの感嘆の声をあげ、涼の顔を見上げる。

　予想通りの反応が、かわいくて愛おしくて仕方ない。これが計算でなく、彼女の純粋な反応であるということがわかるからこそ、こんなにも惹かれてしまうのだろうなと涼は思う。

「寝室は、お気に召しましたか？」

　得意げにそう言うと四葉は「とても、とても素敵です」と微笑んだ。涼は四葉の体を抱き上げる。

「きゃ」と驚いて声をあげる四葉を、そのまま優しくベッドへと運んだ。

　とろんとした瞳で見上げられると、もう我慢の限界だった。

「ずっと、早くこうしたかった」

「涼さん……」

　涼は四葉に覆いかぶさるようにして、優しく唇を重ねる。

　一度目は優しく、二度目は少し強引に。

　三度目のキスからはもう、理性が吹っ飛んでしまった。

　愛しい妻の潤んだ瞳を見つめながら、やわらかな髪を指先でなでる。

「涼さん、私たちの出会いを覚えてる？」

　なにかを思い出したように、四葉が言った。一度は吹っ飛んだ理性を必死で引き戻し、涼は答える。

「もちろん、覚えてるよ。ベンチで昼寝してたら女の声で、『うわ、かっこいい……』って聞こえてきたんだ」

「えっ！　聞こえてたの!?」

　目を丸くする四葉に、涼は苦笑する。

「ああ。びっくりして目を開けたら、めちゃくちゃタイプの女が目の前にいた。その女が、今ここにいる」

「……涼さん」

「その時から、俺のペースを乱すのは、四葉の得意技だな」

　涼は四葉の頬を、むぎゅっとつねる。

「ごめんなさ……」

　言い終わるのを待たず、涼は四葉を思いきり抱きしめた。




　秘密の花園で出会った運命の女性を、一生大切にすると誓った、新婚初夜。




　その後のことは、ベッドサイドに飾ったオレンジのバラと、ネムノキだけが知っている。
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あとがき




　はじめまして。木村咲です。この本をお手に取っていただきありがとうございます。わたしにとって、ベリーズ文庫からの初めての書籍化となるこの作品。サイトに掲載した当初の設定では、副社長の涼の役職は部長でした。

　ベリーズ文庫で書籍化していただくにあたり、よりベリーズ文庫らしくということでキャラクターの設定を変更し、それに合うように修正していくうちにどんどん新しいエピソードが飛び出して、新しいヒーロー像が生まれました。

　結果的に、一度目にサイトに掲載したときとはまったく違う物語となり、登場人物の名前も一部変更しています。とにかくハッピー感を重視した物語。読んでくださった方が甘いお菓子を口にしたときのように幸せな気持ちになれるようにと書くうちに、わたしまで幸せな気持ちになりました。

　ホテルの舞台裏と、ハイスペック男子との甘い恋。女の子の夢を詰め込んだようなベリーズ文庫のコンセプトに合わせ、物語をああでもないこうでもないとこねくり回し、所々でくすっと笑ってもらえたらいいなと思いながら改稿を重ねました。サイト掲載時と書籍版、同じキャラクターでふたつの違う物語を書いたので、オリーブやカオルをはじめとする脇役のキャラクター達にもとても愛着があります。書籍版のストーリーも、個人的にはとても気に入っています。

　わたしにベリーズ文庫について熱く語ってくださった担当の中尾さん、冷静かつ的確なアドバイスをくださる佐々木さんのおかげで、本当に楽しくお話を作ることができました。また、表紙イラストを描いてくださった山田パン様、可愛い四葉とイケメンで大人な涼さんをありがとうございます。自分の考えたキャラクターがイラストになるというのは、すごく不思議で幸せなものです。

　サイト版の読者様にも、この場をお借りしてお礼申し上げます。書籍版の副社長との運命の恋も、楽しんでいただけていたら嬉しいです。

　皆さんと、またどこかのハッピーな物語でお会いできることを願っています。
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